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　In　the　analysis　of　the　stomach　contents　of　piscivors，it　was　very　troublesome　problem　to　identify

the　prey丘shes　from　residuals　found　in　theεtomach，Fgr　the　identi且cation　of　species，we　can　hse

many　infomations，such　as　body　colours，scales，proportions　of　body　depth　to　body　length　etc．

（external　characters），　character等　of　muscles　and　colours　or　shapes　of　the　internal　organs　etc，

（intemal　characters），The　vertebral　columns　will　be　most　useful　for　this　purpose　among　them，

because　they　are　hard　to　digest　and　keep　their　forms　rather　completly　until　the　last　stage　of　the

gastric　digestion，The　key　of且she3is　generally　based　on　external　characters　of　fishes　considering　the

bene6ts　of　general　use．　Then　we　have　only　two　keys　based　on　vertebral　columns，one　of　them

is“A　key　to　some　Southem　Califomia且shes　based　on　vertebral　characters”by　C，R　CLOTHIER

（1950），the　other　one　is“Comparative　study　of　the　axial　skeleton　of　japanese　Teleostei”by　H，HOTTA

（1961），

　This　study　intended且rst　of　all　to　be　useful　in　practice　of　the　ecological　survey　of・community

level　around　the　South－Westem　Sea－r亀gion　of　Japan，so　the　e丘ort　was　made　to　collect　the　specimens

of　common　species　in　this　region　as　much　as　possible，and　treated　here256species　in100families、

　This　study　contains　7　chapters＝　1　1ntroduction　（pp・2　－　3）　　丑：Methods　and　species　treated

（p．　3）　皿Glossary（pp、　3　－　6）　IV　Description　of　vertebral　column　of　each　species（pp．　7

－44）　V　The　key　based　on　the　vertebral　characters　（pp．45　－　61）　V［The　Key　based　on　the

part　of　vertebral　column（pp，62－71）：V「一i）Key　of　vertebral　number　by　species，　W－ii）　Key

based　on　vertebral　Lnumber，W－iii）Key　based　on　caudal　vertebral　number，〉［一iv）　Key　based　on　the

vertebral　number，from　atlas　to　the　vertebra　on　which　the伽st　haemal　spine　occurs，XI－v）Key

based　on　the　vertebral　number，from　atlas　to　the　vertebra　on　which　the　first　haemal　arch　occurs．

、狂111ustrations（．pL！－p1。122）：two　photqgraphs　for　each　speciesl　one　of　them　is　lateral　view

of　axial　skeleton　and　the　other　one　is　latero－ventral　view　of　abdominal　column，showing

parapophysis，haemal　arches，and　haemapophysis。Those　informations　given　in　this　sしudy　will　be

helpful　in　different　way　for　the　identification　of　prey　丘shes　which　are　found　in　the　stomachs　of

predators　in　various　degree　of　digestion，

　The　information　conceming　the　relative　length　of　vertebral　column　しo　the　pody　length　which

are　found　in　another　report（TATARA．et　a1）（pp．199－288）would　be　also　helpful　in　this　same

purpose　combined　those　giv6n　here．

　Although　this　work　was　performed　on　adult　forms　the　auther　hopes　that　it　will　be　also　helpfull

in　the　identi負cation　of　larval　forms　of　marine負shes　by　means　of　counting　the　number　of　myotoms

and　useful　on　fossil　fishes．
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1．まえがき（lntro岨uction）

　この研究を行なうことになった動機は，魚食性魚類の胃内容物分析を行なうに当って，捕食者の胃の中から出

てきた餌生物魚類の種の査定という困難な問題を解決することにあった。漁業資源学の立場から，海洋生物群集

の合理的利用を，漁獲努力の質と量の配分管理によつて達成しようとするに際しては，生物群集をなす各魚種間

の相互関係に関する多くの生態学的知見を必要とし，食物連鎖（food－web）を通じてのenergy飾wの質と量

を把握するためにも各魚種についての胃内容物分析は欠くことのできない重要性をもっている。瀬戸内海周辺海

域で行なわれたこの種の調査研究は林・ILi口（1962）「魚食性底魚類の食性に関する研究」に詳しく述べられて

いる。

　魚食性魚類の胃内容物分析に当る場合，胃中に残存する餌生物の未消化部分の中から，餌生物種の査定に利用

できる形質は，体表の色彩と外形，鱗，肉質の形質，内臓器管の色彩などいろいろ利用できるが，残存する屡度

の多いことと，形質の完全に保存され易い点で，脊梁の構造が最も利用され易い。

　魚類検索に用いられる分類形質は最近に至るまでは，主として色彩・鱗数・鰭条数・各部のproportionなど

の外部形質にわかれており，最近になって骨格等の内部形質がかなり詳細に調査されて分類の重要な基準となっ

て来たが，それも大部分は頭骨に限られているようで，脊梁の構造によって魚類の検索を行なつたのは1950年に

CLOTHIERがカリフォルニアの沿海産魚類について行なったものと，ごく最近（1961）堀田が「日本産硬骨魚

類の中軸骨格の比較研究」で行なっているにすぎない。従来，脊椎骨数による種疾（Race）の識別という例を

除けば，魚類の骨格o）研究は，各種類間の類縁関係や進化過程o）類推と体系化を目的とした分類学の分野で行な

われてきたことと，分類検索表を作製する場合には，骨格等の内部形質による分類検索が，より完全，より明瞭

である場合にも，一般使用者の便宜を考えて，外部形質によって検索表を作るのが普通であるから，これらの事

情もあるいはやむを得ないものと思われる。

　このような背景と調査目的のために，ここでは専ら魚食性魚類の胃内容物調査に使用する場合の便利を考えて

取纏逗）を行なった。すなわち，日本西南海域で，魚類群集生態調査のための食性調査を行なう場合の検索に使用

することを目標として，対象魚類を日本西南海域に普通出現するものに限定し，その中でも餌生物魚種に重点を

おいた、（対象魚種の範囲を拡げて，それらの体系化を目標とすることによって生じる検索表の複雑化をさけた。）
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記載については，図版での足りない部分をこれで補い，分類学上からは無意味と思われるものでも同定の手がか

りとして重要と思われるものは記載した。例えば「神経・血管両棘は各椎体の前端（中央・後端）から突出する」

などの記載である♂第1血管棘の定義りついても分類学上のものと頃異なっている・また，図版に重点をおき，

異体類についても，有眼・無眼側の判別不能の場合を考えて，全て頭部を左において図版を統一した。この外，

脊梁の一部分による検索に役立つように，脊梁構造の各部分による種名索引をつけ，脊梁以外の形質から種名を

類推した場合に脊梁構造について確認するため種名による脊梁構造の索引もつけ加えた。なお，査定しようとす

る魚種で，体長並びに椎体長の測定が可能である場合には，多々良，山口，林（1962）（PP499－228）を参考にす

るとよい。

　この種の調査研究は，分類学を専攻する研究者によってなされるのが望ましいのであるが，できる限り多数の

方たの助言を頂いて筆者の能力不足を補ったつもりである。この調査が魚食性魚類の胃内容物調査のみならず，

魚類分類学の上にも，脊椎骨数・卑yotome数によって，幼稚魚の種査定を行なう場合にも，化石魚類による考

古学の上からも利用され得るものと思う。

　この研究の遂行については多くの方々のご協力とご援助を頂いた。取纒めに当っては内海区水産研究所長花岡

資博士，京都フく学農学部教授松原喜代松博±，同落合明博士，東北海区水産研究所堀田秀之博士のご校閲とご教

示を頂いた。標本魚の種名査定と骨格標本の作製については，内海区水産研究所資源部多た良薫，北森良之介，

永田樹三，矢野実，高尾亀次，山口義昭，千国史郎，船江克己の諸氏，南海区水産研究所沿岸資源部長横田滝雄，

同部員浅見忠彦，工藤晋二，通山正弘，野村星二，松浦修喜，竹井義治，矢野光子，花岡松子，矢野靖子の諸氏

および広島県立宮島水族館溝上昭男氏のご協力によるものである。写真技術については東海区水産研究所竹村嘉

夫氏にご助言を頂いた。スケッチについては大部分東京水産大学学生長谷川進氏を労わした。

　内海区水産研究所資源部長林知夫博士には本研究のおすすめに始まり，研究の発足から取纒めご校閲に至るま

で，たえざる励ましとご教示，ご援助とを頂いた。

　上記の方々に対し，ここに記して心からの深謝の意を表します。

　　互，方法と対象魚種（Mle旗oαs　an煙spe¢ies　treatedl）

　骨格標本は各種漁業によって漁獲された魚体の成魚を，新鮮なうちに熱湯で処理し，口器を除く脊梁の原形態

をそこなわぬよう肉質部を除いて作製したものである。この標本について，椎体の形，神経棘，血管棘の形状，

側突起，血道突起，顎突起などの形状の外，頭骨のうち上後頭骨の隆起など，顕著なものについて記載した。図

版については1魚種について脊梁の側面（Lateral　view）と，側突起，血道突起，第1血管棘などの構造を宗す

ため，腹椎部の腹測面（Latero－ventral　view）の2図を示した。研究対象魚種については，この海域に普通に

出現する魚種のうち，餌生物魚種に重点をおいて，100科256種について行なった。　（序文の表iii－viii参照）魚

種の配列，学名，骨格の名称などは総て松原（1955）「魚類の形態と検索」によった。骨格標本の作製について

は，一度ホルマリソで固定されたものでは，完全に肉質を除去することは極めて困難である。このことは，補食

者の消化管内容物として出てくる餌生物種の査定の場合にも，材料がホル4リソで固定されている場合大きな障

害となる。ホルマリソで固定されたものの骨格を観察するには，標本の透明化と，骨格の染色を行なうのが便利

で，CLOTHIE皐（19畢0）がappendix．に述べている染色法が適している。これは本論文の終りにappendixと

して訳出してあるので利用された姶。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s．4，

Fig，1．Parts　of　a丘sh　skeleton，drawing　of　S60幼g7ゴ砂o擁餌s　HouTTuYN．　（Lateral　view）
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轟御繍一識畑・／℃㎞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前血管穎突起　　　　　　　－献　　　　　　　S．月，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pr6haem訓　zソgapophyもi5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1血管棘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F『rst　haεma『5pine
Fig．2．Parts　of　a且sh　skeleton，drawing　of　Soo窺みθ7ゴ砂o擁o勿s　HouTTuYN，　（Lateral　vie篤v）
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　　　caudal　part）．

’黛

ノ

尾柄隆起線
Caudal　keeI

　　　＼

　憂　露1藤、

駅・輿醐

　　尾棘
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Abdominal　vertebrae〔腹椎〕

　　前尾部脊椎（Precaudal　vertebrae）ともいう。躯幹部にある脊椎骨の総称で，血管棘を帯びていないの

　　が特徴である。
Atlas

　　第1番目の脊椎骨で，頭蓋骨に関節している。

Axial　skeleton〔中軸骨格〕

　　頭骨，躯幹部および尾部等を構成している内部骨賂の総称で，これに対し鰭および肢帯を構成している内

　　部骨略を阻犀骨驚（ApPendicF1㌍skeleton）．と吟う・頭を構成しでいるaxia1・skeletonを頭骨（sku11）・

　　嬢幹蔀寿よび尾部を構成しているaxia1・skeleセonを脊梁・・脊柱・（vertebraLcolumn）という。

Basioccipital　bone〔基底後頭骨〕

　　頭蓋骨後下部にある1個の骨で，通常その前縁は前耳骨に，上縁は外後頭骨に，下縁は副襖骨に接し・後

　　端はAtlasに関節している。

Caudal　vertebrae〔尾椎〕

　　尾部にある脊椎骨の総称で，それぞれ血管棘を帯ぴている。

Centrum〔椎体〕

　　脊椎骨の主大部をいう。

Cranium〔頭蓋骨〕

　　頭骨の内，臓骨を除いた部分である。

CV（Vertebral　number　of　caudal　vertebrae　including　urostyle）

　　尾部棒状骨を含む尾椎の脊椎骨数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿一4一



Epineurals〔上神経骨〕

　　　間肉骨（lntermusculer　bone）の1つ。

Epiotic　bone〔上耳骨〕

　　　麟頂骨の下部にある軟骨性硬骨で通常後轟額骨の上枝を関節せしめている。

First　haemal　spine〔第！血管棘〕

　　　分類学上では第1血管間棘（First　interhaemal　spine）を挿入せしめる直前のものと定義されるが，この

　　　調査では血道弓門（Haemal　arch）の下端癒合部が明瞭に伸長し棘状を呈するものと定義した。

HA（The　number　of　the　vertebra，frQm　the　atlas，しo　the　vertebra　on　which　the且rst　haemal　arch

　　　occurs．）第1脊椎から第1血道弓門の起る椎．体までの脊椎骨数

Haemal　arch〔血道弓門〕

　　　椎体の下縁両側から出ている1対の血道突起（Haemapophysis）によって形成されている弧である。

Haemal　cana1〔血道溝〕

　　　各1｛匠管弧が前後に関節して形成している管である。

Haemal　spine〔血管棘〕

　　　尾椎の腹側の棘状突起

Haemapophysis〔血道突起〕

椎体の下縁両側から出て

癒合し，血道弓門を作る

突起。腹椎に血道突起が

ある場合にはその形状に

よて4つの型に分ける。

H字状：椎体の下縁両側

　から出て下方に突出す

　る突起の中部に，左右

　を結ぶ橋部があって血

　道弓門を形成する。

　　　　　　（Fig．4）

H’状；H字状血道突起

　が椎体の前後にわたっ

　て長く，先端が左右に

　分りしているもの。

　　　　　　（F工9，5）

三角状1椎体の下縁両側

　から出て下方に突出す

　る突起が，その先端で

　左右癒合して血道弓門

　を形成する。

　　　　　　（Fig．6）

三角’状：三角状血道突

　起が椎体の前後にわた

　って長く，先端は側扁

　して板状をなしてい

　る．　　（Fig，7）

Fig，4．

　　　　　　　　　　　　　　　　　筆　　、ζ争曜‘’一5・F

　　　　　　　　　　　　　　　　灘鞭

Latero－ventral　view　of　the　H－type　haemapop五ysis，

of　Genus　Psθ％40わ房π擁螂，

！dτ1awing

Fig，5．　Latero－ventral　view　of　the　H’一type　haemapophysis，　z

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駕　　　　　drawing　of　Sooγカα召犯α招召％s∫s　JoRDAN　et　STARKs・　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ』　　名’　　ノ

機灘・鶴騨騨鱗欝
Figl，6，　Latero－ventral　view　of　the△一type　haemapophysis，drawing

　　　　　of且7爾so％s翻酬吻嬬（G廿NTHER）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂層サ

Fig．7．　Latero－ventral　view　of　the△’一type　haemapophysis，drawing

　　　　of1毎獅側sゴ砂o勉oπs・（CuvIER・et　VALENcIENN圏），
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HS（The　number　of　the　vertebra，from　the　atl亀s，to　the　ve其gbra　on　which　the丘rst　haemal　spineoc

　　　Curε。）第1椎体から，第1血管棘の起る椎体までの脊椎骨数

Hypural　bone〔下尾軸骨〕

　　　尾部棒状骨（urostyle）の後下縁から扇状に拡がっている骨片で，直接に尾鰭条を担っている。

Interhaemal　spine〔血管間棘〕

　　　轡鰭を担っている担鰭骨

Lateral　aPophysis〔側方骨性突起〕

　　　尾椎（時に腹椎後方部）の各椎体側面から側方に突出している小棘状突起。

Lateral　process〔側突起〕

　　　parapophysisのこと。

Neural　arch〔神経弓門〕

　　　椎体の背側から1対の神経突起（neurapophysis）を出し，これらが相合して形成せる弓門で，脊髄の通

　　　路に当る。

Neural　cana1〔神経溝〕

　　　各神経弓門によって形成される溝。

Neuralspine〔神経棘〕

　　　脊椎の背側，すなわちneural　archの背側から出る棘。

Parapophysis〔側突起〕

　　　腹椎の椎体側面から出ている突起で，肋骨を支えている。

Rib〔肋骨〕

　　　側突起または椎体に付着せる針状の骨で，腹椎のみにある。

Sku11〔頭骨〕

　　　頭蓋骨と臓骨とを合せたものの総称。

SuP＝aocciPital　bone〔上後頭骨〕

　　　頭蓋骨の背側後端にある1個の軟骨性硬骨である。

Transverse　Proceses〔横突起〕

　　　腹椎の側突起で，肋骨を付着せしめる。parapophysisに相当する。

Urostyle〔尾音9棒状骨〕

　　　硬骨魚類の尾部末端にある上後方へ向う最後の脊椎骨であるが，実際は若干の脊椎骨の癒合体である。そ

　　　の後下縁に扇状に拡がる1一数枚の骨片が下尾軸骨である。

Vertebra〔脊椎〕

　　　脊梁の1個の節をいう。

Vertebral　co1Gmn〔脊梁〕

　　　躯幹部および尾部にある中軸骨稲で，その各関節が脊椎である。躯幹部にある脊椎が腹椎（abdorminal

　　　vertebrae）で，解剖学的には第1血管棘より前方の脊椎であって，体腔の背側に位置し，側突起と肋骨

　　　を具え，血管棘を欠く。肛門より後方，すなわち尾部にある脊椎が尾椎（Caudal　vertebrae）で，第1血

　　　管棘の後部にあり，通常，側突起と肋骨を欠き，血道弓門と血管棘を帯びている。

VN（Total　nufnむer　of　vertebra　including　the　urostyle．）

　　　尾部棒状骨を含む総脊椎骨数。

Z｝gapOP互ysis〔頼突ぎ〕

　　　各准体の前後両面から出ている突起で，各脊椎の関節を強固ならしめている。前面から突出ずるものが前

　　　穎突起（prezygapQphysis）で，後面から突出するのが後穎突起（postzygapophysis）である。また，椎

　　　体の上方にあるものを神経穎突起（neural　zygrapophysis），下方にあるものを血管穎突起（haemal　zy－

　　　gapophysis）とレ】う。
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　　N，脊梁構造の記載（各論）　（Deseription）

　1．コノシロKo”os∫7％sρ％”o∫認％3（TEMMINcKetScHLEGEL）（pL1）

　神経・血管両棘は細く，各脊椎の前端から発している。腹椎骨前半の神経棘は分岐している。側突起は第2脊

椎から発達し，15－16脊椎で最初の血道弓門を形成し，血道突起はH字状をなす。その血道突起は後下方に次第

に伸長し先端は分岐して薄い。腹椎骨の神経棘と側突起は，ともに脊椎からはなれ易い。上神経骨（Epineurals）

がある。腹椎骨前半の後神経穎突起と，後血管穎突起は発達する。特に腹椎骨後半以後の前神経穎突起と前血管

穎突起は棘状で椎体と平行して前方に伸びている。尾椎骨最後の2－3脊椎の血管棘はやや太く，かつ変形し

てお』，尾部棒状骨の上縁は太くて棘状をなす。尾棘がある。

　IIA：15m，1617｝　HS：25（4｝，26141　CV：24〔5L25〔31　VN：48（IL49（71

　2．　ウルメイワシ2∫γ％駕6％3卿廊70加3（TEMMINcKetSc肌EGEL）（P1，1）

　脊梁の構造は＝1ノシロに類似するが，相違点は，　（D側突起が第3脊椎からみられる。　121HA，H　S，C　V

VNが異なる。

　HA：！7〔41，18（21，？（D　　HS：35141，36（21，39田　　CVl17ω，19（2！，20（41

　VN＝53m，54141，55（21

　3．キビナゴSρ躍観Jo多磁sゴ砂研∫o％s（HQu質uYN）（pL1）

　脊梁の構造はウルメイワシに似るが，相違点は，Ul　HA，HS，CV，VNを異にする。121尾椎後方の神

・経・血管両棘の先端は側扁・して板状をなす．倒尾椎最後の2－3脊椎の血管棘は多少変形するが，その度合が

少ない。

　HA：26〔1｝，2711｝　HS＝34121　CV；14Ul，1511〕　VN＝47川，48〔D

　4．マイワシSα74加oρs伽4σ％os∫∫o地（丁鱈MMINcKetScHLEGEL）（pl．1）

　側突起は第！脊椎から始り，その基部は椎体の前後にわたって巾広く，側方に突出して先端は下方に曲り，第

1脊椎に固着した針状突起の外は椎体からはなれ易い。腹椎骨の神経棘基部には上神経骨が発達する。その他の

特徴はウルメイワシに類似する。

　HA：20〔31　HS：30（31　CV＝20（0，21（21　VN；49ω，50（勿

　5．　サ　　　ッ　　　パ＊Eσγ6％gπZ4β％％θ3づ（BLEEKER）　（pL　3）

　第1脊樵骨の椎体腹側面に側下方へ向う短い棘状突起があるが，その他の脊椎にはない。側突起は第2脊椎か

ら発達し，基部の巾は狭い。その他の脊梁構造はマイワシと類似するが，HA，H　S，VNを異にしている。

　HA：1513）　HS：23〔31　CV：22（31　VN：44（31

　6．ヒ　　 ラ1♂おhσ40πg認σ（BENNETT）（p1，3）

　神経・血L管両棘は細長くて弱く，各脊椎の前端から発している．腹椎骨前半の神経棘は分岐し，その基部に上

神経骨がよく発達している。第1・2脊椎の下縁に側方に突出する巾広い突起があう。側突起は第7－8脊椎か

ら発達し，第16脊椎で最初の血道弓門を形成し，その血道突起はH字状をなす。尾椎最後の2一・3脊椎の血管棘

はやや太い。後血管頼突起がよく発達する。最後の5－6脊椎を除く尾椎骨には顕著な側方骨性突起（1ateral

apophysis）が発達し，各脊椎の前端から側方に突出している。

　HA：16121　HS：23121　CV：32（21　VN：54（21

　7．　力タクチイワシ　E雑gγ伽♂6sゴαヵo擁oσ（且ouTTuYN）（p1．3）

　神経・血管両棘は細く，各脊椎の前端から突出する。腹椎前部では上神経骨が発達し，腹椎中部の神経棘は先

端が分岐する。側突起は第2脊椎から起り，後下方に大きく突出し，その前面基部に薄板状の骨質板がある。尾

椎後方のものを除いて，血管棘の基部にも同様の骨質部があり，棘状となって前方に向っている。第1血道弓門

と第1血管棘は同一脊椎に起る。最初数個の前神経頼突起は前上方に長く突出する。尾椎最後の1－2脊椎の血

践・松原（1955）によれぱVN45。　（p．！92）

7



管棘は太く，尾部棒状骨0）上端は棘状で太い。

　HA：27t3）　HS：2713）　　CV：18U），19121　VN：44U），45t21

8，ネズミギスGo％07h鈎碑％3σ勧廻び∫α云％sTEMMINcKetScHLEGEL（P1・3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脊梁の大部分は腹椎骨からなっている。最初の4神経棘は側

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　扁して板状をなし，左右分離している。全ての神経棘の基部に

　　　　　　，ゐ　　　瀞　は上神翻がよく発達している・狽1突起購1脊椎から強煎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ側方に突出しているが，腹唯後半で下方に向く。第3脊椎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の側突起は小さい。　（凪g．8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1血道弓門と第1血管棘は同一脊椎に起る。後血管頼突起
　　’頬P　　　　　　　　　　　　　　　Iて匪　■卜・

　　　　　　　　　　　　・斑　　はいずれもよく鍵し像い。郷棒状骨の上端は棘状で太く，
　　　　　　　　　　　　　　一、館，その前の脊椎の神経・囎鰍貯や太い．

　　　　　　　　　　　　　　　δ．κ．

Fβg，8，Ventral　view　cf　the　first5ve－

　　　rtebrae　of　σo難07hγπoh％s　σbわ7ε”2一

　　　　α彪s　TEMMINcK　et　ScHLEGEL．

9．　ア

HA：42m，43n）
HS：42（n，43〔D

CV：12〔1），！4｛D

VN：54m，551D
ユ　P彪609Zoss％s切オ加θ彦∫s　TEMMINcK　et　ScHLEGEL（pL　5）

　尾椎より腹椎が長い。腹椎骨の大部分の神経棘は左右分りしている。腹椎前部には肋骨の付着した凹所があり，

側突起は第32－33脊椎から側下方に伸長する。第1血道弓門と第1血管棘は同一脊椎に起る。いづれの頼突起も

あまり発達しない。尾椎最後の4－5脊椎の神経・血管両棘は側扁する。犀部棒状骨の上縁は棘状で太い。

　HAl4113）　HS：41〔31　CV：21111，22〔2｝　VN：61（D，62〔21

　10．ニギス＊∠曾86雑‘∫瑠sθ癬fαso∫コ彪KlsaINouYE（pL5）

　腹椎骨の大部分の神経棘は分岐し，その基部に上神経骨が発達するが，脊椎からはなれ易い。側突起は第1脊

椎から椎体側面に水平に突出し，第23～24脊椎から急に下方に向い，第27脊椎で最初の血道弓門を形成 し，血道、

突起はH字状をなす。第34脊椎で最初の血管棘となる。尾部棒状骨の上縁は棘状で太い。

　HA：27〔ll　HS：34｛1）　CVll5｛D　　VN：48（1｝

　11．ヒ　　　メπ∫泌θゴα汐oπ∫02（GむNTHER）（pL5）

　腹椎は尾椎よりも長い。神経㌔血管両棘は一般に短く，始め数個の神経棘は先端が癒合しない。尾椎最後の4

脊椎の神経・血管両棘は側扁している。側突起は第7脊唯から始り，各脊椎の前端から下方に向っている。最初

の血管棘・血道弓門は同一・脊椎に起る。後血管穎突起が発達する。尾部棒状骨の上縁は棘状で太い。

　HA：27U｝　HS：27｛1）　CV：16（ll　VN：42〔D

　12．アオメエソChZoγo擁励σ3勉％3σ訪認70∬‘5J（〕RDAN（tSNYDER（P1．5）

　腹椎前方の5脊椎の神経棘は側扁して巾広い。尾椎最後の3－4脊椎の神経・血管両棘の基部前面には薄板状

の骨質板があ一る。第’1血管棘は左右に巾広くて薄く，前面に凹溝を形成する。側突起は第3脊椎に起り，腹椎後

方では大きく側下方に突出する。最初の血道弓門・血管棘は同一脊椎に起る。尾部棒状骨の上縁は棘状で太い。

　HA：1g田，20121　HS＝1gU），20i21　CV＝26（D，27121　VN：45121，46・旧

13．アカエソS鎚06％s槻7犯9ρ彪s（LAC金兎DE）（pL7）

　脊梁の大部分は腹椎骨からなる。神経・血管両棘は一般に短く，腹椎前方の神経棘基部には上神経骨がある。

腹椎前半の神経棘は左右分りして癒合せず，特に腹椎中部の神経棘は基部から左右に広く分りしている。側突起

と後血管穎突起はよく発達して燐接するものと相接しており，腹椎中部で長く，前部と後部では短い。尾椎骨の

神経・血管両棘はいづれも側扁して板状をなしている。最初の血道弓門と血管棘は同一脊椎に起る。老成魚では

＊CHAPMAN（1942）によればニギス科のVNはお・よそ54。
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腹椎後部の椎体前端側面に小さな1ateral　apophysisがある。尾棘は不明瞭。

　HA：5611）　HS：56111　CV：9．（ll　VN＝64（n

　14．スナエソSッ％04πs∫％s6％sTANAKA（p1．7）

　脊梁構造の特徴はアカエソに類似するが，HA，H　S，C　V，VNを異にしている。

　HA＝47（D，48〔1）　HS：4711｝，48（D　　CV：8U），9〔11　VN：5512｝

　15．チョウチョウエソ3ッπ厩％s勉α07砂s　TANAKA、（pL7）

　脊梁の構造はアカエソに類似するが，HA，H　S，VNを異にしている。

　IiA：4711〕　HS：47（n　　CV：8〔1）　VN：54（n

　16・オ　　キ　　コニ　ソ　　T78‘h歪，zo6θ♪h‘z3％3解ツoカs　（ScHNEIDER）　（PL　7）

　脊梁の構造はアカエソに類似するが，HA，H　S，VNを異にしている。

　HA：4712）　HSl47121　CV：8（D，9｛n　　VN：54（D，551n　l

　l了．マ　エ　ソSαμ7躍σ％n40sq％α”¢お（RlcHARDsoN）（P1．7）

　脊梁の構造はアカニソに類似するが相違点は，ln腹椎中部の神経棘は短く，広く分離することはない。圖明

瞭な尾棘がある。13｝HA，VNが異なる。

　HA：40〔1）　HS：40（ll　CV；911）　VN：48（D

　18．ワニエソSσ％擁4σ彪泌わ言∫（BLocH）（pL9）

　脊梁の構造はマエソに似るが，相違点は，Ul老成魚でも腹椎後部に1ateral　apophysisはない。　12）HA，

H　S，VNが異なる。

　HA：4311〕　HS＝43111　CV：10U｝　VN：5211）

　19．トカゲエソSσ％7∫4αθ∫佛9α彪（TEM…4INcKetScHLEGEL）（p1．9）

　脊梁の構造は・ブニエソに類似するが，HA，H　S，VNを異にしている。

HA：50161，5！13），52121HS：5016），51131』5212）CV：917），10〔41

　VN＝5813），5915），6013）

　20．ゴンズィPJo’os％s伽g％耀α7is（LA魔p齢E）（pL9）

　第1脊椎骨は小さく，第2・3・4脊椎骨は互に癒合して，下縁に下方に向う板状の突起があり，その前端は

第2脊椎の前端で紐状に下方に曲っている。始めの7脊椎の神径棘は先端が癒合せず，分岐して大いに変形して

いる。側突起は強大で第7脊椎まで側方に突出し，第5脊椎以後下方にf申長している。第13－15脊椎で最初の血

道弓門を形成し，血道突起はH字状である。前頼突起が発達する。尾椎後方になるにつれて唯体と，神経・血管

両棘は小さくなる。下尾軸骨は癒合して一汝の板状をなし，尾棘はない。 ヒ後頭骨隆起は2叉した棒状の小突起

である。

　HA：1311），1412｝，1511｝　HS：15（1），16（31　CV：38〔1），3g“），40（n，？〔1）

　VN＝53｛11，5412｝，？（ll

　21．マアナゴメ4sかooo雑8酬観”宛s≠θグ（BREvooRT）（pL9）

　脊椎骨数は140個以上で多く，尾椎後方になるにつれて椎体・神経・血管両棘とも匠小さくなる。始め15～16

脊椎の神経突起は隆起して縫合し，鶏のトサカ状となり，それ以降のものは短い神経棘となって，次の脊椎の前

神経穎突起と交叉する。腹椎前部には上神経骨がある。側突起は第！脊椎から始まり，大きく側方に突出する。

最初の血管棘と血道弓門は同一脊椎に起る。腹椎最後の4～5脊椎と尾椎骨には1ateral　apophysisがあるが，

尾椎後方のものでは不明瞭である。

　HA：52（3｝，54（ll　H　S：5213），54（D　　C　V：91U｝，92（11，破損〔21

　V　N：142U），143〔1），破損（21

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　9＿



　22・ギンアナゴ＊Rhッnohoo蝉飽矧s’70廊矧s≠70翅∫（JoRDANetSNYDER）（pL11）

　脊椎骨数は125前後で多く，尾椎後方になるにつれて椎体・神経・血管両棘ともに小さくなる。第1・2脊椎

骨の神経棘は短く，それに続く7－8脊椎の神経棘は側扁して板状をなす。側突起は第1脊椎から始り大きく，

側方に突出する。腹椎最後の数脊椎骨と尾椎骨には，大きな1ateral　apophysisが発達する。前神経穎突起はあ

まり発達しない。

　HA：40（ll　HS：40m　　CV：861D　　VN：125川

23．ハ モ＊＊1レ毎7娚％s砿o痂g7θ％s（FORSKRL）　（p1．11）

　脊椎骨は150個前後で多く，尾椎後方ほど小さくなる。神経・血管両棘は全て短く，最初10数個の神経棘は左

右完全に愈合しない。上神経骨がある。側突起は第1脊椎から始って大きく，後血管穎突起と薄板状の骨質で連

続され，側下方に突出する。尾椎骨前半のものには1ateral　apophysisがあるが小さい。最初の血管棘と血道弓

門は同一脊椎に形成される。前神経穎突起と後血管穎突起がやや発達している。

　HA：671n，68121　HS＝6711｝，6812｝　CV＝85（ll，8611），87（1）

　VN：15111），153（1｝，154｛11

24，ハシナガアナゴ　0∬驚o％8’酬陀ρ∫09πσ∫h％s　BLEEKER（pL11）

　脊樵骨数は115で多く，尾椎後方になるほど椎体は小さくなる。神経・血管両棘は短い。第1脊椎骨は極めて

小さい。始め6個の神経棘は側扁して板状をなす。側突起は第！脊椎から側方に突出し，腹椎中部では後血管頼

突起と薄板状の骨質板で連結され，腹腔上に屋根部を形成する。最初の血管棘と血道突起は同一脊椎に起こる。

1ateral　apophysisはない。

　HA；53“｝　HS：53ω　　CV：631D　　VN：1151D

25．トラウツボ＊＊＊／14％γσθπαカα74σ‘∫s　TEMMINcKetScHLEGEL（PL13）

　脊稚骨は119以上で多く，尾椎後方の椎体は次第に小さくなる。第一脊椎は小さく，その神経棘も極めて小さ

く左右分りしている。その他の神経棘は全て側扁して板状をなし，先端は角形である。尾椎前部の血管棘は側扁

して板状をなすが尾椎後方では棘状をなす。第2脊椎から第16脊椎までの椎体腹面には椎体の前後にわたる巾広

い骨質板が下方に突出する。側突起は第2脊椎から大きく側方に突出し，椎体の前後にわたって巾広い。第17脊

椎以後の側突起および尾樵骨には顕著な側方への突起がある。血道突起は三角状である。穎突起の中では前神経

頼突起が発達する。

　HA、：58U）　HS：59（D　　CV；61以上11〕　VN：ll9以上〔11

26．ウ　ツ　ボσy魏％o‘hoγ砿配4魏o（TEMMINcKetScHLEGEL）（pL13）

　脊梁構造の特微はトラウツボに類似するが，相違点は，　m神経棘の先端は腹椎では三魯形，・尾椎では円形に

近い。捌血管棘の側扁して板状となっている部分の形はより円形に近い。（3）側突起にある顕著な側方への突起

は側突起の先端にある。14）第2脊椎から第14脊椎まで，椎体下面に板状の突起がある。〔51HA，H　S，C　V，

VNが異なる。

　HA；63（n　　HS：64田　　CVl7811〕　VN＝141〔1）

27．ダ ツ　∠4尻gη惚5α％αs勿卿θZ言α（Cuv1ER　et　VALENcIENNEs）　（pL　13）

　骨格は薄い青緑色を呈する。腹椎は尾椎より長く，神経・血管両棘は一般に短い。腹椎の大部分の神経棘は側

扁して板状をなすが，前方のものほど前後に巾が広い。尾椎後方の神経・血管両棘も側扁して板状である。側突

起は第1脊椎からよく発達して，第1－3のものは側後方にのび，以後，側方に突出し，腹椎後方で次第に側下

方に向う。最初の血管棘と血道弓門は同一脊椎に起こる。腹椎最後の側突起は棘状に長くのびる。前神経穎突起

＊　堀田（1961）にょればHA：55111，HS：55ω，VN：174（ll。　（p，26）

＊＊堀田（1961）にょればHA：65（1｝，HS：65m，VN　l153m。　（p，27）
＊纏尾椎後方破損
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は前方に突出して関節を強固にすると同時に，その上縁は前方に突出して前の神経棘に接している。前後の血管

穎突起も尾椎前部でよく発達している。上後頭骨の隆起は小さく，後方にのび，上耳骨（EPiotic　bone）・翼耳

骨（Pterotic　bones）が長く後方にのびて第2脊椎の後方まで達している。

　HA：55（n，5611〕　HS：55（1｝，56（1）　CV：30（1），311D　　VN：84（1〕，86｛1）

28．ハマダッ！1房飾肥sh宛郷（CuvIERetVALENcIENNEs）（pL15）

　脊梁の色彩，構造はダツに類似するが，相違点は，　ln神経棘の側扁するのは腹椎中部までで，前部6神経棘

は広い板状で，以後のものは先端がわづかに板状をなしている。捌尾柄部の神経・血管両棘は板状を呈さない。

（31腹椎後方の側突起は直下方に突出する。（4｝前神経穎突起の上縁は鋸幽状をなす。（5｝HA，H　S，，C　V，

VNを異にする。

　HA：591n　　HS：5911｝　CV：32〔1）　VN：9011｝

29．サ　ン　マ＊OoJoJ4扉33漉74（BREvooRT）（P1．15）

　脊梁は薄い青縁色を帯びている。第1・2神経棘は側扁して相接し，板状をなす。第3神経棘は先端のみ側扁

する。尾椎後方の神経・血管両棘は前縁に骨質板をそなえて側扁し，尾惟最後の5個の脊椎の神経・血管両棘は

伏して椎体と平行する．側突起は第1脊椎から起こり，第！－3のものは特に長く側後方に突出し，第2のもの

が最も長い。第4のものから短い。前神経頼突起がよく発達し，巾が広くて高く，腹椎後半からは複雑に分岐す

る。後血管穎突起は尾椎骨でよく発達して大きく，複雑に分岐する。腹椎後部以後の各椎体には鋭い1ateral

apophysisがある。最初の血管棘と血道弓門は同一脊椎に起こる。

　HA340ω　　HS＝40ω　　CV：27ω　　VN＝66ω

　30，サ　　　ヨ　　　IJ　Hθ彫〃α窺魏％s3σゴ07∫（TEMMINcK　et　ScHLEGEL）　（pL　15）

　尾椎よりも腹椎の方が長い。第1ん第5脊椎の神経棘は側扁して板状をなし，巾広く高くお互いに接している。

尾椎後方の神経棘は前縁に薄い骨質板がある。1側突起は第1脊椎からよく発達して大きく，第1脊椎骨の側突起

は棘状である。最初の血管棘と血道弓門は同一脊椎に起こる。

　HA：41〔1）， 4211｝　HS：41〔1〕，42〔1〕　　CV：18（D，19（1）　　VN；58〔1〕，60〔1）

　31．トビウォP708・短6扉hア3¢8・oo（TEMMINcKetScKLEGEL）（p1・15）

　脊梁は殆んど腹椎骨からなる。最初の3個の脊椎の神経棘は側扁して板状をなす。尾唯後方の神経棘前縁には

薄板状の骨質板があり，血管棘は太く強固である。側突起は第1脊椎からよく発達し，第1脊椎では小さく，第

2・3脊椎では長くて後側方に突出するが，第4脊椎以後では前下方に突出する。前神経穎突起は腹椎前部では

大きく広い。後血管穎突起も発達して側突起とともに関節を強固にしている。最初0）血管棘と血道弓門は同一脊

椎に起こり，血道溝は丸くて大きい．

　HA：321D　　HS＝32m　　CV：16（1｝　VN；47田

　32．アカヤガラ赫F∫3彪3σ7∫σ館≠‘拠飽LAC詐前E（p1・17）

　脊梁の大半は腹椎よりなり，前部4個の脊椎は延長し，縫合を以て癒合する。その背面に楯状の骨板（項板

Nuchal　plate）がある。神経・血管両棘は短く，腹椎前部の神経棘と，尾椎前部の神経棘・血管棘は側扁して板

状をなす。腹椎最後の6－7脊椎の神経棘は短く先端が2分している。尾柄部の神経・血管両棘は伏して椎体と

平行している。側突起は第5脊椎から起り，始め数個のものは特に大きく板状で側方に突出する。腹椎最後の7

脊椎には三角状の血道突起があって，先端の癒合部は板状で下方にのび先端は2分している。またこの部分の各

椎体には側上方に長く突出する顕著な骨性突起がある。腹椎の前神経穎突起はよく発達して前上方に突出し，前

の神経棘に接し，後血管穎突起も第1脊椎からよく発達している。下尾軸骨は癒合して1枚の板状をなす。上後

頭骨の隆起は小さく，上耳骨には長い骨性突起が付着しており，後方にのぴて第！t脊椎の末端まで達している。

　HA＝5911）　HS：66（1）　CV：22〔1）　VN：87（1）

＊　CHApMAN（1943）にょれぱHS：40，CVl24，VN＝63。
＊＊堀田（1961）によればHA：46U），HS：46〔1），VN：75（D。　（PP。32～33）
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　33，サギフエMσ070γh伽力ho跡ssoo∫oρ醐（hN孟）（P1．／7）

　最初5個の脊椎骨は肥大延長して長い。第3脊椎までの神経棘は側扁して板状をなし，’第4・5脊椎の神経棘

基部の前縁には骨質板がある。尾椎後方の神経・血管両棘は先端が側扁して板状となり扇状をなすが，尾部棒状

骨直前の脊椎の神経・血管両棘は棒状で前縁に骨質板をそなえる。側突起は第2脊椎から起り，第2・3・4脊

椎の側突起は特に長大で側方に突出する。第7脊椎から側突起は急に小さくなり，下方に突出し，第8－9脊椎

で最初の血道弓門が形成され，血道突起は薄く，H字状をなす。第7脊椎から尾椎にかけて大きな側方への突起

がある。腹椎後半の前神経穎突起が発達し，大きく前上方に突出する。

　HA：8“｝，9〔2｝　HS：1013）　CV；15131　VN：2413｝

　34．エビスダイOs診∫o履h鐸ゴ砂o痂傷3（CuvlERetVALENc1ENNEs）（pL17）

　腹椎前半の神経棘はやや太く，第1・2神経棘は相接し，第3神経棘との間隔は広い。神経棘は第12脊椎前後

で最も長く，第7，8脊椎の神経棘は短い。第7脊椎に強固な側突起があり，第8脊椎で最初の血道弓門が形成

され，血道突起はH字状をなす。第12脊椎で最初の血管棘を形成する。第1，2血管棘は共に先端が側扁する。

尾椎後方第23脊椎の神経・血管両棘は先端が側扁して扇状をなす。第1脊椎は小さく，基底後頭骨（Basiocci－

pital　bone）一の後方への突起が第1脊椎骨下にのびている。前神経頼突起は腹椎部でよく発達している。

　HA＝8（4）　HS：12〔41　CV：15〔4｝　VN＝26（4）

　35．アカマツカサMツ万力7∫s渉お解％74勉％（FoRsK瓦）（PL17）

　脊梁構造の特徴はエビスダイに似るが，相違点は，〔1）腹椎前部の神経棘は肥大しない・12）第7・8脊椎の

神経棘のみ特に短いことはない。　〔3）尾椎部後方の第21・22・23脊椎の神経・血管両棘は先端が側扁して扇状を

なす。（4）上後頭骨の隆起はエビスダイよりも丸味を帯ぴる。

　HA：8〔D　　HS＝12“｝　CV：151D　　VN＝26〔D

　36，ギンメダイPo砂痂短σゴ砂o痂oαSTEINDAcHNER（p1・19）

　側突起は第3脊椎から大きく側方に突出し，漸次下方に向い，第10脊椎で最初の血道弓門を形成し，血道突起

はH字状である。第13脊椎で第1血管棘となるが，基部には上下2個の血道弓門がある。第1血管棘は．前面に

深い凹溝があり，第2のものよりも短く，第2は第3のものよりも短いが，いづれも先端は互に接している・腹

椎前部では前神経頼突起が大きく発達している。尾部棒状骨直前の椎体は後上方に轡曲して小さい。上後頭骨隆

起は薄くて鋭角をなす。

　HA；10131　HS；1313｝　CV：1713｝　VN：29131

　3了，マツカサウオM6no6β72≠7∫sゴ砂o％∫o％s（HQuTTuYN）（P1・19）

　始めの数神経棘は太くて長い。側突起は第7脊椎に起り，腹椎最後の5脊椎には三角状の血道突起があり，後

方のものは左右の癒合部が長く下方に伸長する。第1血管棘は側扁してやや太く前面に凹溝をなす。尾柄部の神

経・血管両棘は側扁して板状をなし，互に接している。上後頭骨の隆起は後方にのび，上縁がやや肥厚する。

　HA：8“l　HS：13111　CV＝14〔1）　VN：261n

　38，マトウダイZ餌sゴ砂on∫o麗CuvmetVALENcIENNEs（pL19）

　第1脊椎は頭骨に強く関接して上に向い，第2脊椎骨に圧縮された形で短く，基底後頭骨と脊梁との屈接部分

となる。第1神経棘は頭骨に付着し，左右癒合していない。腹椎前方の神経棘は後方に向うが腹椎後部の神経棘

は前方に突出する。側突起は第4脊椎から起り，第8脊椎で左右癒合して第1血道突起となり，つぎの血道突起

からは左右の癒合部が前後に巾広い板状となって互に連続する。第1血管棘は先端が分岐し，前縁には薄板状の

骨質板をそなえる。第14・15脊椎の血管棘には弓門が形成されずに左右広く離れて長く伸長し，血管間棘（lnterr

haemal　spine）を挿入せしめる。尾椎最後の2～3脊椎の神経・血管両棘は側扁して互に接する。前神経穎突

起はよく発達するが，血管穎突起は発達しない。

　HA＝816）　HS：1316｝　　CV：18〔2｝，19〔41　VN：3012），31〔4）

　39．カガミダイZ餓oヵs∫3％伽Zosσ（TEMMINcKetScHLEGEL）（pL19）

　脊梁構造の特徴はマトウダイに類似するが，相違点は，（D前神経穎突起はよりよく発達して大きく，その基
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部に神経孔（Nerve　fofamina）がある。121側突起は第6脊椎から起る。（31尾柄部がマトウダイよりも長く，

その部分の神経・血管両棘は極めて短い。四yNが異る。

　HA：7田，8121　RS：13（31　CV：22（n，2312｝　VN：34m，35121

　40．ソコマトウダイ　Zε％∫o％知ρo擁c％隅　KAMoHARへ（PL21）

　第1脊椎は長くて頭骨に強く関接する。第2・3脊椎の下縁は圧縮された形で短く，基底後頭骨と脊梁とは屈

曲する。第1神経棘は頭骨に接しているが左右完全に癒合している。神経棘はいづれも後方に突出するが，マト

ウダイ・カガミダイのような不規則性が多少残っている。腹椎前方の神経棘はやや太い。側突起はない。腹椎最

後の6脊椎には三角状の血道突起があり，その基部は前後に巾広く，大きな孔がある。第1血管棘は左右に巾広

く伸長するがうすい。腹椎前部の血管棘基部も前後に巾広く小孔がある。上後頭骨の隆起はうすいが高く伸長す

る。

　HA：71D　　HS：13Ul　CV＝22（D　　VN；34〔11

　41．トウゴロウイワシ　∠4εZα％∫緬扉9θ肋7∫（G“NTHER）　（pL21）

　腹椎前部10個内外の神経棘は側扁して前後に巾広い板状となり互いに相接している。尾椎後方の神経・血管両

棘も側扁してやや板状をなす。側突起は第1脊椎からよく発達して水平に突出し，腹椎後方で側下方に向う。腹

椎最後の3脊椎にはR字状の血道突起がある。前神経穎突起が発達し，腹椎前部では大きく上方に向う。後血管

頼突起も腹椎後部から尾椎後方までよく発達している。尾部棒状骨の上縁は棘状でやや太い。

　HA：2312｝，24、〔1〕　・HS・：25ql，26（21　CVl20UL21121　VN＝45（2L46U｝

　42．ボ　　 ラM％9∫Zoθρhσ伽sLINN§（P1．21）

　腹椎骨前方の神経棘は側扁して板状をなし，第1脊椎の神経棘は前方が癒合せず，その聞，こ上後頭骨の隆起を

挿入せしめている。側突起は第1脊椎から起って大きく，腹椎骨前部o）ものが笈部のものより大きいが，第3脊

椎のものが最も大きい。腹椎最後の2脊椎にはH字状の血道突起がある。第！血管棘は後方疋轡曲して短く，前

面に凹所を形成している。穎突起はいづれもよく発達して大きいが，前神経穎突起が特によく発達する。上耳骨

は伸長してハケ状になり，第2脊椎のほぼ末端まで伸長している。

　HA：10111　HS：121n　　CV：13“）　VN：24田

　43．ア力力マスS力砂7磁％力勉9協3GO層THER（pL21）

　椎体は一般に延長形で長いが，第1脊椎骨は縮まってやや短い．腹椎前方の4神経棘はやや太くて短く，第1

神経棘のみ側扁してほぼ直上に突出する。側突起は第6脊椎に起る。最初の血管棘と血道弓門は同一脊椎に起り，

第1血管棘は弓門形成癒合部分の中央から後下方に長くのぴ，短くて後方に曲る第2血管棘に接近している。前

神経穎突起は鍵状に曲ってよく発達する。腹椎の後部では後血管穎突起も発達して側突起の大きさに等しい。尾

部棒状骨直前の脊椎の神経棘は短く，血管棘は棒状で長く，いづれも前縁に板状骨質がある。上耳骨の後端はハ

ケ状に伸長し，第1脊椎骨の後端あるいは第2脊椎骨の後端まで達する。

　HA：1213）　HS：1213）　CV二1313）　VN：24〔31

　44．ヤマトカマスSヵhy7σ伽σゴ砂o初oα　CuvIERetVALENcIENNEs（p1，23）

脊梁の構造はアカカマスに極めてよく類似し，両種の識別は困難である。

HA：12121　HS＝12121　CV：13（2｝　VNl24（2）

　45，ツバメコノシロ　Po砂4σ6砂伽sがθわ如％s（BRoussoNET）　（pL23）

　最初3個の神経棘はやや太い。側突起は第3脊椎に起って下方に伸長し，第6脊椎で最初の血道弓門を形成し．

その血道突起はH字状をなす。血道突起は次第に伸長するが先端は広く2分する。第11脊椎で第1血管棘が形成

される。前神経穎突起が発達して大きく，前・後の血管穎突起も尾椎でよく発達している。

　HA：612｝　HS：11（2）　CV：1412）　VN：24121

　46，ハガツオSα74α07∫9鋤調s（TEMMINcKetScPILEGEL）（P1．23）

　第1脊椎骨は小さい。最初数個の神経棘は側扁して太い。腹椎前部には肋骨の付着した凹所があり，側突起は
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第10脊椎から下方に突出し，第12脊椎で三角状の血道突起によって第1血道弓門が形、戎され，以後この癒合部分

が漸次伸長して，その先端慶方に薄阪状の骨質板が発達する。始め数個の血管棘は長く伸艮し，先瑞が後方に湾

曲する。尾柄部の神経・血管両棘は短く，椎体に接して練伏を呈さない。尾柄鄭准体の側面には1条の隆起線

（Caudal　keel）がある。下尾軸骨は相癒合して1枚の板状をなし，その後縁に欠刻はない。穎突起はいづれも

よく発達して関節を強固にしている。

　HA：1213｝　HS：25〔1〕，2612｝　　CV：20〔21，21〔1）　VN：45（3）

4了．カ　ツ　オK譲s％ωoπ％3ρθ厩解∫s（LINN鳶）（P1．23）

　始め数個の神経棘は第1のものを除き側扁して巾広い。側突起は第7脊椎から起り，前下方に突出し，第！2・

13脊椎で左右が先端で癒合して大きな血道弓門を形成している。第14脊椎以慶の唯体では，前後の血管顧突包が

長く下方に伸ぴ，前頚突起は前の唯体の後頼突起と関節しており，血道突起は前後の血管頬突起から出て，左右

のものが先端で癒合する。腹椎後方のものほど，この癒合部が後下方に伸長する。血管棘は前後の穎突起に連な

っていて，その基部には孔を形成し，血道突起と共に複雑な特徴ある構造を示している。（Complex－basket）

前神経穎突起はよく発達して前方に長くのぴて関節を強固にしている。尾柄部の神経・血管両棘は伏して椎体に

接し，棘状を呈さない。腹椎後方および尾椎の椎体には1ateralapophysisがあって，尾柄部には尾柄隆起線

（Caudal　kee1）がある。下尾軸骨は相癒合して1枚の板状となり，その後縁に欠刻がない。

　HA：12121　HS：21〔1）　CV：21（2）　VN：41（2）

48，マルソウ』ダ　24％蛎s　J妙9魏oso蹴σ　BLEEKER（P1，23）

　最初数個の神経棘は側扁し，第2のものが最も広くて大きい。神経頼突起はよく発達し，特に第1・2椎体の

後神経穎突起は重なり合って著しい。側突起は第8脊椎から始り，左右癒合して先端は分岐し，前下方に長く伸

びて漸次長さを増し，先端が後方に曲る。尾椎骨の唯体の前側面には1ateralapophysisがあるが，第25～26

脊椎からは前，後2個となり，後のものは従扁した板状となってつぎの准体にまたがり、尾柄隆起線に続いてい

る。尾柄部の神経・血管両棘は伏して椎体と接し，棘状を呈しない。血道弓門は，癒合して長い血道突起の先端

にあって，血道溝は細長い。最初の血管棘と田t道弓門は同一脊椎に起り，血管棘は長い突起から殆んど直角に曲

って後方に伸びている。長い血道突起から前下方に雄鶏の距状突起を出し，それは次第に長さを増し，前の血管

棘に接近する。下尾軸骨は癒合して1枚の板状をなし，その後縁に次刻がない。

HA：21（D　　HS：2！（i｝　CV；19（1）　VNl3911｝

49．ゴマサバS60〃必9γ彪加卿oo2カhσ彦％sBLEEKER（P1．25）

椎体はやや延長形で，腹椎前部の椎体側面には波状の隆起線があって，肋骨の付着した凹所がある。顕著な側

突起はなく，腹椎最後の4脊椎には三角状の血道突起があり，後方のものほど左右の癒合部分がわづかに伸長す

る。第1・2・3血管棘は側扁し，第1・2血管棘はS字状をなす。尾柄部の神経・血管両棘は伏して椎体と平

行する。尾椎前方の前穎突起は特によく発達して拡がり，前縁は鋸歯状を呈するが，尾椎最後の5脊椎にはみら

れない。尾椎最後の4～5脊椎（第27－38脊椎）には椎体の側面から側方に突出する小突起がある。血管棘に，

椎体からの小突起（Haemal　brace）の完全なものが起るのは第16脊椎で起るもの3個，第工5脊椎で起るもの1

個であった。

　HA＝11〔4｝　HS　ll5（4）　　CV：17（4）　　VN：31凶

50．マ　サ　バ＊Soo珊加7ゴ砂on∫6πsHouTTuYN（pl．25）

脊梁の構造はゴマサバに類似し，両種の識別は困難である。

HA：11｛ll　HS：15（1）　CV：17（D　　VN；31111

＊堀田（！961）によればゴマサバとマサバの識別については，完全なHaemalbraceの起る椎体は，ゴマサ
バでは多くは第16脊椎，マサバでは第！5～16脊椎と述べている。　（p．42）

この標本では，完全なHaemal　braceの起こるのは第15脊椎である。
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　51．サワラSoo翅加70拠07％s短ρho痂μ3（Cuv1ERetVALENcIENNEs）（p1・25）

　最初数個の神経棘は側扁して短く，他の神経』血管両棘は尾柄部を除いて，細長く柔軟である。側突起は第6

脊椎に起り，第14～16脊椎で左右が先端で癒合して三角状の第1血道突起となり前下方に向うが，後次第に伸長

しながら直下方へ向っている。最初数個の血管棘は長くて先端が後方へ曲る。前神経穎突起は前方にのびて大き

く，前後の血管穎突起は下方に長く突出する。尾柄隆起線およぴ尾椎骨に1ateral　aPoPhysisはなく，下尾軸骨

は1枚の板状で，その中央後縁に1欠刻がある。

HA：14｛21，15し71，16131　HS：2219），2313）　CV：27121，281ゆ　　VN：49U1｝，50〔11

52．カゴカマス＊Rθ紹σso♂側47∫（CuvIER）（PL25）

椎体は延長形で，神経・血管両棘は柔軟である。第1　2神経棘は多少側扁して短い。腹椎前部に側突起はな

く，第11脊樵で最初の血道弓門を形成し，血道突起は三角状で，その先端は次第に長さを増し，最後の2血道突

起の先端後方には薄板状の骨質突起がある。前神経穎突起はよく発達して前方に突出し、血管穎突起は腹椎後半

から尾椎にかけて発達し，下方に突出する。

　HA：lll3）　HS：20121，21U）　CV：141 ，15121　VN：3413｝

53．クロシビカマス　P望o解ε置hあ配砂3ヵ70郷認hg％s（CuvIER）　（p1．25）

脊梁の構造はカゴカマスに極めて類似し，両者の識別は困難である。

HA：！113）　HS＝20i31　CV：1513｝　VN：3413｝『

　54．タチウオ＊＊T7∫o腕群％s弛が％γ％3LINN壱（P1・27）

　脊椎骨数は155以上で多く，尾椎後方になるにつれて椎体・神経・血管両棘ともに小さくな凱脊椎骨数の算

定は困難である。神経・血管両棘は細く直線的で椎体のほぼ中央から突出する。第1脊椎骨は小さく，第4神経

棘までは側扁して板状をなしている。腹椎前部に側突起はなく，腹椎最後の2脊椎で側突起は直下方に伸びてい

る。腹椎骨の下縁中央に1対の小突起が下方に突出する。最初の血管棘と血道弓門は同一脊椎に起こる。前神経

穎突起と血管穎突起がよく発達して大きい。尾椎骨には鋭い1ateral　aPophysisがある。

　HA：39q）　H　S：3g　m　　C　V；117以上U）　VN；！55以上（D

　55．シ　イ　ラCoγy効σθ％h∫カカ％％3LINN言（pl・27）

　最初数個の神経棘は肥大し，基部は椎体の前後にわたって巾広い。腹椎の前部には側突起がなく，肋骨の付着

した凹所がある。前後の神経穎突起はよく発達し，特に前穎突起は大きく前上方犀突出する。この外，神経棘基

部には上方に向う棘状の突起がある。血管穎突起もよく発達して大きく，下方に突出する。最初の血管棘と血道

弓門は同一脊椎に起乙る。第1血管棘は側扁して後下方に伸長する。下尾軸骨は癒合して1枚の板状をなし，そ

の後縁中部に欠刻がある。上後頭骨の隆起は厚くて高く，その位置が著しく前方にかたよっている。

　HA：1412）　HS：14（21　CV：18（2｝　VN：3112）

　56．マルアジP66砂‘θ7％s解σ7％α4s∫（TEMM艮NcKetScHLEGEL）（pL27）

　椎体はやや延長形で，神経・血管両棘は強く直線的に突出する。前方の3神経棘はやや側扁する。側突起は第

4脊椎に始まるが短く，その後方に肋骨の付着した凹所がある。腹椎最後の2脊椎には丸味を帯びたH字状の血

道突起がある。第1血管棘の穎突起は板状でやや大きく，わづかに後下方に曲って血管棘はそれからほぼ直下に

伸長している。第2血管棘との間隔は広い。尾部棒状骨前方3脊椎の神経・血管両棘は伏して椎体と平行し，左

右に巾広く，前面に購醐成している・前神経轍起と，前血管穎突起はよく発達して大きく灘状紬って

前方に突出している。Haemal　braceは第1血管棘と同一脊椎で完成される・

　HA：9〔21　ES：11121　CV：14121　VN＝24121

於松原（1955）によればVNは32。　（p．531）

＊＊堀田（1961）によれぱVN166　（p・45）
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　57．オアカムロ1）602μθ7μs7％∬θ砺∫（R百PPELL）（P1，27）．

　脊梁の溝造はマルアジに似るが相違点は，　〔D第1神経椋はより側扁して巾広く，先瑞は角形をなす。　12）腹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－瀞
椎最後の2脊椎にやや丸形のH字伏血道突起のあることはマルアジと同じであるが，この血道突起にもHaema1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“レ欄駐
braceが完成されている。即ちHaemal　braceの完成されるのは第9脊椎。131簿第1血管棘の顧突起は後方に曲

って血管棘はそれから後下方に伸び，第2のものとの問隔は特に広いことはない。

　HA：9121　HS：11121　CV＝14（21　VN：24121

　53，ムロアジヱ）ヨ6勿陀7％s規％γoα4部（TEMMINcKetScHLEGEL）（pL29）

　脊梁の構造はオアカムロに類似するが相違点は，　〔11第！血管棘の頼突起の後方へ曲る度合と，血管棘の突出

角度はマルアジに似ている。〔2）Haemal　braceの完成されるのは第12～14脊椎である。（この漂本では第12脊椎

（3｝，13U｝，14（21）

　HA：8〔1），9し5）　HS：11〔61　CV：1416）　VN：2416）

　59．クサヤモロρ％2ρ渉97μs卿α070so溺σBLEEKER（pL29）

　脊梁の構造はオアカムロに似るが相違点は，田第1神経棘はより側扁して薄板状の骨質板でより広い。121第

1血管棘の頼突起は広い板状でよく発達してかなり後下方に曲り，血管棘はそれからほぼ直下に伸長する。第2

血管棘との間隔は広い。13）Haemal　braceの完成されるのは第12－！3脊椎である。（この標本では第12脊椎121，

1311），不明（1））

　HA：9141　HS：n（4）　CV：14（4）　VN＝24（4）

　60，マ　ア　ジT7σ醜％廻sブ砂o痂o％s（TEMMINcKetScHLEGEL）（P1，29）

　脊梁の構造はマルアジに似ているが（（1）第1神経棘は頑著に側扁せず，先端は棘状をなすこと，図第1血管

棘の穎突起はわづかに後方に曲って血管棘はほぼ直下に伸長し，第2のものとの間隔が広いこと），相違点は田

Haemal　braceの完成されるのは第16～17脊椎である。（この標本では第16脊椎14｝，17〔11）

　HA：813），912）　HS：1115）　CV：M15）　VN：2415〕

　61．カイワリ（）σ7σπ∫槻μ％zαTEMMINcKetSc肌EGEL（p1．29）

　神経・血管両棘は強固で長く，最初数個の神経棘は多少側扁する。側突起は第3脊椎から起り，その後部に肋

骨の付着した凹所がある。側突起は下方に長く突出し，第7脊椎で左右連絡してH字状の血道突起となり，第！1

脊椎で第1血管棘となる。尾柄部の神経・血管両棘は短く伏して椎体と平行する。前神経穎突起はよく発達して

前方に突出し，前後の血管穎突起はそれに比して小さい。上後頭骨隆起は薄く高い。

　HA：7（4）　　HS＝11（4）　　CV：14㈲　　VN＝24凶

　62。イトヒキアジ・43θo渉∫s‘∫1∫α3∫s（BLocH）（p1．31）

　尾柄部を除く神経・血管両棘は長大で強固である。第1・2神経棘は多少側扁し，第3－6神経棘の基部後方

には薄い骨質板がある。尾椎始めの4神経棘の中央前縁には逆三埆形の・j・さな骨質板がある。第2－5血管棘に

も中央に前方に向う三翁形の骨質板があり，神経棘のものよりも大きい。側突起は第4脊椎から下方に伸び，腹

椎最後の2脊椎では左右連結してH字状の血道突起となり，先端は2分し，癒合部後方に薄い板状骨質がある。

第1血管棘は太くて長く，その中央後縁は第2血管棘の骨質板と重なっている。尾柄部の神経・血管両棘は多少

側扁して短い。前神経穎突起は尾椎で発達し，前上方に大きく突出する。血道突起と血管棘の基部には孔がある。

　HA：9〔2｝　HS：11（21　CV：14〔2｝　VN：24（21

63．ブ リ　Sθ万o如αμ加g％ε7α4毎彪　TEMMINcK　et　ScHLEGEL（p1，3！）

　最初数個の神経棘はやや太く，第3神経棘までは後縁て薄い骨質板がある。腹椎後方の3脊椎の神経棘基部に

は上方に向う棘状の小突起がある。第3脊椎の椎体側面には肋骨の付着した凹所があり，側突起は第4脊椎から

起る。側突起の後部に肋骨の付着した凹所がある。腹椎最後の2脊椎にはほぼ三的状の血道突起がある。第1血

管棘は側扁して広く，先端は長くのびてつぎの血管棘に接近する。尾椎後方の神経・血管両棘は短く，伏して椎

体と平行する。穎突起はいづれもよく発達する。
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HA：10〔4｝　HS：12131，？（1）　　CV＝13（31，？11）　VN：24凶

64，カンパチSθ7∫o勉勿ゆ％躍30醐sTEMMINcKetSc肌EGEL（p1・31）

　脊梁の構造はブリに類似しているが相違点は，ID第3脊椎までの神経棘後縁にある骨質板はより狭い。121腹

椎最後の2脊椎にある血道突起はH字状である．（31第1血管棘の側扁し，後方に曲る度合はより少い、141HA，

HS，CVが異る。

　HA：9〔1）　HS：1．1｛n　　CV：14m　　VN：24（1）

65．アイブリSθγ∫o∫加σ∫撹θ7勉g4宛（TEMMINcKetSc肌EGEL）（pL31）

　椎体には特殊な紋様がある。第1神経棘はやや小さい。側突起は第3脊椎から起り，腹椎最後の4脊椎には三

角状の血道突起が前下方に突出し，後方のものは先端癒合部が板状に長く伸長する。第1血管棘は多少側扁して

後方に轡曲し，先端はつぎのものに接している。穎突起はいづれもよく発達し，前神経穎突起は鍵状に前方に曲

って上縁は鋸歯状をなし，血管頼突起は大きな阪状で下方に突出する。腹椎後方および尾椎前部の各唯体には，

神経棘の基部に上方へ突出する骨性突起がある。下尾軸骨は癒合して1枚の板状となり後縁に大きな欠刻がある。

上後頭骨の隆起は極めてよく発達するが薄い。

　HA＝8（11　HS：12〔1）　CV＝13〔1）　VN＝24〔1）

66，イケカツオCho7動θ彫％so7彪撹認お（TEMMINcKetSc肌EGEL）（pL33）

　尾柄部以外の神経・血管両棘は直線的で，腹椎の大部分の神経棘はやや側扁する。側突起は第4脊椎から起り，

腹椎最後の2脊椎にはH字状の血道突起がある。第1血管棘の穎突起は板状で大きく，下方に伸ぴる。前神経頼

突起はよく発達して上・下2つにわかれ，前上方および前方に突出する。前後の血管願突起もよく発達し，前頼

突起が大きく前下方に棘状に突出する．上後頭骨隆起は鋭ぐて高く，上縁が肥厚している。

　HA：glD　　HS；11（1）　CV：1611）　VN：2611）

　6了．ヒイラギLθ∫og％6h％s，η％oh副∫s（TEMMINcKetScHLEGEL）（p1．33）

　腹椎の神経棘はやや側扁し，尾椎前部の神経・血管両棘は直線的で椎体のほぼ中央から直上・直下に突出する。

第1脊椎は小さく，前下方にのぴる！対の棘状突起がある。側突起は第3脊椎に起り，側後方に突出し，最後の

2個の側突起の基部は椎体の前後にわたって広く，1小孔がある。腹椎最後の脊椎には巾広い板状骨質からなる

葉状に近いH字状の大きな血道突起があり，その基部にも1小孔がある。　第1～3血管棘基部にはHaemaI

braceが形成される。前神経穎突起と前血管頼突起が発達する。尾椎後方の椎体には小さな1ateral　apophysis

があり，第2！脊椎の神経・血管両棘は短く，先端が側扁する。上後頭骨隆起は鋭く高く，上縁が肥厚している。

　HA＝1015｝　HS：11（5）　CV；14151　VN、：24〔5）

　68，オキヒイラギ五9言09％σ疏％3γ初μ‘認％s（TEMM［NcKetSc肌EGEL）（p1、33）

　脊梁の構造はヒイラギによく類似するが相違点は，　〔D最初の血道弓門は第8脊椎に起凱腹椎最後σ）3脊椎

にH字状の血道突起がある。　121Haemal　braceが形成されるのは第2血管棘までである。

　HA：813｝　HS：11131　CV：！4131　VN：24131

　69，ギンカガミM6紹％αo擢副α（BLocHetSc甑EIDER）（p1．35）

　第1－4脊椎は小さく，その神経棘も細い。尾柄部を除くその他の神経・血管両棘は太くて直線的に各椎体の

、中来部から突出し，先端はいづれも丸味がある・第5脊椎の下縁には側下方に突出する1対の突起物がある・側

突起は第1脊椎から起り，腹椎最後の脊椎には三角状の血道突起があるが，細い紐状で弱い。第1血管棘は太く

七長い。神経・血管両頼突起が発達しており，関節を強固にしている。下尾舳骨は癒合して1枚の板状となり，

後縁に欠刻はない。上後頭骨の隆起は角形で前上方に突出して広く，前縁は分岐する・

　HA：10〔31　HS：1113｝　CV：14131　VN：24131

了0，イボダィP3臨o鎚おαπo獅σ1α（TEMMINcKetScuLEGEL）（pL35）

骨格は強く骨化していない。尾柄部を除き，神経・血管両棘は長く，最初数個の神経棘基部には前方に骨質板
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があって広く，特に第2・3・4神経棘に著しい。側突起は第4脊椎から起こり，腹椎最後の4～5脊椎には三

角状の血道突起があって次第にその長さを増す。第1血管棘は先端が細長い。神経穎突起はよく発達している。

上後頭骨隆起は薄く高い。

　HA：6（1），716｝　HS：1！17）　CV：！517）　VN：25171

　了1．マナガツオPα粥力πsσγ9θ窺召麗（EuPHRAsEN）（P1．35）

　骨格は強く骨化していない。尾柄部を除き，神経・血管両棘は椎体の中央からほぼ直上・直下に長く突出し，

先端はやや側扁する。側突起は第6脊椎から下方に突出し，腹椎最後の5－6脊椎には三角状の血道突起がある。

第1・2血管棘の穎突起はやや顕著で，第1血管棘は第2のものに比して大いに短い。神経・血管両穎突起はよ

く発達している。

　EA：8（4），9〔1）　HS：14151　CV：2115｝　VN：34〔5）

　72，イシダイ0ρ♂69％’h％s∫αs6∫認％s（TEMMINcKetScHLEGEL）（P1，37）

　骨格は強固で，神経・血管両棘は長い。側突起は第4脊椎からよく発達する。腹椎最後の4～5脊椎には，H

字状の血道突起がある。第！血管棘は第2血管棘の凹所と重り，第2血管棘よりも短い。前神経穎突起が発達し，

特に腹椎部のそれは大きく斜前上方に突出して前の神経棘に接する。神経棘の基部には小孔がある。上後頭骨隆

起は高く，上縁が肥厚する。

　HA：712），814）　HS　l1116｝　CV；1516｝　VN：2516）

　了3，イシガキダイ0μ69％σ疏％sカ％吻劾s（TEMMINcKetSc肌EGEL）（P1，37）

　脊梁の構造はイシダイに極めて類似し，両者の識別は困難である。

　HA；8U｝　HS：111D　　CV：15ω　　VN：25“｝

　74，ヒ　　メ　　　ジ　Uヵ6％勿s飽％sα3∫（TEMMINcK　et　ScHLEGEL）　（pL　37）

　第1脊椎は小さい。神経』血管両棘の長さはほぼ一定で部位による変化は少い。側突起は第1脊椎から起こり，

第8脊椎で最初の血道弓門を形成し，血道突起はH字状である。第2・3血道突起は次第に下方にのびるが先端

は2分している。尾椎の前穎突起はいずれもよく発達し，前神経頼突起は椎体と平行に前方へ，前血管穎突起は

斜前下方に棘状に長く突出する。上後頭骨隆起は薄い。

　HA：8〔5）　HS；1U5｝　CV：14〔51　VN：24（51

　75．ヨ　コ　ヒメ　ジ　U汐θ鰐％s3％勧π’σ伽s（TEMMINcK　et　ScHLEGEL）　（p1．37）

　脊梁の構造はヒメジに極めてよく類似するが相違点は，（n血道突起および第1血管棘基部はより巾広い。

　HA：8川　　HS：11（ll　CV：14ω　　VN：24（1）

　了6．ミナミヒメジUρθ％θκ3び弼σ彪s（FORSKスL）（P1．39）

　脊梁の構造はヒメジに極めてよく類似するが，相違点は，　〔D第1血管棘は左右に巾が広く前面に凹所を形成

している。

　HA：811）　HS：111D　　CV：14〔1）　VN＝24〔ll

　77、アカヒメジM％3‘o躍∫oh≠hツsα％7∫ノ勉隅規σ（FoRsKRL）（P1，39）

　脊梁の構造はヨコヒメジに極めてよく類似し，両者の識別は困難である。

　HA：8（2｝　HS：11121　CV：！4（2｝　VN：24（21

　78．オキナヒメジP3飾4％カ2％偬ssカ∫♂％7％s（BLEEKER）（pL39）

　脊梁の構造はヒメジに似るが，比較的骨格は強固で，神経・血管両棘も長い。血道突起はヒメジ・ヨコヒメジ

　アカヒメジに比して強固で大きく，、先端が左右に拡がり，下方に長く伸長する。上後頭骨隆起は三角状にやや

高く突出する。

　HA：8〔1）　IIS：11旧　　Cマ．：141D　　VN：24111
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　了9．ウミヒゴイPsθ％4％勿％μ30彦γ”oρZ6勿70π（TEMMINcKetScHLEGEL）（PL39）

　脊梁の構造はオキナヒメジに似るが，相違点は，　（1）血道突起はオキナヒメジに比して左右に巾が狭く，より

下方に伸長し，腹椎最後の血道突起は先端がわずかに2分し長く伸長する。　〔21上後頭骨の隆起はより高い。

耳A：8（2〕1HS：lll2｝CV：1412｝VN：24〔21

　80．ア　力　タ　チ㌧404η’hoo砂oJα冷7％s9，3s置27％∫（TEMMINcK　et　Sc肌EGEL）　（Pl，41）

　脊椎骨は62個で多く，脊梁の大部分は尾椎骨からな砂，尾椎後方の椎体は延長形である。神経・血管両棘は短

く細く，椎体の中央から突出する。側突起は第4脊椎から起り，側下方に大きく突出し，前・後縁に板状骨質が

あって前後のものと連なっている。第13脊椎で側突起から分岐して第1血道弓門および第1血管棘が形成され，

この状態は第10血管棘まで継続される。

　HA＝13131　耳S：13（31　CV＝50131　VN：62〔3｝

　81．シロアマダイβ7伽oh∫os彪9『％sα79雌」〆％3（CuvIERe亡VALENc【ENNEs）（PL41）

　第1脊椎は小さく，第2神経棘は直上に突出し先端がやや前方に曲っている。側突起は第3脊椎から側下方に

突出し，次第に長くなって先端は巾広い。第1血管棘は細く，可挽性で大いに後方へ轡曲する。第1血管棘の頼

突起は中部から先端部が急に後方へ曲る。前神経穎突起がよく発達し，椎体と平行に前方へ突出する。最初の血

管棘と血道突起は同一脊椎に起る。

　HA：11〔31　HS：11（31　CV：14（31　VN：24（31

　82，アカアマダイB耀％oh∫osオ99％5ゴ砂oπ∫o麗ゴ砂o窺o硲KHouTTuYN）（pL41）

　脊梁の構造はシロアマ，ダイに極めてよく類似するが，相違点は，　ql第1血管棘はシロアマダイに比して太く

て固く，僅かに後方へ轡曲する。第！血管棘の頼突起は後下方へ延長し，急に後方へ曲らない。

　HA：11〔2）　HS：11（21　CV：1412｝　VN：24〔21

　83．キアマダイβ7σ解h‘03哲69％sゴ妙膨56％sα％7α’％s（KIsH【NouYE）（PL41）

　脊梁の構造はアカアマダイに似て，両老の識別は困難である。

　HA：11〔31　HS：1113）　CV：1413）　VN：2413｝

　84．マトイシモチz4カ090π∫o扉hy3027∫ナ昭枷s（CuvIERetVALENcIENNEs）（PL41）

　最初数個の神経棘は太くて強固であるが，その他の神経棘・血管棘は細い・側突起は第6脊椎から起り・腹椎

最後の3脊椎にはH字状の血道突起があり，その先端は広く分岐する。第1血管棘は左右にやや巾広く，第1～’

第4血管棘はほぼ同長で他の血管棘よりも短い。前神経穎突起がやや発達する。

　11A：8141　HS：1114）　CV：！4〔4）　VN：2414）

　85．テンジクダイ・4ヵ080％Z∫紹諺％s（TEMMINcKetScHLEGEL）（pL43）

　脊梁の構造はマトイシモチに極めてよく類似し，識別が困難である。

　HA：8（8），911〕　HS：11191　CV：1419）　VN：241gl

　86．テッポウイシモチ　み加goη腕9郷∫s　JoRDAN　et　SNYDER（P1・43）

　脊梁の構造はマトイシモチに類似するが，相違点は，　U）血道弓門を形成して更に後下方に伸びる血道突起の

先端は細く尖って弱々しい。

　HA：811〕　HS：111D　　CV：141n　　VN：2411）

　8了．ネンブツダイ。砂ogo％s伽∫♂加6σ顔s　TEMMINcKetSc肌EGEL（P1・43）

　脊梁の構造は4トイシモチに類似するが，相違点は，　〔1）第1～4血管棘は次第に長くなるが，第5血管棘よ

りは短い。

＊堀田（1961）によればHA：15U），16〔1）H　S　15（111611｝VN：66以上121（P・53）
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HIA：815）　HS：1115｝　CVl14し5）　VN：24し51

　88．スミクイウオS”αg70Psゴ妙o勉‘％s（STEINDAcHNERetD6bERLEIN）（pL43）

　神経・血管両棘は一般に細くて短いが，腹椎前部の神経棘はやや太く，第2神経棘が最も太い。第2と第3神

経棘の間隔は広い。側突起は第7脊椎に起り，腹椎最後の3脊椎にはH字状の血道突起が形成される。第1血管

棘は左右に巾広く，急に後方に曲って先端は丸味を帯びている。第2血管棘は先端がやや尖るが，第1血管棘と

同様左右に巾広く，後方に曲り，先端は第3血管棘に接している。前神経穎突起はよく発達して前方に突出する。

大きな基底後頭骨害（BasiocciPital　fcssa）がある。

　HA：812｝　HS：11（2）　CV＝15121　VN：25121

89．チ　ビ　キE矧酌700」θssoh3θg爾（RIcHARDsoN）（pL45）

　神経・孟L管両棘は一般に短い。側突起は第4脊椎から起りその後部に肋骨の付着した凹所がある。腹椎最後の

3脊椎にはH字状の血道突起が形成される。第！血管棘は後方に曲り，その先端は第2血管棘に接近する。腹椎

部の前神経頼突起は大きく前上方に突出し，先端は分岐する。尾椎部の神経・血管両穎突起はいづれもよく発達

して，ほぼ直上・直下に突出している。

　HA：8〔2｝　HS：！1（21　CV：1412）　VN：2412）

　90．キントキダイ＊P7∫¢o伽漉％s”観07α昭”∫h％sCuvIER（pL45）

　神経・甑管両棘は太くて直線的に突出し，『眼初の6神経棘は短く，突出する角度とともにそれ以後のものと区

別される。側突起は第6脊椎から下方に突出し，腹椎最後の2－3脊椎にはH字状の血道突起を形成する。血道

突起および血管棘の基部は椎体の前後にわたって広く，基部に1小孔がある。尾椎第3脊椎以後の椎体には

1ateral　apophysisが発達する。前神経穎突起は発達して大きい。上後頭骨の隆起は薄くて低い。

　HAl7〔1），8〔21　HS＝10〔3）　CV：13131　VN＝2213｝

　91．チカメキントキ　P7宛oσがh％sわoo鎚　（ScHNEmR）　（pL45）

　尾柄部を除き，神経・血管両棘は長くて太い。側突起は第4脊椎から下方に突出し，後部に肋骨の付着した凹

所がある．腹椎最後の4脊椎にはH字状の血道突起があり，下方に長く0）びて，先端は2分している・尾椎後方

の神経・血管両棘は急に短くなり，尾部棒状骨前の2椎体では伏して椎体と平行に突串する，神経穎突起が発達

し，特に前神経頼突起は大きく，前上方に突出する。上後頭骨隆起はうすく高い。

　HA：7“｝　HS二11〔1）　CV＝14〔11　VN：2411）

　92．クルマダイPs餌4砂7宛oσ魏h鰐短ρh伽勉s（CuvIER）（PL45）

　第1脊椎は小さい。始め7個の神経棘は太くて強く，突出する角度とともに他のものと区別される。側突起は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い第6脊椎から起り，腹椎最後の3脊椎にはH字状の血道突起を形成する。前神経頼突起が発達し大きい。神経棘

の基部には1小孔がある。上後頭骨隆起はうすくて低い。

　HA：8（3｝　HS：lll3）　CV：1313）　VN：2313）

　93，ホタルジヤコ・40γoヵo那σ知ρo痂餌解　C怠NTHER（pL47）

　神経・血管両棘は一般に短く，最初数個の神経棘は太いがその他の神経・血管両棘は細い。第1・第2神経棘

は相接し，第3との間隔は広い，側突起は第6脊椎に起こり，腹椎最後の3脊椎にはH字状の血道突起がある。

第1血管棘は先端が後方に曲って第2血管棘に接近する。前神経頼突起は大きく，尾椎部の後血管願突起もやや

発達する。神経棘の基部には1小孔がある。

　HA：8（D　　HS：11Ul　CV＝15〔1）　VN＝25〔1）

94，ム ツSoo励70鎚西ooρ3（HouTTuYN）（pl．47）

神経・血管両棘は短く，腹椎前部の神経棘ぼやや太く，第1・第2神経棘は接近して第3神経棘との間隔は広

菅堀田（1961）によればHA：912），HS：11〔21，VN：23〔21（P，56）
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い。第4・第5脊椎の側面には肋骨の付着した凹所があり，側突起は第6脊椎から起る。一腹椎最後の3脊椎には

H字状の血道突起がある。第1・2血管棘は左右に巾広く後方に曲ってつぎゐ血管韓に接近する。神経穎突起は

よく発達して上方に突出するが，血管穎突起は発達しない。尾部棒状骨の上縁はやや太く，棒状をなす。

　HA：811｝　HS：1111）　CV：1611｝　VN：26111

　95．カワビシヤE∫3オ‘oμ67％3砂伽sTEMMINcKetScHLEGEL（p1，47）

　第1脊椎は小さい。神経・血管両棘は長くて強固である。第3・4脊椎の側面には肋骨の付着した凹所があり，

側突起は第5脊椎から起って大きく側下方に突出する。腹椎最後の4脊椎にはH字状の血道突起があり，先端は

広く分れるが次第に狭くなり，後下方に伸長する。腹椎後部と尾椎前部では前神経穎突起がよく発達して前上方

に伸長じ，前の神経棘に接している。上後頭骨の隆起は上方に高く突出して鋭く，上縁が肥厚している。

　HA：！l（D　　HS：15（n　　CV：11（n　　VN：25〔1）

96。ツボダィQ痂瑚％僻勉3ゴ砂oη∫餌s（STEINDAcHNERetDδDERLEIN）（pL47）

　最初数個の神経棘はやや太い。第2脊椎の下面には直下方に伸

びる大きな骨性突起がある。（Fig、9）側突起は第5脊椎から発達

して大きく，腹椎最後の4脊椎にはH字状の血道突起があり，先

媚は広く左有に分れるが後方のものほど狭くなり後下方に伸長す

る。第1血管棘は先端部が急にうすくなり後下方に曲って第2血

管棘に接近している。前神経穎突起は前上方に大きく突出する。

神経棘の基部には小孔がある。上後頭骨隆起は高く，上縁が肥厚

する。

　HA：8（11　HS：12（1）　CV：！4111　　VN：25ω

冬　集

　9了．アカムツP∂4θ7∫θ伽宛6酵ツ00∫4θS（1｛ILGENDORF）

　　　　　　　　　　（P1。49）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．目，

　最初数個の神経棘はやや太く強固で，第1・2神経棘は相接　Fi9・9・Lateral　view　of　the　Hrst4vert－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ebraeofQ％殉昭吻sゴ砂o勉o麗sし，第4神経棘が最も長い。側突起は第6脊椎から起り，腹椎最　　　　　（STEINDACHNER　et　D6DERLEIN），

後の2脊椎にはH字状の血道突起がある。第1・2血管棘は左右　　　　showing　the　large　skeleton　pro．
に巾広く，先端は後方に轡曲して次の血管棘に接近する。前神経　　　　　jects　downwa「d　f「om2nd　ve「teb「a・

頼突起がやや発達し，特に腹椎部において大きい。大きな基底後頭骨窩がある。上後頭骨隆起は蔭ぼ直角で，上縁

がやや肥厚する。

　HA：912｝　HS：11〔2）　CV＝15121　VN＝25〔2〕

98，オオメハタM認α観o履hツsg7∫39％3STEINDAcHNERetD6DERLEIN（PL49）

　始め数値の神経棘はやや太く，第1・2神経棘は相接する。側突起は第6－7脊椎に起こり，腹椎最後の3脊

椎にはH字状の血道突起があり，下方に長くのびて先端は広く分岐している。第1血管棘は第2のものより短く，

後下方に伸長する。腹椎部では前神経穎突起が大きく，尾椎部では前後の神経穎突起と，後血管穎突起が大きく，

直上，直下に突出している。上後頭骨隆起は，ほぼ三角形で薄い。

　HA：814｝　HS：11団　　CV＝15（41　VN：25（4）

99，スズキ五σ’θo勧扉σκゴ砂o勉偲3（CuvIER）（pL49）

　料経・血管両棘は一般に短いが，腹椎前半の神経棘は太くて強固である。腹椎前部に側突起はなく，椎体側面

に肋骨の付着した凹所がある。側突起は第9脊椎から起こり側下方に長く突出する。腹椎最後の2脊椎にはH字

状の血道突起があるが，後方の血道突起は左右の癒合部が後方に伸長して棘状をなし，先端は第1血管棘の前面

凹所に入っている。前神経穎突起が発達する。上耳骨（Epiotic　bone）が発達し，上後頭骨の後方，第1脊椎の

後端まで伸びている。

　HA＝16｛41　HS：18141　CV：18〔1），19131．VN：3511），36131
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　100．ノミノクチEρ勉9助θ伽sメ砂∫o（THuNB醸G）（P1．40）

　始めの7個の神経棘は太くて長さも変化して他の神経棘と区別される。第112神経棘は相接して，第2のも1

のが長く，先端は前上方に曲っている。，側突起は第5脊椎から起こtり，瞑椎最後の3脊椎にはE字病の血道突起

があるが，最後のものは太くて強固である。第1・2血管棘はやや太くて短い。前神経籟突起が発達して特に腹

椎部で大きく，尾椎前半では後血管穎突起が大きい。上後頭骨隆起は低く円形・

　RA：8121　HS＝11121　CV：1412）　VN；2412）

101．ア　オ　ハ　タ　Eρ∫π9カh2」％sσ切oσ7α（TEMMINcK　et　ScHLEGEL）　（P1・49）

　始めの数神経棘は太く，第1・2神経棘は相接している。側突起は第5脊椎に起乙り，腹椎最後の3，脊椎には

H字状の血道突起がある。第1血管棘は短く，前後に太くて前面に深い凹溝がある。第2血管棘の先端は後方に

曲る。上後頭骨の隆起はやや低い。

　HA：81D　　HS：11臼）・　CV：14111　VN：24〔1〕

102．カケハシハタ＊E力吻9ρh6彪3隅o”加σ（CuvIERetVALENcIENNEs）（pL51）

　最初数個の神経棘は太く，第1・2神経棘は先端まで相接し，第2神経棘は先端が前方に曲る。第4神経棘は

長い。側突起は第5脊椎から始り，腹椎最後の3脊椎にはR字状の血道突起があり，最後の血道突起は下方に大

きく伸長する。第1・2血管棘は左右に巾広く，前面に凹溝をなし，第3のものより短い。前神経穎突起が発達

し，特に腹椎部で大きい。

　HA＝8〔1）　H＄＝11｛D　　CV：？〔1〕　VN＝？（D

103．オオスジハタEカ∫％勿hθ伽s♂σあ∫α30∫σ臨s（TEMMINcKetScHLEGEL）（P1・51）

　最初数個の神経棘は太く，第1神経棘は先端まで第2神経棘と相接し，第2神経棘の先端は前方に轡曲する。

第4神経棘は長い。側突起は第5脊椎から起こり，腹椎最後の3脊椎にはH字状の血道突起がある。第1血管棘

はやや左右に巾広く，第2のものよりも短い。前神経穎突起が発達し，特に腹椎部で大きい。神経棘の基部には

小孔カミある。

　HA：8（D　　HS：1！〔11　CV：14ω　　VN：241n

104。マ　ハ　タE力伽3ρ加勧s3θがθηげσso彦α顔s（THuNBERG）（pL51）

　脊梁構造の侍徴はオオスジハタによく類似するが，相違点は，　田第1血管棘は前面に凹溝を形成して皇右に

著しく巾カヌ広い。

　HA：8（3）　HS＝11〔3）　CV＝1413｝　VN：24131

105．ア ラN∫ρhoπ3加πos％3CuvIERetVALNcIENNEs（p1，51）

　腹椎前半の神経棘は太い。第3－6脊椎の椎体側面には大きな凹所があり，側突起は第7脊椎から起り，側下

方に長く突出する。腹椎最後の3脊椎にはH字状の血道突起がある。第1血管棘は左右に巾広く，前面に凹溝を

形成して短く，先端は第2のものに接近する。前神経頼突起が発達し，特に腹椎部で大きい。神経棘の基部には

1～2個の小孔がある。上後頭骨の隆起は上縁が肥厚してよく発達するが，頭骨背面とほぼ同じ高さである。

　HA＝！0〔D　　HS：13〔11　CV＝18〔1）　VN：30〔1〕

106．ヒメコダイCh6∫湿o餌γoα・擁γ㈱4初α09α（CuvIERレetVALENciENNEs）（P1，53）

　最初数個の神経棘は太く，第！・2神経棘は短くて先端はほぼ直上にのびている。側突起は第4脊椎から起り，

腹椎最後の4脊椎にはH字状の血道突起があり，後方のものは長く下方にのびるが，先端は広く左右に分岐する。

前神経穎突起が発達し，尾椎前部では後血管頼突起が大きい。　　　　　　　　　　　　』　　　ん　　　’・

　HA：7（61　HS：11（61　CV；14（61　VN：24（61

・尾椎後半破損
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　107．カスミサクラダイ　Sσyo％α■αsσお％％佛JoRDAN　etSEALE　（P1，53）

　神経・血管両棘は一般Kやや長く，前方5～6神経棘はやや太くて後者ほど長い。側突起は第6脊椎から起り，

腹椎最後の3脊椎にはH’状に近いH字状の血道突起がある．第1～第3血管棘は多少側扁し，後者ほど長い。

第1血道突起から第2血管棘までの基部には小孔がある。尾椎前方の前神経穎突起と後血管穎突起がやや大きい。

　EA：814｝　HS：11141　CV：1614）　VN：2614）

　108．ヒメハナダイTo3礁σ％卿σ∫SMITHetpoPE（P1．53）

　第1～5神経棘はやや太い。側突起は第3脊椎から起り，側方に突出して先端は丸く巾広い。後方の側突起の

後縁には薄板状の骨質板があって，その基部には1小孔がある。腹椎最後の2脊椎にはE字状の血道突起がある。

第1血管棘には大きな薄板棘状の穎突起があり，血管棘は短く小さい。第2血管棘も左右にやや巾広く，前面に

凹所がある。前神経穎突起と尾椎前部の後血管穎突起が発達する。上後頭骨隆起は薄くて円形。1

　HA：913｝，10｛ll　HS＝11141　CV：16131，？〔1）　VN：26131，？（i｝

109．ベンテンハナダイ　M螂∫θZ∫o扉勿s　g7σoJZ∫s（FRANz）　（P1．53）

脊梁の構造はヒメハナダイに極めてよく類似し，両者の識別は困難である。

HA：9（3｝　HS：11｛31　CVゴ16（3）　VN：2613｝

　110．・・アズマハナダイ　ZσZσ魏h∫σsσ御翅伽％s（JoRDAN　et　RIcHARDsoN）　（P1，53）

　最初数個の神経棘はやや太い。側築起は第5脊椎から起り，腹椎最後の2－3脊椎にはH’状に近いE字状の
　　ハと
血道突起があり，最後のものは長く下方に伸長する。第！血管棘は側扁して短い。側突起・血道突起および最初

数個の血管棘の基部は椎体の前後にわたって広く，1小孔がある。前神経頼突起と，後血管穎突起が大きい・

　HA＝811），9（D　　HS：11121　CV：16121　VN；26121

　111．シキシマハナダイ　P群oσ撹碗σsゴ砂o吻億3（FRANz）　（P1・55）

　脊梁の構造はアズイハナダイによく類似するが相違点は，　ln上後頭骨隆起は頭骨背面を越えて上後方に伸長

する。

　HA：8〔1〕　HS；11（ll　CV＝16111　VN：26U｝

　112，キングチPs2％40so言磁％σ耀noh％γ∫昭（JoRDANetTHoMPsoN）（P1・55）

　神経・血管両棘は一般に細くて強い。最初6－7

状の血道突起がある・第’。2雌棘は倶1扁して短＼㌔懲

㌔A，7｛1｝HS、M｛1〕CV、、6〔1〕，騨饗蝦＿　　一

　VN：29（D
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fエg．10．Lateral　view　of　the　且rst5vertebrae　of
　“3，二　　　　　べ＊Nル昭卿πs嘘解∫∫　　　　　　　ps飾40sol磁％解碑oh％7∫昭（JoRDAN　et　THoMpsoN），

　　　　　　　（J。RDANetSNYDER）（P1・55）　　sh・wingtheplatespr・ject“・wnwardfr・m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2nd－4th　vertebrae．
　椎体はやや延長形である。神経・血管両棘は細い

が強い。最初5～6個の神経棘は太く，第1・2神経棘は相接して，先端は前上方へ轡曲する。第2～4脊椎の

樵体下縁には下方に向う1対の小さな突起がある。側突起は第7脊椎から起り，腹推最後の4脊椎にはH字状の

血道突起がある。第1血管淋は椎体とほぽ平行に後方に曲り，第2のものに接近している。前神経穎突起と前血

＊堀田（1961）によればEA：7（D　HS：1111）VN＝25111（PP・61～62）
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管穎突起がよく発達している。細い棘状に上耳骨が延長し，第1脊椎の前部に達している。

　HA：91n　　HS：13〔11　CV：13111　VN：・25111

　114．コ　イ　チN∫δθσα！房40耀（RlcHARDsoN）（P1、55）

　神経・血管両棘は細くて強く，最初の4～5個の神経棘は太い。第1　21神経棘は相接して先端は前上方にや

や轡曲する。第2～5脊椎の椎体下縁には下方に向う

1対の板状突起があるが，キングチのように先端が側

外方に曲ることはない。（Fig．11）側突起は第5脊椎

から起り，腹椎最後の4脊椎にはH字状の血道突起が

ある。第1・2血管棘は多少側扁して短く，後方に突

出する。第！一・9血管棘においては大きな血道弓門の

下部に第2あるいは第3の小血道弓門を有するものも

あるが，弓門の数とその有無は一定していない。前神

経穎突起と血管穎突起がよく発達する。上後頭骨隆起

の上縁は肥厚し，

　HA：7〔41

　VN；25（4｝

後縁はS字状をなす。

HS：1114｝　CV：！5（41

115，イシモチ／179謬oso蜘粥σγ9θ％∫σ∫％s

　　　　　　　　　（HouTTuYN）　（p1．55）

　　　　ヤ　残　’！

　　　＿藤　　　　s・ほ

Fiα　1！．Lateral　view　of　the　first5vertebrae　of

　　　N必gαα砺ヲ07σ（RlcHARDsQN），showing　the

　　　plates　project　downward　rom2nd－5th
　　　vertebrae．

　脊梁の構造はコイチによく類似するが相違点は，　川第2～5脊椎下面の板状突起のうち，第2・3脊椎のも

のはその先端が外側に曲る傾向がある。　121第1－9血管棘の大きな血道弓門下部にある小孔は，多くの小孔か

らなる。　偶上後頭骨隆起の上縁は肥厚しない。

　HA：711a　　HS：11〔la　　CV：15〔1罰　　VNl2511動

　116，クログチ、47gy70so翅％3％∫加（JoRDANetTHbMPsoN）（PL57）

　脊梁の構造はイシモチによく類似するが，相違点は，　〔D第2－5脊椎下面の板状突起はその先端が側外方へ

曲らない。

　HA＝714）　HS：！l（41　CV：15（4）　VN：25（4）

　117．キ　　、スS〃‘σgo5∫h佛α（FoRsKλL）（pL57）

　神経・血管両棘は細くて短い。側突起は第3脊椎から起って側方に突出し，椎体の前後にわたって巾広く・隣

接する側突起と相接して腹腔上に屋根を形成する。第15脊椎で左右連結され，この連結部が以後次第に後下方に

伸長し．先端が椎体と平行に後方に轡曲し，先端は分岐するが，第ね脊椎で先端まで完全に癒含して第1血管棘

となる。この間の推移はキスに特有で，他の魚類にはみられない。前神経頼突起が発達し，神，経棘の基部には小

孔がある。上後頭骨隆起は高くなく，後方に伸長する。

　HA：15〔9）　HS＝23（1｝，24181　CV＝1218），13（11　VN：3519）

　118．チ　ダ　イE砂脇∫s勉♪o％∫昭TANAKA（P1．57）

　神経・血管両棘は長くて強固。第1脊椎は小さい。第2～5脊椎の椎体下縁には下方に向う1対の板状突起が

ある。側突起は第4脊椎から起り，腹椎最後の4脊椎にはH字状の血道突起が形成され，後のものほど後下方に

長く伸長する。第1血管棘は短く，側扁している。上後頭骨の隆起は高いが，若年魚では薄く老成すると全面的

に肥厚する。

　HA：7〔3）　HS：11〔3）　　CV：1413）　VN：24131

　119．ヘ　ダ　イR肱醒os砿9μs躍7加（FoRsKλL）（P1．57）

　脊梁の構造はチダイに類似するが，相違点は，　〔1）第2－5脊椎下縁の板状突起は小さい。〔21第1　2血管棘

は大きく側扁してほぼ同長。131側突起は第3脊椎から顕著である。
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HA；711｝，8（n　　HS：11｛2）　CV：14121　VN：24（21

　120，クロダイM卿o脚0700砂hαZ％s（BAsILEwsKY）（P1，59）

　神経・血管両棘は強固で，腹椎後半の神経棘には後方にのびる薄板状の突起がある。第2－4脊椎の下縁には

下方に向う1対の板状突起があり，第2脊椎の後端下縁には後下方にのびる1対の小突起がある。側突起は第3

脊椎から顕著で強大。腹椎最後の3個の脊椎にはE字状の血道突起がある。第1・2血管棘は側扁し，前面に凹・

所を形成する。前神経穎突起が発達し前上方に突出する。神経棘の基部には小孔がある。上後頭骨の隆起は三角

状で高く，前半部がやや厚い。

　HA：813）、　HS：11131　CV：1413）　VN：2413｝

121．マダイC伽y30ρh矧3窺のoγTEMMINcKetScIILEGEL（pL59）

　神経・血管両棘は長くて強固。第2～5脊椎の下面には下方に向う1対の板状突起がある。側突起は第3脊椎

から顕著で強大である。腹椎最後の3個の脊椎にはH字状の血道突起があり，後方のものほど後下方に伸長して，

先端の分岐は狭い。第1・2血管棘は側扁するが，第1血管棘が特に著しい。前後の神経穎突起が発達し，特に

前神経穎突起は大きく，前一ヒ方に突出する。上後頭骨の隆起は高く，若年魚では薄いが老成魚では肥厚する。

　HA：7U），819）　HS：1！〔lm　　CV：141i①　　VN：241⑥

　122．ニセクロホシフエダイ　五％彦佃η％s∫％」毎刀伽脚（FoRsKλL）（pL59）

　腹椎部の神経棘は，尾椎前部のそれよりも短く，第1・2神経棘は先端まで相接して前方にやや轡曲する。最

初数個の神経棘は太い。側突起は第5脊椎から始り，腹椎最後の2～3脊椎にはH字状の血道突起がある。前神

経頼突起がやや発達する。上後頭骨の隆起は大きく，周縁は薄い。

　HA：8121　HS：10｛D，！1U）　CVll4121　VN：2311），241D

　123．ウメイロPσ7σoα9s∫o∬σ％飾％7μ3（BLEEKER）（PL59）

　最初3～4個の神経棘は太くてやや短い。側突起は第4脊椎から起こり，腹惟最後の3脊椎にはH字状の血道

突起がある。第1血管棘の下部は左右に巾広く，前面に凹所をなす。頼突起はいづれもよく発達する。上後頭骨

隆起は大きく，周縁は薄い。

　HA：8121　HS：1112｝、CV：14121　VN：2412｝

　124，イトヨリダイ〈「9漉μ9翅5”かg〆％s（HouTTuYN）（PL59）

　第1脊椎は小さく，第！・2神経棘はやや短い。側突起は第2脊椎からよく発達し，側突起後縁と椎体間には

膜状の骨質突起がある。第1血管棘の穎突起はやや大きく，血管棘は左右に巾広く，前酉に凹所を形成していて，

第2のものよりも短い。前神経穎突起は前方に突出して大きい。上後頭骨隆起は三角状で薄く，あまり高くない。

　HA：8｛1），9〔1）　HS：1！121　CV：14121　VN二24〔21

125ソコイトヨリjvθ隅∫ρ∫召7％sみσ孟h少わμsSNYDER　（pL6！）

脊梁の構造はイトヨリダイに極めてよく類似して，両老の識別は困難である。

HA＝811〕　HS：11（D　　CV＝14m　　VN：24〔1｝

　126，キ　ダ　イTα∫％s伽粥∫∫■oη3（TEMMINcKetScHLEGEL）（P1・61）

　神経・血管両棘は長くて強固である。第1脊椎は小さく，第1・2神経棘は短い。第2～4脊椎の椎体下面に

は，下方に向う1対の板状突起があり，第2脊椎のものが最大である。側突起は第14脊椎から下方に突出し，腹

椎最後の脊椎にはH字状の血道突起があり，後方のものほど後下方に長く伸長する。第1血管棘は側扁して前後

に巾広く，第2のものより短い。前神経穎突起は前上方に突出して大きい。上後頭骨隆起は三角形で高く，上縁

は肥厚している。

　HA：7“）　HS：111D　　CV：14〔1）　VN＝24田

12了，シマセトダイπσ加めg臨鐸ゐ∫s配ηo％yθ乞SMITHetPopE（p1．61）

第1・2神経棘は相接して上方に突出する。側突起は第5脊椎から起こり，腹椎最後の3脊椎にはH字状の血
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道突起がある。第1・2血管棘は左右に巾広く，先端が後方に轡曲してつぎのものに接している。前神経穎突起

がよく発達する。上後頭骨隆起は三角形で高く，上縁がやや肥厚する。

　1｛A：813）　HS：11131　CV：14（31　VN：24i3）

　128．ヒ　ゲ　ダーイ　E砂認08伽ys勉9γゆ∫％is（TEMMINcKetScHLEGEL）（P1、61）

　神経・血管両棘は強大セ，一第1・2神経棘はほぼ上方に突出する。腹椎の大部分の神経棘は太く強固である。

第3・4脊椎の椎体側面には，肋骨の付着した大きな凹所がある。第5・6脊椎では，側突起が側方に突出し，

先端には肋骨の付着した凹所がある。腹椎最後の3脊椎にはH字状の強大な血道突起がある。第1・2血管棘は

やや側扁し，前者は短い。前神経頼突起が発達して大きい。上後頭骨の隆起は三角形で高く，前縁が広くやや肥

厚する。

　HA；8（n　　HS：11．ID　　CV：14〔1）　VN：2411）

　129．ヒゲソ『リヒゲダイ　πα加♂09齪鐸而∫伽s　RIcHARDsoN　（P1，63）

　脊梁の構造はヒゲダイに類似するが相違点は，　（D腹椎最後の4脊椎にH字状の血道突起がある。　121第1血

管棘は長く，第2血管棘と共に大きく側扁することはない。〔3｝H　S，C　Vが異なる。

　HA：812）　HS　ll2〔21　CV：13〔2｝　VN：24121

130．セトダイπ砂αZo99”鐸粥％670％認μs（EYDouxetSouLEYET）（P1，63）一

　第1・2神経棘は上方あるいは前上方にのぴて相接する。腹椎骨の神経棘は太い。側突起は第6脊椎に起こる。

腹椎最後の2～3脊椎にはH字状の血道突起が形成される。第1血管棘は側扁する。前神経穎突起がよく発達す

る。上後頭骨隆起は三角形で高く，前縁が広くやや肥厚する。

　HA：816），9〔1〕　HS：11171　CV：1417）　VN：2417）

　131．イ　サ　キPα7砂7∫s孟∫ρo翅σ’7π魏6σ勧粥（丁前NBERG）（pl，63）

　腹権部の神経棘はやや側扁して太い。第2－7脊椎の下面には下方に向う1対の板状突起がある。側突起は第

3脊椎から生じ，よく発達している。腹椎最後の2～3脊椎には血道突起があるが，前方の1－2個は，左右の

側突起を紐状の骨質で連絡するH字状のもの1最後の血道突起ではH字状のものから更に後方に癒合部が伸びて

棘状となり，第1血管棘の凹所に入っている。第1血管棘も多少この形状を留めている。前神経穎突起と血管穎

突起が発達し，腹椎および尾椎前部の神経棘基部には小孔がある。上後頭骨の隆起はよく発達し，三角形で薄い。

　HA：8〔1），918）　HS：12（91　　CV；16191　VN；2719）

　132．コシヨウダイPZ60渉07勿π飾μso加o彪s（TEMMINcKetScliLEGEL）（P1．63）

　神経・血管両棘は長くて強固。腹椎部および尾椎始めの数神経棘は太い。側突起は第3脊椎から起こり，側突

起の後部には肋骨の付着した凹所がある。腹椎最後の3脊椎にはH字状の血道突起が形成される。腹椎後部と尾

椎前部の前神経穎突起は特によく発達して大きい。上後頭骨隆起は三角形で高く，若年魚では薄いが，老成する

と前半が肥厚する。

　HA：9凶　　HS＝12凶　　CV：1614ド　VN：27141

　133．コロダイP♂90め7hツ解h％sガ4％s（THuNBERG）（pL65）

　脊梁σ）構造はコショ』ウダイによく似るが，腹椎部の神経棘はより細く，尾椎前部の神経棘は普通である。第1

血管棘の先端は（完全に癒合せず）3本の棘状を呈している。第2・3血管棘の先端部も側扁しない。上後頭骨

の隆起は薄い。

　HA：9（n　　HS：12〔11　CV：16“｝　VN：27ω

134，タマガシラSooJo加∫s∫％7卿∫s（TEMMINcKetScHLEG肌）（pL65）

　第1・2神経棘はやや短く，ほぼ直上に突出する。側突起は第2脊椎から起り，よく発達して大きい。腹椎最

後の3脊椎にはH字状の血道突起がある。第1血管棘は前後に巾広く，前面中央に凹所をなし，第2σ）ものより

短い。前神経穎突起がよく発達している。上後頭骨隆起はやや高くて薄い。
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　H、A：8121　　H　S：11（21　　C　V：14121　、vN；2412）

　135．シマイサキTh27砂伽o％y7hy％oh2’3歴EMMINcKetSc画EGEL（P1．65）

　神経・血管両棘は強固である。腹椎部の神経棘はやや側扁する。側突起は第3脊椎から起り，先端部に肋骨の

付着した凹所がある。第4・5脊椎の下面には1側突起の先端と椎体下面を結ぶ1対の扇状突起がある。腹椎最

後の呂～3脊椎にはH字状の血道突起があるが，左右の突起は広い板状をなしでいる。第1血管棘は左右に巾広

く，中央に凹溝を形成している。後上頭骨の隆起は後上方に高くのぴ，上縁が肥厚している。前神経頼突起と，

血管穎突起がよく発達している。

　HA：8（21，9（D　　HS：11（21，12（D　　CV：14田，15捌　　VN：25（3｝

　136，夕力ノハダイ＊σo漉∫3’砺sβo％彪s（CuvIER　etVALENcIENNEs）　（PL65）．

　神経・血管両棘は強固である。側突起は第3脊椎から起ってよく発達し，前方の側突起先端には肋骨の付着し

た凹所がある。後方の側突起は側下方に長く伸長し，先端は広い。腹椎最後の5脊椎にはE字状の血道突起があ

る・第！血管棘は左右に巾広く・第2血管棘とともに後方に轡曲して先端はつぎの血管棘に接舜している・腹椎

およぴ尾椎前部の前神経穎突起は板状で上方に突出する。第5以後の血管棘にはHaema1，屡貧c¢が形成される。

上後頭骨の隆起は短い棘状で先端は2分する。

　HA：10121　HS：15〔21　CV＝2112）　VN：35〔2）

　13了．ユウダチタカノハ＊σo漉s‘勉s卿誕γ歪co7盟∫s（G廿NTHER）　（PL67）

　脊梁の構造はタカノハダイに極めてよく類似するが，相違点は，　〔11尾椎骨数が1つ少く，脊椎骨数は34であ

る。　（2）後方の血道突起は左右の癒合部分がより下方に伸長する。

　HA：10〔1）　HS：15（1）　CV：20（D　　VN：3411）

　138．ミギマキ＊σo痂観ぎ％s舵67σ（D6DERLEIN）（pL67）

　脊梁の構造は，脊椎骨数が異る点を除けば，ユウダチタカノハに極めてよく類似する。・

　HA：10（1｝，11m　　HS：15｛2）　CV：21（2）、VN：35121

　139，クラカケギス1Vθo舞γo‘s3∬∫硲o宛渉α（TEMMINcKetScHLEGEL）（pL67）

　神経・血管両棘は一般に短く細い。側突起は第1脊椎から起り，腹椎最後の2～3脊椎にはE字状の血道突起

がある。第1血管棘の類突起はかなり大きく，血管棘は左右に巾が広くて前面中央に凹所をなしている。前神経

頼突起がやや発達する。上後頭骨隆起は薄く小さい。

　HA：8（1｝，917）　HS：1118〕　　CV＝22181　VN＝32〔8）

　140．オキトラギスN彦oρ2γ6∫s卿％漉∫αs6彪’α（D6DERLEIN）（pL67）

　脊梁の構造はクラカケギスに類似するが，相違点は，　（D第1血道弓門は第10脊椎に起る。　圖第1血管棘は

クラカケギスの場合よりも左右に巾広く，先端が丸味を帯びる。131上後頭骨隆起はより低く，小さい5

　HA：10121　HS：1！121　CV；22（2）　VN：32121

　141．ユウダチトラギス　1V60ρ67‘∫34606彿メ¢30∫¢躍FRANZ　（PL69）

　脊梁の構造はクラカケギスに極めてよく類似するが，上後頭骨隆起はオキトラギスに似る。

　HA：9〔2）　HS：11〔2｝　CV：22（2｝　VN：3212）

　142．アイトラギス8召〃z房o加昭％4吻46％14STEINDAcHNER（P1．69）

　椎体は延長形である。神経・血管両棘は短く部位による変化が少ない。最初数個の神経棘はやや太く，特に第

3袖経棘は太くて長い。明瞭な側突起は第5脊椎から起り，腹椎最後の3脊椎には三角状の血道突起がある。

＊堀田（1961）によればHA：g“），HS：13（1｝，VN；33〔1）（PP．69－70）

松原（1955）によればタカノハダイ科（この調査ではタカノハダイ，ユウダチタカノハ，

はVN26。　（p，589）

ミギマキが入る）
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腹椎後部の前神経穎突起は太く前上方に突出する。上後頭骨の隆起ぱ薄く後方にのぴ頭骨背面上には出ない。、

　HA：8田　　HS：11（ll　CV＝18（U　　VN：28ω

　143、ワ　ニ　ギ　ス　Chσ郷ρ3040％s％ツ46擁　FRANz　（pL　69）

　第！神経棘は短く，第3紳経棘は側扁して板状をなして長い。尾部棒状骨前の2脊椎の神経・血管両棘は，椎

体め前後にわたる巾広い板状突起となって隣接するものと相接している。側突起は第3脊椎から起り，側方に突

出する。最初の血管棘と血道弓門は同一脊椎に起る。第1血管棘には大きな血道弓門があり，先端がわずかに棘

状を呈する。頼突起はいずれもあまり発達しない。上後頭骨隆起は薄くて低く，頭骨背面上には出ない。

　HA：13121　HS：13（21　CV：19〔2｝　VN：31（2｝

　144，ミシマオコゼU7σηoseo勿sブσPo％∫伽sHouTTuYN（pL69）

　第1脊椎骨は大きく，頭骨に強く関節する。腹椎大部分の神経棘はやや太く，第1神経棘は頭骨に接している。

側突起は第5脊椎から起り，あまり大きくない。腹椎最後の脊椎には，先端部が後方に曲った三角状の血道突起

があり，その先端は棘状にのびて先端は第1血管棘ゐ頼突起部に入っている。第1血管棘の穎突起は板状で大き

く，後方に曲っており，血管棘はそれから僕下方に突出してい凱始め数個の血管棘にこの傾向がみられる。前

神経穎突起と後血管穎突起がよく発達する。上後頭骨隆起は低く後方にのびて，後縁は第1神経棘に接してい

る。

　HA＝12（31　HS＝1313｝　CV；14131　VN：2613｝

　145．サツオミシマ∫o履h”soo加s♂6わθ罐（ScHNEIDER）（p1．69）

　脊梁の構造はミシマオコゼに似るが，相違点は，ln腹椎最後の2脊椎に三角状の血道突起がある。囲H　S，

CV，VNが異なる。

　HA：12121　HS：14121　CVl12121　VN：25（2｝

　146．アオミシマG照劾α8π％s40犯gσ勧3（TEMMINcKetScHLEGEL）（pL69）

　脊梁の構造はミシ4オコゼに似るが，相違点は，　Ul腹椎最後の2脊椎に三角状の血道突起がある。　（この点

はサツオミシ・マに似る）　12）HS，CVが異る。

　HA：12“）　HS　l1411）　CV：13Ul　VN：26（ll

　14了，ヨメゴチCαμ∫％γ∫o配勿sゴ妙o％∫o％5（HouTTuYN）（P1．71）

　椎体は延長形で，特に尾椎部で著しい。腹椎部の神経棘は板状で前後に巾広く，上方に突出するが，正中線で

左右に分りしている。第6－8脊椎の神経棘は左右に巾広く分岐していて長い。尾椎の神経・血管両棘は板状で，

各板は正中線で左右に2分されて分叉し，稚体に沿って後方にのび，前後の板状棘と相接しているので，縁辺に

共通凹溝が形成され，この中に血管間棘および神経間棘が入りこんでいる。第1脊椎はやや大きい。側突起は第

5脊椎から起る。最初の血管棘と血道弓門は同一脊椎に起る。尾部棒状骨直前の椎体は特に延長して長い。尾棘

は極めて大きい。各穎突起の先端は棘状で，各関節を強固にしている。上後頭骨隆起は極めて低く，その上縁は

肥厚し平たい。

　HA：911｝　HS：9（1）　CV：131n　　VN：21“｝

　148．ヤリヌメリCαJJ伽γ∫oh飾ツs40”∬％sJoRDANetFowLER（P1．7！）

　脊梁の構造はヨメゴチに類似するが，相違点は，　ID腹椎最後の側突起は板状で大きく，左右に分りする間隔

も特に大きい。　121尾部棒状骨直前の椎体はやや延長している程度である。

　HA：9川　　HS：91n　　CV：1311）　VN：21（D

　I49．ネズッポCσ砺伽y郷％s砺瓢彪sTEMMINcKetScHLEGEL（p1．71）

　脊梁の構造はヤリヌメリに極めてよく類似し，両老の識別は困難である。

　HA：9（21　HS：9121　CV：13121　VN：21｛21

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－28一



150．ハタタテヌメリ　CσJJ∫伽y解μsガσ9グ∫s　JoRDANetFowLER　（P1・τ1）

脊梁の構造はヤリヌメリに極めてよく類似し，両者の識別は困難である。

HA：gll｝　HS：9｛11　CV：13t1〕　VN：21し1、）

　1511．べニテグリS甥oh〃oρμsα観∂臨s（TEMMINcKetScHLEGEL）（P1・71）

　椎体はやや延長形である。腹椎前方の5個の神経棘は，棘状で先端が左右に分りし，その他の神経・血管両棘

は板状で先端は丸く，正中線で左右分岐するが，前後のものと相接することなく，上後方または下後方に突出す

る。第6－8脊椎の神経棘は左右に大きく分りする。尾部棒状骨直前の椎体は延長して大きく，その神経棘と血

管棘は椎体の前後にわたる巾広い板状となっている。側突起は第3脊椎から起り，腹椎最後の側突起は板状で大

きい．最初の血管棘と血道弓門は同一脊椎に起る。大さな尾棘がある。上後頭骨隆起はほとんど発達しない。

　HA：913）　HS：913）　CV：13（31　VN：21〔31

　1521タイワンイカナゴ　β郷加ZJoh地ッ3勉∫≠3％勧π2∫（JoRDANet　EvERMANN）　（PL73）

　神経・血管両棘は一般に短くて細く，部位による変化が少ない。第1脊椎は極めて小さい。側突起は第5脊椎
『
か
ら
起 って次第に長くなって側下方に突出し，その上面には肋骨の付着した凹所があり，その後部には骨性突起

がある。最初の血管棘と血道弓門は同一脊椎に起り，その弓門は大きく，血管棘は短い。上後頭骨隆起はほとん

ど発達しない。

　HA＝291D　　HS：29U）　CV；2511）　VN＝53〔1）

　153．イカナゴ！1粥翅oのオ65ρ8γso麗彪sGIRARD（pL73）

　腹椎骨は尾椎骨より多く，神経・血管両棘はいずれも短い。第1脊椎は小さく，その神経棘も極めて短い。第

4脊椎以後の腹椎骨には側方に突出する骨性突起がある。側突起は第30脊椎前後から下方に突出し，腹椎最後の

4～・6脊椎には三角状の血道突起があって，後方のものほど先端が多少伸長する。腹椎後方の3脊椎の神経・血

管両棘は側扁して板状をなしている。尾棘は小さい。

　HA：36田，3711）　HS：4！11），42111　CV：21〔21　VN；61田，62田

154．ギ　ン　ポE％伽毎s麗b協03郷．（TEMML那KetSc肌EGEL）（P1，73）

　脊梁の大部分は尾椎からなる。神経・血管両棘は一般に短く，部位による変化が少ない。第3脊椎骨には側突

起があり，最初の血管棘と血道弓門は同一脊椎に起る。上後頭骨隆起は全く発達していない。

　HA＝41n　　HS：411〕　CV：8311）　VN：86（1〕

155．ウミドジョウ串S∫泥解わo伽加γ尻s（TEMMINcKetScHLEGEL）（pl．73）

　腹椎よりも尾椎が長く，尾椎後方になるに従って椎体と神経・血管両棘は小さくなる。第1・2脊椎は小さい。

腹椎前部の神経棘は短くてやや太い。側突起は第7脊椎に起り，次のものから大きく側下方に突出する。最初の

血管棘と血道弓門は同一脊椎に起り，弓門は大きく，血管棘は短く，第2血管棘に接している。尾椎前半の各椎

体には小さな1ateral　apophysisがあるが，若年魚ではみられない。前神経穎突起は発達して大きい。上後頭骨

隆起は後方にのぴて薄い。

　HA：141n　　HS：141D　　CV：35以上11｝　VN：48以上（1）

156，ヨロイイタチウオ　Eoカ♂o加o彪砂σ7窺α彪（TEM剛NcK　etScHLEGEL）　（P1、73）

　脊梁の構造はウミドジョウに似るが，相違点は，　11）第1・2脊椎は普通である。

る。　13）第1神経棘は長く，第2よりやや短い程度である。

　HA：1413），1511｝　HS：1413｝，！511｝　CV：41〔D，42121・43m

捌側突起は第6脊椎に起

VN；5513），5611｝

15了．ア　シ　ロαo助毎伽彫αs∫07JoRDANetFowLER（P1，75）

脊梁の構造はヨロイイタチウオに極めてよく類似し，両者の識別は困難である。標本数が少なく，確実性はな

・尾椎後方破損
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いが，この場倉は脊裡骨数は1個少ない。

　HA：14ω　　HS：141D　　CV：41111　VN：54田

　158．スジハゼR屍初9θ玩％sカガ4％雁（BLEEKER）（pL75）

　神経・血管両棘は一般に細く短い。第1脊椎を除く腹椎全ての脊椎には側突起がある。最初の血管棘と血道弓

門は同一脊椎に形成され，弓門は大きく，その下端に短い血管棘が後下方に突出する。それに続く血管棘は次第

に長さを増し，弓門は小さくなる。上後頭骨の隆起はほとんど発達していない。

　HA：11〔21　HS＝11『〔2｝　CV：16111，？（D　　VN：26〔1），？｛ll

　159．イトヒキハゼCγyμoo6撹7％3万‘∫∫θ7（CuvIERetVALENcIENNEs）（pL75）

　神経・血管両棘は一般に細く短い。第1脊椎を除く腹椎全ての脊椎に側突起がある。最初の血管棘と血道弓門

は同一脊椎に起り，その血道弓門は大きく，血管棘は極めて短い。それに続く血管棘は次第に長さを増し，弓門

は小さくなる。腹椎の前神経穎突起は大きく前上方に突出し，尾椎の後血管穎突起もやや発達する。尾部棒状骨

直前の椎体の神経・血管両棘は側扁してやや板状となっている。上後頭骨の隆起はやや発達し，うすく，上方に

向っており，後端は棘状になって上方に突出している。

　HA：！1（3）　HS：，IU3｝　CV＝16（3｝　VN：2613｝

　160．マ　ハ　ゼ140σπ地ogoδ伽sガ卿加σ纏s（TEMMINcKetScHLEGEL）（P1．75）

　脊梁の構造はイトヒキハゼに似るが，相違点は，　（1｝腹椎最後の1～2脊椎にはH字状の血道突起がある。

個第1血管棘の弓門はイトヒキハゼよりも小さく，棘状突起も長い。131上後頭骨の隆起はよく発達し，棘状と

なって後上方に突出する。　〔41HA，H　S，C　V・VNが異る。

　HA：1215），13〔11　HS：1416）　CV：20141，21121　VN：3314｝，34i21

　161。ヒ　ゲ　ハ　ゼ　P礎σohσθ彪γ∫oh飾y3カo∫y解泌α（BLEEKER）　（PL75）

　脊梁の構造はスジハゼに似るが，相違点は，　〔n始め数個の側突起と，腹椎最後の側突起以外の側突起では，

前後に広い膜状の骨質板があって，腹腔上に屋根を形成する。捌上後頭骨隆起はよく発達し，後上端は棘状と

なって後上方に突出するが，その角度はイトヒキハゼとマハゼの中間型である。

　HA：1116）　HS：llt6）　CV：1616｝　VN：2616｝

　162．コモチジャコChσ9砺γ∫6駕hys301∫s’∫％s　JoRDANetSNYDER（P1．77）

　脊梁の構造はスジハゼに似るが，相違点は，〔11HA，HS，CV，VNが異り，

12｝上後頭骨隆起が発達し，うすく，後上方に突出するが先端は丸味を帯ぴている。

　HA：141D　　HS：！4“｝　CV：22｛1）　VN：35田

この点ではマハゼに似る。

163，・アカハゼChα6彪7‘o配h鐸h疏σ％郷αBLEEKER（pL77）

脊梁の構造はコモチジャコに極めてよく類似し，両者の識別は困難である。

HA：1416）　H・S ：1416）　CV：22161　VN；35161

　164、アカウオα2錫〆7”απ醜伽伽初70‘2力勉勘s（BLEEKER）（pL77）

　神経・血管両棘は一般に短く，部位による変化が少い。側突起は第2脊椎から始まり，大きい。最初の血管棘

と血道弓門は同一脊椎に起り，その弓門は大きく，棘状突起の長さは中庸で，穎突起はない。尾椎後方に至るま

で・血道弓門は大きい。第1神経棘を除く腹椎の神経棘には，その後縁基部に板状骨質があって椎体乏結んでい

る。

　HA：11〔D　　HS＝11（1｝　CV＝241D　　VN；341D

　165，ウミタナゴ1）∫≠泥魏σ’9彫7箆鋭6h∫BLEEKER（p1．77）

神経・血管両棘は唄般に長く，左右に巾広く，可擁准に富んでいる。側突起は第4脊椎から起る。最初の血管

棘と血道弓門は同一脊椎に起る。第1血管棘の頼突起は巾広く側方に突出し，その中央から棘状突起が細長く後

下方にのぴている。第3－7血管棘の先端部は左右に巾広い三角状をなす。上後頭骨隆起は三角状に高く突出し，
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前部は肥厚する。

　HA：15ql，16131，17ω　　HS：1畢lll，1613｝，171n　　CV：2112），22131

　YN：36〔31，37（”，38ω

166，スズメダイC卿o卿∫s薙o哲4蝕s（TEMMINcKetScHLEGEL）（pL77）

　第1脊椎は小さい。腹椎の神経棘は太く，第1・2神経棘は直上に伸ぴて相接する。側突起は第5脊椎から起

って，先端には肋骨の付着した凹所がある。腹椎最後の2脊椎にはH字状の血道突起があって弓門を形成する。

第1血管棘は前後左右に巾広く，中央に凹所を形成する。第2血管棘もややこれに似ている。上後頭骨は高く，

前縁が肥厚する。

　HA：！011｝　RS：12（1〕　CV＝15〔1）　VN；26（1）

総7，イ ラChoe7040錫α2％7∫o（JoRDANetSNYDER）（pL79）

　第1脊椎は小さい。神経・血管両棘は強固で長い。側突

磐鞭灘睾濫益難話舞，騰撫　．㎞・姦霧蓼簾．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，黙・垂　　　　　　　、，1響ii嘉魏｝
起は長く下方に伸びて斡その中央から棘状突起カミ後下　“緊獣奪き一縫二，．
方に伸びているが，先端は2分している。第1血管棘には　　　　　鯉・・、ゴ・．．　i｛融

2っの血道弓門があって，下部のものが大きい。（Fig，12）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s・凡

前神経穎突起はよく発達して前上方に棘状となって突出すFj9・12・Vent「al　view　of　the盒fst　two　haemal

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　spines　and　two　vertebrae　proceeding
る。第1～3脊椎の後血管穎突起は太くて大きい。上後頭　　　　　them　ofσhoθ7040％42％7∫o（JoRDAN　et

骨隆起はよく発達し，円形で，特に肥厚する部分はない。　　　　SNYDER），

　HA：714），8t2）　HS：1！16）　CV：1716｝　VN：27161

168．コブダイS9励oo∬”h粥7観c％Zαオ％s（CuvIER召’VALENcIENNEs）（P1．79）

　側突起は第1脊椎から始り，第3脊椎から大きく側下方に突出し，先端は三角状で尖っている。腹椎最後の2

脊椎にはH字状の血道突起によって弓門が形成されるが，左右を結ぶ紐状骨質は細くて壊れ易い。第1尾椎の下

部穎突起は側後下方に大きく伸長し，その中部から後下方へ向って棘状突起が長く伸長している。その形状はや

やキアマダイに似ている。腹椎部の前神経頼突起は棒状で長く，前上方に突出するが，その後方に上方に突出す

る小さい棘状突起がある。第1－3脊椎の後血管穎突起は太くて大きい。上後頭骨隆起は低く，後端は円形である。

　HA：11（1）　HS：13111　CV＝16m・　VN：28（D

169．ススキベラ∠4％σ繊sθs4宛49辮譲％sR廿PPLL（pl．79）

　第／神経棘は短く，第2のものは長くて先端は前方にわ　　　　　　　　　／ク

づかに轡曲する。側突起は第3脊椎から大きく側下方に突

臨雛驚薪驚器矯棘難1顯』議灘曝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’』慧11
の血道弓門があり，上部のものは小さく，下部のものは極

めて大きく，棘状突起は極めて短い。第2血管棘は左右に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s・H・

巾広く，前面に凹所をなし，血道弓門は1個でやや大き　Fig，13，Ventral　view　of　the　nrst　two　haemal
い。（Fig，13）前神経穎突起はよく発達し，腹椎のもので　　　　　sPines　and　two　ve「teb「ae　P「oceeding

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　them　of。4麗泓ρses4勉4脇説％s　R壱ppELL．
は先端が角形の板状で上方に突出する。第1・2脊椎の後

血管穎突起は太い。上後頭骨隆起はうすく，高く，後上方に2っの小さな棘状突起がある。

　HA：8〔1〕　HS：10（1）　CV：1611〕　VN：25（1）

1了0，ササノハベラPsθ％4δ」α扉％sゴ砂o痂側s（HouTTuYN）（P1．79）

脊梁の構造はススキベラに極めてよく類似するが，U）HAが異る。　（Rg．14）
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HA：6（n　　HS＝10｛D　　CV：16（D

VN：251n

　171．ホンベラH観醜oθ紹3彪郷お力吻％お
　　　　　　　　　　　（GむNTHER）　　（P1．　79）

　脊梁の構造はススキベラによく類似するが、相異点は，

（D側突起はより下方に突出する。（21腹椎最後の4脊椎に

H字状の血道突起があり，左右を連結する紐状骨質はより

強固である。　（3）腹椎の前神経穎突起は扁状でより高く大

きい。囲第1脊椎の後血管穎突起のみ太い。

　HA：6U）　HS：10（D　　CV：！61D　　VN；25（1）

　，’3多

編…饗鯵…
　　き　　＆．
　　　　　　　　　　　　　　　　　S．H．

Fig，14．Ventral　view　of　the且rst　two　haemal

　　　spines　and　two　vertebrae　proceeding
　　　　themofPs召％40励海sゴ妙o痂oκs
　　　　　　　　　　　　　　　（HOUTTUYN）．

　1了2．キュウセン五1σ3∫醜02泥sカ020∫めカ∫θ7％3（TEMMINcKetScHLEGEL）（P1・81）

　脊梁の隣造はホソベラに類似するが，相違点は，ln腹唯晟後の4～5脊唯にE字伏の血道突起がある。121第

1血管棘の血道弓門は1個で陳状突起は長く，左右に巾広い。　〔3｝腹唯の前神径顧突起は前の神径棘に接して上

方に三角形に伸長している。〔4）HS，CV，VNが異る。

　HA：616），713｝　HS：1119）　CV：17181，18〔1）　VN：27〔8），281D

　173．テ　ン　ス1痂∫sあ％s4θσ（TEMMINcKetScHLEGEL）（pl．81）

　第1脊椎は極めて小さい。第！・2神経棘は短く，第1のものは著しく小さい。第3・4神経棘の後方基郭に

は板状骨質の突起があって上方に向っている。側突起は第3脊椎に起り，大きく後下方に突出する。腹椎最後の

5脊椎にはH字状をなす血道突起によって血道弓門が形成される。第1血管棘は側扁し，基部に凹所があり，2

個の血道弓門があるが，下方のものは上方のものよりやや」・さい。前神，径頼突起が発達し，腹唯では前上方に大

きな棘状となって突出する。上後頭骨隆起は上方に突出して丸く，後縁は肥厚して浅く凹む。

　HA二5〔8｝　HS：1018｝　CV：16（8）　VN：25181

174．ブダィL砂渉oso¢7％s知ρo雇6μs（CuvIERetVALENcIENNEs）（pL81）

　第1・2脊椎の椎体下面には側後方に向う大きな1対の棘状突起がある。側突起は第！脊椎から発達して大き

く，第2～4脊椎の側突起後縁には板状骨質があって椎体と結んでおり，第4のものには側突起後縁に1個の孔

がある。腹椎最後の5脊椎には大きなH字状の血道突起が形成される。第1血管棘の穎突起は長く後下方に伸長

し，その中央から薄い棘状突起が後下方に伸びている。第1血管棘には2個の血道弓門があって下方のものがや

や大きい。尾椎前部の後血管穎突起がやや大きい。比咬的発達した上後頭骨の隆起は中央部から後方は，左右に

広く分岐し，この隆起はそれぞれ外後頭骨の翼状隆起と接憂る。この2分した隆起の間に今1つの隆起がある。

　HA：5（D　　HS：10田　　CV：161D　　VN：25川

175．スダレダイP7θ勿麗Zoπ9励¢碗4（BLocHetScHNEIDER）（P1，81）

　骨格はやや多孔質である。神経・血管両棘は太くて長く，椎体からほぼ直上・直下に突出している。第1脊椎

は小さい。第1神，経棘は細く小さく，第2のものと相接している。腹唯の神経棘の後縁基部には阪状の骨質突起

がある。1側突起は第4脊椎から起り，よく発達している。腹唯最後の4脊椎にはH字状の血道突起があり，その

最後のものは長く後下方に伸長している。第1血管棘は左右に巾広く，前面に凹所をなし，後縁中部には後方に

向う板状突起がある。第2～4血管棘の前縁中部には前方に向う1対の小さな板状突起がある。腹椎の前神経穎

突起は板状で大きく，尾椎の前・後の神経穎突起は棘状で，舞接するものと接して上方に突出する。上後頭骨隆起

は極めて高く，前縁は肥厚して前面に1条の凸出線がある。

　HA＝71D　　HS＝11〔11　CV：14“｝　VN：24〔1）

176．カゴカキダイハ4∫07002躍勧3s∫γ∫9α勧s（CuvIERetVALENcIENNEs）（P1。83）

　第1脊椎は小さい。側突起は第4脊椎から起り，腹椎最後の4脊椎にはH字状の血道突起があって，後方のも

のは長く下方に伸長する。第1血管棘は左右に巾広く，前面にやや深い凹溝があり，下半部は前後にうすく後下
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方に伸長する。腹椎部の前神経頼突起は発達して大きい。上後頭骨の隆起は三角形で高く，後縁はうすい膜状で

終る。

　HA＝712｝　HS：1112｝　CV＝15121　VN：2512）

　1了了，ヒシダイ。47漉9伽宛6砂γosLowE（P1．83）

　第1脊椎は頭骨と強く関接する。最初の5神経棘はやや短い。側突起は第5脊椎から始り，腹椎最後の3脊椎

にはH字状の血道突起があり，最後の血道突起は，橋部以下の突起が下方に長く伸長する。第1血管棘は，前後

左右に巾広く，長大で直下方に伸長し，最長の血管棘となる。上後頭骨隆起は高く，前縁が肥厚する。

　HA：712｝　HS：10121　CV：1211｝，13（1｝　VN：2！〔1），22（1）

　1了8．キンチャクダイ　Chα6加40媛oρ臨ssθカf伽オ7∫o％」∫s（TEMMINcKetSc肌EGEL）　（pL83）

　骨格は極めて強固である。第1脊椎は極めて小さく，第1・2神経棘は細くて相接している。腹椎後方σ）数個

の神経棘には後縁に広い板状突起がある。側突起は第4脊椎に起り，後上方には肋骨の付着した凹所があり，各

椎体側面と板状骨質で結ぱれて二重の強固な構造をなしている。腹椎最後の脊椎には変形したH字状の血道突起

があって，先端は第1血管棘にそって下方に伸長している。第1・2血管棘には，前縁犀左右1対の板状突起，

後縁に1枚の大きな板状突起があって，第1血管棘の後縁板状突起は第2血管棘の前縁板状突起に挿入されてい

る。腹椎の前神経穎突起は板状で大きく上方に突出する。第1・2脊椎の後血管穎突起は極めて太く，後方に伸

びて関節を強固にしている。上後頭骨隆起は上方に突出し，前縁は著しく肥厚する。

　HA：10〔4｝　HS：1！〔4）　CV：14〔4）　VN：2414｝

　179，ゲンロクダイσhα6めご伽郷o磁s∫％sTEMMINcKetSc肌EGEL（pl．85）

　神経・血管両棘は一一般に甚だ長い。腹椎の神経棘後縁には板状の骨性突起がある。側突起は第3脊椎から大き

く，その上方には肋骨の付着した凹所がある。最初の血管棘と血道弓門は同一脊椎に起る。第1血管棘は太く，

その穎突起は左右に広く突出している。第2血管辣の下部前縁には1対の板状突起があって，その中に第1血管

棘の1部を挿入せしめている。上後頭骨隆起は匝めて高く，前縁は肥厚しているが先端は2分した棘状である。

　HA＝11〔31　HS：11131　CV＝！4131　VN：2413｝

　180．ニザダイP7∫o郷矧s郷∫070Z6ρ∫40渉％sLAc登P恥E（pL85）

　最初の神経棘と尾椎後方の神経・血管両棘を除くその外の神経・血管両棘にはその後縁に広い板状骨質がある。

側突起は第1脊椎から大きく，最初の血管棘と血道弓門は同一脊椎に起る。第1血管棘の頼突起は広く，棘状突

起は前方にやや轡曲して，後縁の板状突起は第2血管棘の前面凹所に入っている。第2血管棘後縁の板状突起も

その1部は第3血管棘の前面凹所に入っている。前神経穎突起がやや大きい。第上6・一18脊椎の椎体側面後端には

小さなlateral　apophysisがある。上後頭骨隆起は上方に突出し，前縁は肥厚する。

　HA汀OU）　HS：1011）　CV：131D　　VN：22（1）

181．ア　　　イ　　　ゴ　S∫9σπ％s∫％sogs6θπ3（HouTTuYN）　（pL　85）

　大部分の神経・血管両棘の後縁には広い板状突起がある。第1神経棘は極めて短い。第1脊椎骨はその神経孤

の側面から外下方へ伸びるうすい紐状の1翼状部を見え，これに第1上肋骨が附着する。側突起はほとんど発達

していないが，各脊椎にあるものの大きさは一様で，前血管穎突起のように前方に突出している。腹椎最後の脊

椎には，後方に轡曲し，先端が第1血管棘に沿って下方に伸長している変形したH字状の血道突起がある。第1

－3血管棘後縁の板状突起の1部はつぎの血管棘の前面凹所に隠される。尾部棒伏骨前方2－5の各椎体側面の

前端には1ateral　apophysisがある。上後頭骨隆起の発達は中傭である。

　HA：10（4）　HS：1114）　CV：13（4）　VN：2314｝

182．べ二力ワムキT〆彪o伽地0493伽o蜘σ♂％s（TEMMINcKetScHLEGEL）（pL87）

　腹椎およぴ尾椎前方の神経棘基部には板状骨質の突起がある。側突起は第4脊椎から起こり・腹椎最後の4脊

椎にはH字状の血道突起があって先端は広く2分している。第1血道突起の左右を結ぶ紐状骨質は弱くもろい。

第1血管棘の先端は完全に癒合していない。腹椎後方および尾椎前方の前神経頼突起は板状で，前の神経棘に接
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している．上後頭骨隆起は小さな三角形で前縁は肥厚し，前面に凹溝がある。

　HA：5ω，6｛21　HS：9121、101D　　CV：ll｛3｝　VN：！9｛21，20ω

　183．カ　ワ　ハ　ギ＊S’9クh伽03砂∫s　o〃γ雇∫θ7（TEMMINcK　eしScHLEGEL）　（pL87）

　第1神経棘は左右広く分れて頭骨に接している。腹椎および前部尾椎の神経棘にはその前後に板状の骨質突起

がある。側突起は第3脊椎から起こり，側方に大きく突出する。腹椎最後の2脊椎には後方に曲った三角状の血

道突起があって先端はつぎの血道突起およぴ血管棘に接している。第1血管棘の先端は2分しており薄く丸い・

第1脊椎の後血管穎突起は太く大きい。尾部棒状骨直前の椎体には板状の隆起線がある。上後頭骨隆起は鋭くて

高く，上縁は肥厚して前面に浅い凹溝をなす。

　HA：6191　HS：819）　CV：12〔7），13（21　VN：19171，20（2〕

　184．アミメハギ1～％磁7∫粥醐oo磁sJoRDANeヒFowLER（PL87）

　脊梁の構造はカワハギに類似するが相違点は，　ln腹椎最後の2脊椎にある血道突起はより下方に長く伸長す

る。　121尾部棒状骨前の2椎体には板状の隆起線がある。

　HA：6〔1）　HS：8（1）　CV：131D　　VN：20“｝

　i85．ウマズラハギ＊＊　1▽副040π郷049s珈3（G廿NTHER）　（PL89）

　脊梁の構造はカワハギに類似するが，相違点は，　川神経・血管両棘は側扁して巾広くカワハギよりも短い。

121第4・5神経棘は相接して長いが，カワハギでは第6・7神経棘が長い。13）側突起はより側方に突出して巾

が広い。　141血道突起もより巾広く側方に突出する。　樹第1血管棘は先端が2分するが，カワハダのように顕

著ではない。⑥尾部棒状骨直前の椎体の隆起線は，椎体中央側面からやや棘状に突出する。

　HA二6（4），7（1｝　HS：815）　CV：1215｝　VN：1915）

　186，サラサハギ！V側04伽’θss観α’％3（G廿NTHER）（P1．89）

　脊梁の構進はウマズラハギに類似するが，相違点は，，（D側突起はより巾広い板状である。　（21腹椎最後の2

脊椎にある血道突起は著しく巾広い葉状で，第1血管棘の穎突起も大きな葉状をなし，棘状突起は短く下方に伸

ぴ，先端は分岐している。　（3）尾部棒状骨前2個の椎体に板状の隆起線があるが，後方の椎体では，椎体の前半

で発達し，後半にはない。

　HA：613｝　HS：813）　CV：12131　VN：！9131

　187．キタマクラ＊＊＊σα嬬配9α3∫礎ガ％‘α‘％3（TEMMINcKetSc肌EGEL）（pl．89）

　始め3個o）神経棘は左右に広く分りしており，第4神経棘は椎体の前後にわたる広い板状で，前縁は左右広く

分りし，後縁で相癒合している、第5神経棘も板状で，前縁・後縁が肥厚している。第7神経棘は特に長くのぴ，

先端は分岐してそれぞれ板状をなし丸味を帯びる。尾部棒状骨直前の脊椎の神経棘と血管棘は広い板状である。

側突起はなく，第1脊椎からその下面に血道突起がある。第4脊椎以後の血道突起の下端は側扁して扇状の板状

突起となって下方に伸長する。第！血管間棘を附着せしめる分類学上の第！血管棘は第9脊椎にあって下方に伸

びる1対の棒状で，先端は肥大し，2つの凹所が下面にあり，先端部後縁には板状の骨質突起がある。その他の

血管棘は全て側扁して板状をなすが，第4血管棘のみはやや棒状で，前縁基部に小さな板状突起がある。前神経

頼突起がやや発達する。尾棘を欠く。上後頭骨隆起は後上方に高い、

　HA＝ll21　HS；12121　CV：6（21　VN：！7121

　188，サバフグ加gooゆ勉‘％sJ％磁γ∫s（BLocHetScHNEIDER）（pL89）

　始め3個の神経棘は板状で左右分りしており，第4神経棘は前縁が分りし，後縁が癒合している。尾椎の神経・

血管両棘は広い板状である。側突起は第5脊椎から起こり，第9脊椎で三角状の第1血道突起が形成され，その

＊　松原（1955）によればVN19、　（pp．996～997）

綜　松原によればVN20、　（p、997）

料＊第1血管棘の定義によって，フグ科魚類では分類学上使用するものと大きく相違する。　（名称の項参照）

　　FRAsER－BRuNNER（1943）によれば本属のVNは18。
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後の血道突起の先端は権体と平行に後方にのび，毎6棘状である・第！血道突起の頼突起縁大きく・前下方に突

出する。腹椎およぴ尾椎前部の前神経頼突起は棘状で外側方に突出する。尾椎後方数個の前・後の血管穎突起ぱ

肥大し，横に延びた隆起を形成して■る。腹椎部の後血管顎突起も発達しているが，特に第1脊椎のものは大き

い。尾棘を欠く。上後頭骨隆起は後方にのびて第2脊椎の中部まで達し，分りした神経棘に披まれており，」二縁

はわずかに肥厚している。

　HA：913）　HS＝1313｝　CV：711），8〔2｝　VN：19U），20121

189．トラフグF％9％7％房ゆ63（TEM面NcKet』ScHLEGEL）（P1，61）

　脊梁の構造はサバフグに似るが，つぎの諸点で相違がある。　ID尾椎の神経・血管両棘は板状であるが，先端

は角形をなし，サバフグのように丸味を帯びない。　図血道突起は多孔質で棘状を呈しない。　（3）第1血道突起

の穎突起は前下方に大きく突串しない。囲尾椎後方数脊椎の前・後の血管穎突起は横に延びた隆起を巷すこと

はない。15）第1脊椎の後血管穎突起は第2椎体の側面に突出する。　（サバフグでは下面に突出する）16）上後

頭骨隆起は第1脊椎の後端まで達する。　ωH　S，V　Nが異なる。

　HA：8〔1），9〔2｝　HS：1513）　CV：7〔1），8〔21　VN：2111），22〔21

　190．ナシフグFκ9％泥γ粥∫6％地7∫s7σ痂α彪3（ABE）（P1．91）

　脊梁の構造はトラフグによく類似するが，相違点は，　｛D腹椎に側突起はない。　121第4脊椎以後の腹椎には，

細い紐状で左右が相合した三角状（円形に近い）の血道突起を形成している。

　HA：4〔1〕　・HS：！3（D　　CV：9〔1〕　VN：21〔1）

191。コモンフグF％8・％加σoπo％o彪s（TEMMINcKetScHLEGEL）（pl・91）

脊梁の構造はナシフグに極めてよく類似し，両老の識別は困難である。

HA＝413｝　HS：13（3｝　CV＝9〔31　VN＝2113〕

　192．ヒガンフグFκ9％加7伽∫∫3（TEMMINcKetScuLEGEL）（pL91）

　脊梁の構造はナシフグ・コモソフグによく類似するが相違点は・　（11最初の血道弓門は第8脊椎に起こξ）。

121HA，HS，VNが異なる。

　HA：812）　HS：14〔2）　CV：9〔21　VN：22121

　193．ハリセンボンP∫04伽hoZα侃撹h％3LIN誼（p1．91）

　腹椎の椎体は延長して長く，尾椎の椎体は短い。全腹椎の神経棘は板状で左右分りしてお軌第2～8脊椎の

背面中央には前 ヒ方に向う板状突起がある。尾椎前半の神経棘は先端で左右癒合し，後半の神経棘は左右に分り

している。第8－15脊椎の椎体側面には側前下方に突出する大きな板状の突起がある。血管棘は左右分りして1

対の棘状となって後下方に伸ぴるが，尾椎後方では左右に分りした巾広い板状である。下尾軸腎は癒合しで1枚

の板状となり，後縁に欠刻はない。尾棘は極めて大きく板状である。腹椎の前神経穎突起は棘状で大きい。上後

頭骨隆起は従扁して水平に発達し，低く後方にのびて第2椎体の半ばに達し，分りした神経棘に挾まれている。

この種の脊梁は複雑で特殊な構造をなしている。

　HA：？（ll　HS：15（1）　CV：611〕　VN：20Ul

　194．メ　　バ　　ル　Sゆσs’2s∫彫7”¢∫s　CuvIER　et　VALENcIENNEs　（pL　93）

　最初数個の神経棘はやや太く，第1・2神経棘は相接して上方に突出し，後者が長い。側突起は第5脊椎から起

こり，腹椎最後の3脊椎にはH字状の血道突起が形成される。最後の血道突起は左右に広く，下方に伸長する。第1

血管棘はやや太く短い。前神経穎突起がよく発達している，上後頭骨隆起はやや発達し，上縁はわずかに肥厚する。

　HA：913）　HS　l12（31　CV：1513）　VN：26（3〕

　195，ムラソイS9飽3彪sカα訥yo2カhσ伽s加oh鐸3ρhα伽3TEMMINcKetSc肌EGEL（P1・93）

　最初数個の神経棘は太く，第1・2神経棘は相接して前者の方がやや短い。側突起は第6脊椎から始り，腹椎

最後の4脊椎に血道突起がある。第1血道突起を除く後方o）3個の血道突起は椎体の前後にわたって巾広く　血
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道弓由形成径の癒合部が長く，先端は僅かに分岐する。これを耳’型とよぶ。第3血道突起の下方には前方に突

出する小突起がある。第1・2血管棘は前後に巾広く，前面に凹溝をなし，－第3血管棘よりも共に短い。前神経

頼突起は発達する。血道突起およぴ第1・2血管棘の基部には1小孔がある。

　HA：8m　　HS：12｛1）　CV：1511〕　VN：26m

196』ホシナシムラソイ　S2施s渉9sρσo勿68カh認％sη’gグ’o伽s（ScHMIDT）　（p1．93）

脊梁の構造はムラソイに極めてよく類似して，両老の識別は困難である。

HA：811）　HS：！2｛n　　CV：15｛11　VN：26ω

197．ヨロイメバルS6肋3嬬hゆわs∫（MATsuBARA）　（PL93）

脊梁の構造はムラソイに極めてよく類似して，両者の識別は困難である。

HA：8m　　HS：121n　　CV：1511）　VN：26（1）

　198，カサゴS功α3渉∫30％3解僻隅07認％s（CuvIERetVALENcIENNEs）（pl．95）

　最初数個の神経棘は太く，第1・2神経棘は接近している。側突起は第5脊椎から起り，腹椎最後の4脊椎に

はHノ状の血道突起がある。第1～第3血管棘は前後に巾広く，前面に凹溝がある。前神経穎突起が発達する。

血道突起および第1－3血管棘の基部には1小孔がある。

　HA＝7〔4｝　　HS：11〔4）　　CV：15（4）　VIN：25｛4｝

　199．ヒオドシPo撹加循解σ070偲phσ∫％s（SAuvAGE）（pL95）

　最初数個の神経棘は太く長い。側突起は第5脊椎から起り，腹椎最後の4脊椎にはH’状の血道突起があ．る。

第3血道突起の下方に前方に向う2個の小突起がある。最後の血道突起は先端まで癒合する。血道突起および第

1・2血管棘の基部には孔がある。前神経穎突起は発達する。

　HA：7：〔1）　　H　S：1111）　　C　V：14〔1）　　V　N：24U）

　200．イズカサゴSoo7加餓σ∫2齢s’sJoRDANetSTARKs（pL95）

　始め数個の神経棘は太く，第1・2神経棘は直上あるいはやや前方にのび，第3・4神経棘は後上方にのぴて

長い。側突起は第5脊椎に起り，腹椎最後の4脊椎にはH’状の血道突起がある。第2・3血道突起の下方には

前方に向う1小突起がある。最後の血道突起は先端まで癒合し，前面に凹溝がある。第1・2血管棘は前後に巾

広く，前面に凹溝があり，第1血管棘の先端は急に後方に曲っている。前神経顎突起が発達する。血道突起およ

び第1血管棘の基部には孔がある。

　HA＝7｛ll　HS：11（1｝　CV：1411）　VN：24（n

　201．ミノカサゴP彪γo∫s伽π％‘認σTEMMINcKetScHLEGEL（P1，95）

　最初数個の神経棘は太く，第1・2神経棘は相接し，第3神経棘は長い。第2脊椎は小さく，第2・3脊椎の

下面には下方に向う1対の突起があって第3脊椎のものは大きい。側突起は第7脊椎に起り，この側突起の基部

には内方に向う紐状の骨質突起があるが左右直結されていない。第8・9・10の脊椎には，H字状の血道突起が

ある。最後の血道突起の左右癒合部は長く，下方に伸びるが，先端は2分している。血道突起と，尾樵前部の血

管棘の基部には1小孔がある、

　HA：8131　HS：11131　CV：14i3｝　VN：’24131

202．ハナミノカサゴ　P陀70おびoJ∫‘σ”s（LNN倉）　（PL97）

脊梁の構造はミノカサゴに極めてよく類似して，両老の識別は困難である。

HA：8（n　　HS：1111）　CV：！4m　　VN：24ω

　203．ヒメヤマノカミ　β解6hか％sわ9‘伽s　JoRDAN　et　HuBBs　（pL97）

　最初数個の神経棘は太く，第1・2神経棘はほぼ等長で短い。第1～3脊椎の下面には下方に向う1対の突起

があって，第3脊椎では左右の突起が先端で癒合して弓門をなしている。側突起はなく，腹椎最後の4脊椎には

H字状の血道突起があって，その基部は椎体の前後にわたって広く，孔がある。第1・2血管棘は前後に巾広く
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前面に凹溝があって基部には孔がある。第1血管棘の先端は完全に癒合していない。前神経穎突起が発達する。

　HA：7m　　HS｛茸｛D　　CV；14（i）　VN：2411）

　204．エボシカサゴE勧3宛尻召θ舵7‘（STEINDAcHNERetD6DERLEIN）（pL97）

　最初の数個の神経棘は太く，第1・2神経棘は相接し，第3神経棘は長い。側突起は第6脊椎から起り，腹椎

最後の3脊椎にはR字状の血道突起がある。第1－4血管棘は前後に巾広く，前面に凹溝がある。腹椎部の前神

経頼突起がやや大きい・各顧頂骨の隆起線が前上方に著しく高く突出してい歪が薄い。

　HA＝7〔1〕　HS＝10（11　CV：15〔ll　VN：2411｝

205，セトミノカサゴPα7砂亮70∫shθ陀γ％7％s（BLEEKER）（pL97）

脊梁の構造はイズカサゴに極めてよく類似して，両者の識別は困難である。

HA：7（21　HS：11121　CV：14121　VN：24（21

206．シロカサゴS召彪76加s万4ゴ∫伽s∫sG廿NT肥R（pL97）

脊梁の構造はイズカサゴに極めてよく類似して，両者の識別は困難である。

HA：711）　HS：11（n　　ρV：14（11　VN：241D

　207．ヒレナガカサゴNθosθ厩s‘93飢彪蛎5JoRDANetSTARKs　（PL99）

　第1神経棘は極めて短く，第2神経棘は前方に突出じて第1神経棘と相接している。側突起は第6脊椎のみに

あって大きく，側下方に突出する。腹椎最後の4脊椎にはH字状の血道突起があるが，先端は左右著しく分離し

ており，第1血道突起の橋部下方には前方に向う小突起がある。第1血管棘の穎突起は長く下方にのび，棘状突

起はその中央から後方にのびて短い。第2～4血管棘め先端は互に接近している。前神経穎突起が大きい。

　HA＝7〔1〕　HS：11（11　CV：16川　　VN：26U｝

　208，ハ　　チ・4カ6s∫粥昭γ初4％3（BLocHetScHNEIDER）（pl．99）

　脊梁の構造はヒレナガカサゴによく類似するが，相違点は，　ln側突起は第6－8脊椎にある。　捌血道突起

は腹椎最後の3－4脊椎にあって，より下方に伸長し，先端は広く分りするがヒレナガカサゴほどではない。

｛3）第2～4血管棘の先端が後方に轡曲することはない。　〔4）HA・H　S・C　Vの数が異る。

　HA：8（1），914）　HS＝12151　CV：15151　VN＝2615）

　209．ヒメオコゼ1t4∫no％s％o％04α6砂彪s（BLocHetScHNEIDER）（P1，99）

　第1・2神経棘は極めて短く，前上方に突出して互に椙接している。第1脊椎は第2・3のものより大きく，

頭骨に強く関節している。側突起は第2脊椎から側後方に突出するが小さい。腹椎最後の5脊椎には三角〆状の

血道突起が前下方に突出し，後方のものほど左右癒合部の先端が前後に巾広く側扁している。第1血管棘は側扁

して巾広い。血道突起および第1血管棘の基蔀には孔がある。穎突起はいづれも小さく，上後頭骨の隆起は発達

しない。

　HA：717｝　HS：12し71　CV：1517｝　VNl26171

210．イトオコゼルf伽o％s痂27廊sALcocK（pL99）

脊梁構造の特徴はヒメオコゼによく類似するが，C　V，VNがヒメオコゼよりも1個多い。

RA：7121　ES＝12i2）　CV：16121　VN：2712｝

　211．オニオコゼ串1％加∫側sゴ砂o痂o％s（CuvIER　et　VALENcIENNEs）　（pL99）

　第1・2神経棘は左右分離して短く，前方に突出して相接し，頭骨に接している。第3～6神経棘は太い。第

1脊椎は大きく，第2・3脊椎は小さい。側突起は第5脊椎に起り，小さく，下方に伸びる。腹椎最後の5脊椎

には三角’状の血道突起があって前下方に突出し，後方の2～3血道突起は先端まで前後に巾広く側扁して板状で

＊堀田（1961）によればHA：711），H　S：12111，VN：24U）。　（PP．102－103）MATsuBARA（1943）による

　とVNは27～28で多くは28。
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ある。尾椎前方の血管棘は側扁しており，基部は椎体の前後にわたって巾広く，血道桀起とともにその基部犀は

孔がある。血管棘は二般に短く，血道突起の長さとほぼ同長邑腹椎の前神経頼突起がやや大きく，上後頭骨g隆

起は発達しない。

　HAl8181　HS＝13，（8）　CV：1618｝　VN：2818｝

　212．ダルマオコゼE70諏θ7034（LANGsDoRF）（pLlOl）

　第1神経棘は左右分離して短く，頭骨に接しており，第2神経棘も短く，先端で左右癒合して前方に突出し第

1神経棘に接している。第3～5神経棘は太くて長い。側突起は第5・6脊椎にあって前方に突出している。腹

椎最後の3脊椎にはH’状の血道突起があって前下方に突出し，第1・2血道突起の先端は広く分りしており，

最後の血道突起は側扁した板状である。尾椎前方の数個の血管棘は側扁している。血道突起および尾椎前部の血

管棘の基部には孔がある。

　HA：7〔1）　HS：10（1｝　CV＝16〔1）　VN＝251n

　213．ハオコゼ∬yρ04y∫θs7訪〆ゆ吻勉s（TEMMINcKetScHLEGEL）（P1，101）

　脊梁の構造はヒメオコゼに類似するが，相違点は，　〔n第1脊椎は侍に大きい乙とはない。、（頭骨の溝造は大

いに異っている）

　HA：7ω　　HS　i！2｛n　　CV：15（11　VN＝26〔1）

　214．アイナメE2窟9γσ規粥oso≠盈∫∫JoRDANetSTARKs（PL101）

　最初数個の神経棘は側扁、し，第1・2神経棘は相接する。側突起は第4脊椎から起り，腹椎最後の6～7脊椎

にはH字状の血道突起がある。神経韓の基部には！小孔があり，前神経穎突起は発達する。尾椎後方の神経・血

管両棘は側扁して互に相接し，板状をなすが癒合はしない。上後頭骨の隆起は殆ど発達しない。

　HA；14〔61，15〔1）　ES：2117）　CV：3！〔7）　VN＝51（7〕

　215．ウバゴチPσ耀加泌房σs6％7勧s（TEMMINcKeしScHLEGEL）（P1、101．）

　神経・血管両棘は一般に短くてほぼ等長である。最初数個の神経棘はやや太く，第1・2神経棘ぽ短いが，第

3のものは長い。側突起は第4脊椎に起る。腹椎最後の4脊椎にはH字状の血道突起がある。前神経頼突起が発

達して大きい。上後頭骨の隆起は頭骨背面よりやや上後方に伸び，上縁は肥厚している。

　HA：9（1）　HS：！3m　　CV：！511）　VN：27〔D

　216．アカゴチB2勉厨αsゴ4ρo加‘μsCuvIERetVALENcIENNEs（pL101）

　椎体は延長形で，神経・血管両棘は一般に短い。始め数個の神経棘は太く，第1・2神経棘は短くて相接する

が第3のものは長く直立している。神経棘は椎体の後方から，血管棘は唯体の前端から発している。側突起は第

4脊椎に起る。腹椎最後の3脊椎には三角状の血道突起があって，後方のものでは先端の癒含部がわづかに後方

に伸長する。前神経穎突起がやや大きく前方に突出する。上後頭骨の隆起は，ほぼ頭骨背面と同じ程度に後方に

のびて第1脊椎の半ばまで達し，上縁がわづかに肥厚する。

　HA：9141　HS　ll2141　　CV：！6〔4｝　　VN：27〔4）

217．オ　ニ　ゴ　チ　0π∫goo宛3カ∫％03σ（TEMMINcK　et　ScHLEGEL）　（P1．103）

　椎体はやや延長形で，神経・血管両棘は一般に短い。神，径棘は椎体の後方から，』血管棘は椎体の前端から突出

している。始め数個o）神経棘はやや太く，第1神経棘は側扁して前面に凹溝をなし，第2神経棘と相接している。

腹椎後方と尾椎前部の神経棘は従扁している。側突起は第4脊椎から起り，腹椎最後の4脊椎には三角状の血道

突起があって，後方の2血道突起の先端癒合部には板状骨質がある。始め数個の血管棘は血道突起の形をなして

先端が側漏する。第6脊椎以後の椎体の下縁には，椎体の前後にわたる薄い膜状の骨性突起が下方に伸長する。

尾椎最後の6脊椎の神経・血管両棘は側扁する。上後頭骨隆起は低く，第1脊椎の末端まで伸び，上縁が肥厚す

る。

　HA：8〔1）　HS：！2（ll　CV：161D　　VN：27〔1）
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218，アネサゴチ0％∫go6毎挽σ070Zθρ∫3（BLEEKER）（P1．103）

　脊梁の構造はオニゴチに似るが，相違点は，　ln血道突起および最初の数個の血管棘にみられる板状突起はオ

ニゴチよりも小さい。

　HA：8〔1〕　HS：！211）　CV：161D　　VN：27〔1）

　219．マツバゴチRo8’σd∫％sαs加7（Cuv【ERetVALENcIENNEs）（p1．！03）

　脊梁の構造はオニゴチに似るがつぎの点で異っている。　〔D血道突起の形は三角状であるが，その先端に板状

の骨性突起はない。　圖始め数個の血管棘は左右に巾広く，前面に凹溝を形成して，椎体に沿って後方に突出す

る。｛31HA，H　S，C　Vが異る。

　HA：／0（n　　HS：13111　CV：！5〔1）　VN＝27〔1）

220．メ　ゴ　チSμggγ脇4％s解9e749甥ooγ∫∫（BLEEKER）（pL103）

　脊梁の構造はマツバゴチに似るが，相違点は，m第3神経棘は顕著に太くて長い。囲三角状の血道突起は

腹椎最後の2脊椎にある。　（4ツバゴチでは3脊椎にある）個始め数個の血管棘はマツバゴチよりも側扁して

後下方に向う。　14）HS，CVが異る。

　HA：10〔2）　HS：12121　CV：1612｝　VN：27121

・221．卜力ゲゴチ1％ogoo∫4ヴ砂oη∫昭（『TILEslus）（PLlo3）

　脊梁σ）構造はメゴチに類似するが，相違点は，　11｝腹椎最後の血道突起の先端は後方に長く伸長する。　圖始

め数個の血管棘はメゴチよりも左右の巾が狭い。

　HA：10〔1）　HS：12〔1｝　CV：16111　VN：27（ll

222．イネゴチCoo∫93地670004∫め（TILEslus）（P1、103）

脊梁の構造はトカゲゴチに極めてよく類似して，両者の識別は困難である。

HA：10t6｝　HS’：1216）　CV：1616）　VN；2716）

　223，ナツハリゴチEoμ∫ch飾ysZ伽gs40γ万∫CuvIERetVALENcIENNEs（pL105）

　椎体は尾椎後方ほど延長形である。神経・血管両棘は極めて短く，第1・2神経棘は側扁して板状となり相接

している。尾椎後方の神経・血管両棘は伏して椎体に接している．神経棘は椎体の後端から，血管棘は椎体の前

端から発している。側突起は第4脊椎に起り，側方に突出し，側突起と椎体を結ぶ膜状骨質があるが，次第に下

方に突出して椎体の下縁における膜状突起となる。腹椎に血道突起はなく，第1血道弓門と第1血管棘は同一脊

椎に起る。上後頭骨隆起は低く，小さく，上縁が肥厚する。、

　HA：1012）　HS：10121　CV：1712）　VN：26〔2｝

224．ホウボウCh2Z躍o％∫‘h訪”肋別％（LEssoNetGARNoT）（pL！O5）

　第1脊椎はやや小さい。第1・2神経棘は極めて短くて相接し，arch状に先端で連絡しているだけで棘状を

呈さない。尾柄部の神経・血管両棘はやや側扁し，伏して椎体に接近している。側突起は第5脊椎に起り，腹椎

最後の4～5脊椎には三角状の血道突起があり，後方のものは先端の癒合部がやや伸長する。前神経穎突起がや

や発達する。上後頭骨隆起は発達しない。

　HA；！0〔1），11〔1〕　HS：15（21　CV：20（21　VN＝34121

225．イゴダカホデリ　Pα‘h舛γ∫gZααZσめ（HouTTuYN）　（pL　lO5）

　脊梁の構造はホウボウにやや似ているが，つぎの諸点で相違する。　（U第1・2神経棘は短いが棘状となって

上方に突出し，’－相接している。〔2）側突起はより水平に側方にはり出す。（31始め数個の血管棘の先端は側扁し

たり，あるいは2分したりしてスムースに棘状を呈さない。141HA，R　S，C　V，VNいづれも異る。

　HA＝9（31　HS：12（31　－CV：21（31　VN：32（31
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　226．トゲカナガシラ＊馳ρ’40’7∫93αゴ妙o勉6σ（BLEEKER）　（PL105）

　脊梁の構造はイゴダカホデリに似るがつぎの諸点で相違する。　〔n側突起はより側下方に突出する。12）血道

突起の後方のものは先端が扇状匠拡がっている。13｝HA，H　S，C　V，VNいづれも異る。

　HA：9〔2｝　HS：14〔21　CV：17121　VN：30121

22了，カ　ナ　ド五θ力躍o置7∫gJα9伽劾θ7∫HILGENDoRF（P1．105）

脊梁の構造はトゲカナガシラに似るが相違点は，　111HA，C　V，VNを異にする。

HA：10〔1）　HS　ll411）　CV：181n　　VN：31〔1）

　228，ソコカナガシラ　L勿∫40∫ガ8・彪σゐy∬α」∫s　JoRDAN　et　STARKs（pL105）

　脊梁の構造はカナドに似るが，相違点は，ql第1・2神経棘は相接して短く，先端がわずかに棘状をなす程

度である。12）HS，VNが異なる。

　HA：10m　　ES：！5（n　　CV＝18（1）　VN：32（D

229、カナガシラL9切40≠γ’gめ窺∫070ρ陀7σG廿NTHER（pL107）

脊梁の構造はソコカナガシラに似るが，H　S，C　V，VNを異にしている。

HA：9（n，1012｝　HS：11｛n，12121　CV＝22ω，23121　VN：3312），341D

　230．ソコホウボウ拷97ygo≠7’9彪hθ漉3あo地（TEMMINcKetSc肌EGEL）（PL107）

　脊梁の構造はカナガシラに似るが，相違点は，　lD側突起は第6脊椎に起こる。　12）尾椎後方の第L9～22脊椎

は椎体が肥大する（成魚）。〔31HA，H　S，C　V，VNが異なる。

　HA：8〔1）　HS：131D　　CV：13（1）　VN：25（D

　231，オニソコホウボウ　Pα7砂≠卯ygo≠γ∫8」σ駕％漉069Z3σ彪MATsuBARA（PL107）

　脊梁の構造はややソコホウボウに似るが，つぎの点で相違する。〔1）第1神，経棘は先端で左右癒合してarch

をなしている。第2神経棘はやや短いが棘状で，第1神経棘と接していない。囲神経・血管両棘は一般により

短い。　〔31血道突起は腹椎最後の脊椎だけにあって，弓門は大きい。　141側突起は第4脊椎に起こる。　15）第1

～4脊椎の後血管穎突起はより大きい。〔6｝HA，H　S，C　V，VNを異にしている。

　HA：10（n　　HS：11〔1）　CVl21〔11　VN：31〔11

　232・セミホウボゥPσ6’”oク≠3％σoガg雇厩∫s（CuvIERetVALENcIENNEs）（pl，107）

　始め3個の椎体は著しく延長して互いに膠着し，その背部は楯状の隆起となって連続し，椎体側面には板状の

大きな突起があって側方に突出し，互いに連結するがその形状は各椎体によって異なる。第3脊椎の突起は強固

で，先端はpost－t3m”ra1に連結する。神経・血管両棘一般に側扁するが，尾唯後方のものが特に著しい。大

部分の神経棘およぴ血管棘の基部には1対の顕著な附属突起があって，本種の脊梁構造は極めて特殊性がある。

　HA：7〔2｝　HS：9（21　CV：14121　VN：22〔2）

　233，コケビラメC∫飾σγo擢2s蜘σoγoJθが40伽sHuBBs（pLlO9）

　最初の3神経棘の後縁には板状の骨性突起があり，腹椎前方の神経棘は，やや前方に轡曲する。側突起は第5

脊椎に起こり，腹椎最後の5脊椎には三角状の血道突起があって，その基部はいずれも椎体o）前後にわたって雨

広く基部に大きな孔がある。第1血管棘は太くて直線的に直下に突出して長く，前面に凹溝があって基部には孔

がある。尾椎に1ateral　apophysisはない。

　HA：6〔2｝　HS：11121　CV：22〔2｝　VN：32121

234、ヒラメPσ7σZ∫‘履hyso1加σ62μs（TEMMINcKetScHLEGEL）（P1、109）

最初の4神経棘は太く，それ以後の腹椎の神経棘は細くて前方に攣曲する。側突起は第5脊椎に起こり，椎体

＊堀田（1961）によれぱHA：7〔D，HS：13｛D，VN；281D。　（p，111）
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の前後にわたって巾広い。腹椎最後の4脊椎にはH字状の血道突起があっ量血道弓門が形成される。第1血管棘

は太く，直線的に下方に伸び，前面に凹溝をなしている。腹椎の神経頼突起はやや大きく，特に後神経頼突起が

大きい。

　HA：8〔21　HS＝12121　CV：2712｝　VN＝3812｝

　235．タマガンゾウビラメ　P5餌407ho郷伽sρ伽∫o助オ肋」粥％s　G廿NTHER（P1．！09）

　脊梁の構造はヒラメに似るが，相違点は，　｛ll腹椎最後の3脊椎に血道突起がある。　121血道突起の形は三角

状である。13｝HSが異なり，CV，VNも多くの場合異なる。　14｝尾椎には小さなlateral　apophysisが凌）る。

　HA：8（8）　HS＝1U8）　CV：2514｝，2612），27U），28ω　　VN：35凶，、36（21，37ql，38（D

　236．ガンゾウビラメ　Ps6％407ho吻伽s　o碗郷郷oπθ％s（TEMMINcK　et　Sc肌EGEL）　（pL109）

　脊梁の構造はヒラメに似るが，相違点は，　lll腹椎最後の1脊椎にのみ血道架起がある。　121血道突起の形は

三角状である。⑥第1血管棘はより前後に巾広く，より左右に狭く，前面凹溝は深い。団尾椎にはやや顕著

な1atelal　apophysisがある。15）HA，HS，CVが異なる。

　HA＝！0旧　　HS：1111｝　CV：28川　　VN：381D

　23了．ナガダルマガレイ　．4彫ogJo∬％3蝕％％∫s　GむNTHER（pL111）

　第1・2脊椎は小さく，他の椎体は一見やや三角形に近い。神経・血管両棘は一・般に細く，先端が僅かに前方

に轡曲している。側突起は第4脊椎に起こり，腹椎最後の5脊椎には三角状の血道突起がある。第111匠管棘は太

くて長い。第4脊椎以後の各椎体には顕著なlateral　apophysisが発達している。

　HA＝711）　HS：12（D　　CV：33〔1）　VN：44｛1｝

238．イイジマダルマガレイ　Ps観碗4∫万郷σ∫（JoRDAN　et　STARKs）　（PL111）

脊梁の構造はナガダル灯ガレイに似るが，相違点は，〔1）HA，H　S，C　V，VNを異にしている。

HA：5〔21　HS：11121　　CV：29121　VN：39121

　239，ウイダルマEπ8yργos砂o％％∫（TANAKA）（PLll1）

　脊梁の構造はイイジマダルマガレイに似るが，相違点は，　ID側突起は第5脊椎に起こる。　121第1脊椎から

1ateral　apophysisが発達する。　13｝HA，CV，VNが異なる。

　HA：6121　HS　l1以21　CV：24（21　VN＝34図

　240，ヤリガレイ五磁oρ3Z伽66〆σ彪FRANz（PL1！3）

　脊梁の構造はナガダルマガレイに似るが，相違点は，　（D　lateral　apophysisはより顕著で大きく発達してい

る。（21下尾軸骨はより癒合して小い骨片よりなる。〔31HA，CV，VNが異なる。

　HA：5川，6田　　HS：1212｝　CV：4011），41111　VN：51（1｝，52〔1）

　241，ムシガレイEoカ3θ’彪8・7‘go7ゴ9癖（HERzENsTEIN）（pLl13）

　最初の4神経棘は側扁してやや太く，それ以外の腹椎の神経棘は前方に多少轡曲している。側突起は第5脊椎

に起こり，椎体σ）前後にわたって巾広い。腹椎最後の2脊椎ではH字状の血道突起によって血道弓門が形成され

る。第1血管棘は太く，直線的に下方に伸び，前面に大きな凹溝をなしている。尾椎前部の椎体には1aしeral

apophysisがあるが極めて小さい。

　HA＝1013）　HS：12131　CV＝32121，331D　　VN：43121・44（D

　242，メイタガレイPZ9％70％∫6h疏ツsooγ％％’勿s（TEMMINcKeしScIILEGEL）（pL113）

　脊梁の構造はムシガレイに似るが，相違点は，　ID側突起は第2脊椎に起こってよく発達し，大きく側下方に

突出する。　12）腹椎では血道弓門が形成されず，始めの血管棘と血道弓門は同一脊椎に起こる。　〔31尾椎の

1ater＆1apophysisは多少発達して大きい。

　HA；1314｝，1412｝　HS：1314｝，1412｝　　CVl23田，2413L251n，26（n

　VN；35〔1〕，36｛1｝，3713｝，38〔1）
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243，マコ，ガレイL∫卿αη磁ッo肋hσ伽σ6（GセNTHER）（pL115）

脊梁の構造はメイタガレイによぐ類似するが，HA，H　S，C　Vが異なる。

HA：12121　HS：12121　CV：27121　VN：38121

　244．イシガレイ、κσ7θ伽3尻60Zo7α∫％s（BAsILEwsKY）（P1．115）

　側突起は第2脊椎から発達して大きい。最初の血管棘と血道弓門は同一脊椎に起こる。第1血管棘は極めて太

く長く，直下に伸長して前面に大きな凹溝をなしている。尾椎には，椎体の前・後端に1aむeral　aPoPhysisが発

達している。上後頭骨隆起は発達しない。

　HA＝！2ω　　HS＝1211｝　CV：27｛1）　VN：38｛ll

　245．カワラガレイPoθ‘〃o♪3θ‘地コ3∫雇h％s（JoRDANetSTARKs）（pLll5）

　第1脊椎は小さく，第1神経棘も極めて小さくフ左右分離している。第2神経棘は前方に突出している。第3

　4神経棘はやや側扁して太い。側突起は第4脊椎に起こり，腹椎最後の5脊椎にはH2状の血道突起がありロ基

部に孔がある。第1血管棘は前後に巾広く，前面に凹溝があって，前方にやや轡曲している。尾椎前部の椎体に

は1ateral　aPophysisがあるが極めて小さい。穎突起はあまり発達しない。

　HA；61n　　HS：！111｝　CV：30“）　VN：40（D

　246．ツキノワガレイ　Sα瓢7∫3餌sゴ砂o痂o％s　KA血oHARA（pL　l17）

　椎体は一・見三角形に見える。第！神経棘も極めて小さく，左右分離している。第2－4神経棘は側扁して板状

である。側突起は第5脊椎に起こり，巾広い板状で側下方に突出する。腹椎に血道突起はなく，最初の血管棘と

血道突起は同一脊椎に起こる。第1血管棘は太くて前面に深い凹溝があり，その血道弓門は大きい。神経棘の基

部にはやや大きな孔がある。第5脊椎以後の各椎体には1ateral　apophysisが発達して大きい。

　HA：12（n　　HS：12〔1）　CV：29（D　　VN：40m

　247．　トビササウシノシタ　・4sθγσ8go4gsたo馳％s∫s（STEINDAcHNER）　（pL117）

　椎体は一見三角形に見える。第1脊椎は小さく，第1補経棘は，’頭蓋背面に長く突出した第2神経棘に覆われ

ている。第3神経棘は側扁してやや太い。側突起はなく，腹椎．最後o）6脊椎には三角状の血道突起があって先端

癒合部は棘状に長く後下方に伸長している。第1血管棘はやや太く前方に多少轡曲している。1ateral　apophysis

は第5脊椎から起こって尾椎前部の各椎体まであって，大きい。

　HA：5（2）　HS：11（21　CV：2611），28m　　VN＝36（ll，38｛1）

　248．ササウシノシタ　π6飽70％y‘彪短sゴ妙o擁o％s（TEMMINcK　et　ScHLEGEL）　（pL　l17）

　脊梁の構造はトビササウシノシタによく類似するが，相違点は，〔D腹椎最後の5脊樵に三角状の血道突起が

ある。　1211ateralapophysisは第2脊椎．から起こる。｛31HA，HSが異なる。

　HA＝4Ul　HS：9〔1）　CV：281D　　VN：36（1）

　249．シマウシノシタ＊Z功7宛s2功耀（BLocH　et　ScHNEIDER）　（pl，1！9）

　腹椎よりも尾椎がはるかに多い，尾椎後方の椎体は一見三角形に見えるが，他のものは普通。第1脊椎は小さ

く，第1神経棘は痕跡的で左右分離している。第2－4神経棘には板状骨質があって前方へ突出する。側突起は

なく，腹椎最後の5脊椎には三角状の血道突起があって左右の癒合部は長く棘状にのぴて後下方に向う。第1～

2血道突起の癒合伸長部の前縁には薄板状の突起がある。第4脊樵から1ateral　apophysisがあって各椎体の前

端から側方に突出するが尾椎後方では不明瞭である。尾椎前方では後神経穎突起がやや大きく，血管穎突起もや

や発達する。

　HAゴ5〔21　HS；10121』　CV＝381i｝，39（1〕　VN：47ω，48田

＊松原（1955）によるとVNは44～46　（p，1282）

堀田（196！）によるとHA：5（3｝，HS：10〔D，／112），VN；42“｝，44121（PP．122～123）
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　250．クロウシノシタ　Rh∫πoρめ9％s毎ブ砂o瑠oσ（TEMMINcKet　ScHLEGEL）　（P1・119）

　椎体は一見して三角形に見える。第1・2脊椎は小さい。第1神経棘は前方に突 出して頭骨に接している。第

2・3神経棘は側扁してやや太い。神経・血管両棘は椎体の前端から突出ナる。側突起はなく，腹椎最後の6脊

椎にはうすい円形の血道突起があって大きく下方に伸長する。第1血管棘は先端が前方に轡曲し，基部は左右に

広い。1ateral　apoPhysisは尾椎前部でやや大きい。後神経・血管両穎突起がやや発達する。

　HA；4（21　HS：！0121　CV：43121　VN：5212）

251，イヌノシタ＊Cyπ0930∬μs70伽s顔sGむNTHER（pLll9）

　脊梁の構造はクロウシノシタによく類似するが，相違点は，ID　H　S，C　V，VNが異なる。12｝1ateral

apophysisはよリノ」＼さレ》。

　HA：411〕　HS：11（ll　CV：50m　　VN：6011）

　252ゲ　ン　コ・470ZJ30％3ガnZθ7鰯μ％5（G加THER）（p1・121）

　椎体は一見三角形にみえる。第！脊椎は小さく，その神経棘は頭骨に接している。第2・3神経棘の前縁には
ゴ
薄
板
状 の骨質板がある。神経・血管両棘はいずれも椎体の前端から発している。側突起はなく，腹椎最後σ）6脊

椎には三角状の血道突起があって癒合部先端はわずかに伸長する。尾唯の各椎体側面には1ateral　aPoPhysisが

ある。

　HA＝415）　HS二1015）　CV：43以上15）　VN：52以上［5）

　253．アカシタビラメ＊＊・4γθ3∫soκsゴoy紹γ∫（G苛NTHER）　（pL121）

　脊梁め溝造はクロウシノシタに似るが，相違点は，〔11腹唯にある血道突起はうすいH字状である。121CV・

VNが異なる。

　HA：41n　　HS：10111　CV：461n　　VN二5511｝

　254，チゴダラPhッs∫6％厩s知ヵo痂砺sHILGENDoRF（pL121）

　第1脊椎は大きい。第1神経棘は側扁して大きく，前縁は左右分りし，後縁で癒合している。第5脊樵以後の

腹椎の前神経類突起は板状で大きく上方に突出する。側突起は第4脊椎から起こり，第4脊椎の側突起は直下方

に突出しているが，そのつぎのものは側方に突出し，板状で広く，次第に側下方に向っている。腹椎に血道突起

はなく，最初の血管棘と血道突起は同一脊椎に起こる。尾椎前部の血道弓門は大きい。特に尾椎第1脊椎の血道

弓門は大きく，血管棘は短い棘状となってその下方に突出する。第1－3脊椎の後血管穎突起は太く大きい。上

後頭骨隆起は後上方に鋭くのびて上縁は肥厚し，後縁は第1神経棘の前縁に入りこんでいる。

　HA：！711）　HS：17（1〕　CV：43（n　　VN；59m

　225．キアンコウLoρ雇％s膨％Zoπ（JoRDAN）（PL！21）

　骨格は多孔質である。神経・血管両棘は一般に短い。第1神経棘は大きく上方に突出して頭骨に接している。

第4－9脊椎には，椎体の前後にわたる下縁の隆起がある。最初の血管棘と血道弓門は同一脊椎に起こり，始め

3個の血管棘は椎体に沿って後方に突出する。最後の2個の椎体には中軸隆起線がよく発達している。下尾軸骨

は癒合して1個となり，その後縁中央に1欠刻がある。

　HA；10〔1）　HS：1011｝　CV：18田　　VNl27〔1）

　256，アンコウ五〇ρh♂o写¢％5舘≠‘8’ε7％5（VAHL〉（p1．121）

　第1脊椎は大きく，第2脊椎は極めて小さい。第1神経棘は上方に突出して前縁は頭骨に接している。第4～

6脊椎には，椎体の前後にわたって下方に向う下縁の隆起がある。最初の血管棘と血道弓門は同一脊椎に起こる。

始め4個の血管棘は椎体に沿って後方に突出し，尾椎第5～9脊椎の血管棘は極めて短い。第！6脊椎o）椎体側面

には，側」二方・側下方に突出する2個の骨挫突起がある。尾椎最後の3脊椎には中軸隆起線が発達している。下

＊堀田（1961）によれぱHA：417｝，HS：1117），VN：6115），62U），63U）（P・123）

＊＊堀田（1961）によればHA：416），HS：lq61，VN：50（1｝，5！121（P・123）
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尾軸骨は癒合して1個となり，その後縁中央に1欠刻がある。鮨前神経顧突起が発達して犬きい。

　HA：7田　　HS：7田　　CV：13（O　　VN；19田，
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　　V．脊梁構造の特質に基く検索表（The　key　based　on　the　vertebral　ch＆racters）

　　　　　　　（種名後の数字は図版頁数を示す。）

　　　　　　　　　　　　　　　（The　number　following　the　species　name　shows　plate　number、）

VN　17

　HS　l2
　　HA　1　キタマクラσα螂h∫9αs諺77初躍厩％s（TEMMINcK4ScHLEGEL）　（89）

VN　19
　HS　7
　　HA　7　アソコウLoカh∫o翅％ssθあ9θ7μs（VAHL）　（121）

　HS　8

　　HA　6－7
　　　ar血道突起，第1血管棘基部は特に広いことはない。

　　　　　　　カワハギS陀phσ％oZ9カ∫s　o∫7グh’∫97（TEMMINcK認ScHLEGEL）　（87）

　　　a2一血道突起，第1血管棘基部は板状あるいは葉状で広い。

　　　　b1一側突起は側方に突出し，第1血管棘はやや延長する。

　　　　　　　ウマヅラハギZV4び040犯粥04θs顔s（G廿NTHER）　（89）

　　　　b2一側突起は側下方に突出し，第1血管棘は短く葉状。

　　　　　　　サラサハギN側040π睦θssθ‘」4’郷（G廿NTHER），（89）

　HS　9
　　HA　5－6　ベニカワムキT7毎‘σ％飾04召sσ％o辮σZ％3（TEMMINcK6まScHI、EGEL）　（87）

　HS　l3
　　HA　9　サバフグLσ900ゆhα∫％s伽％万s（BLocH4ScHNEIDER）　（89）

VN　20
　HS　8

　　HA　6～’7

　　　a1一側突起は板状で，上後頭骨隆起は第斗神経辣より高い。

　　　　　　　カワハギS陀，hσπoJθρ∫s　o〃7h∫∫θ7（TEMMlNcK4ScHLEGEL）　（87）

　　　a2一側突起は小さく，上後頭骨隆起は第1神経棘より低い。

　　　　　　　アミメハギR％4σγ物sθ7ご04召s　JoRDAN　g≠FowLER　（87）

　HS　10
　　HA　6　べニカワムキT7毎oα秘ho4θsσπo卿認％s（TE瓢MINcK4ScHLEGEL）　（87）

　HS　13
　　HA　9　サバブグ五σgoo勿hσ」％s顔％σ7∫s（BLocHθ6Sc且NEIDER）　（89）

　HS　15
　　HA　？　ハリセソボン1）∫040％ho∫σ偲嬢h％s　LINN丘　（9！）

VN　21
　HS　g

　　HA　g
　　　ar尾椎の神経・血管両棘は椎体に沿って後方に伸び・前後のものが相接している。

　　　　　　　ヨメゴチCσZ1伽擁o履hツsゴσρo勉‘μs（HouTTuYN）　（71）

　　　　　　　ヤリヌメリCσμ伽γ‘6h緬ys407ツss％s　JoRDAN4FowLER　（71）

　　　　　　　ヌメリゴチCαZ言∫伽y卿％s顔π〆μs　TEMMINcK6≠ScHLEGEL　（71）

　　　　　　　ハタタテヌメリCσπ∫伽y窺％sガσ8’7∫s　JoRDAN初FowLER　（71）

　　　a2一尾椎の神経・血管両棘は上・下後方に伸ぴ，前後のものは分りしている・

　　　　　　　べニテグリSy解h∫70カ％sαZ∫砂63∫s（TEMMINcKθ診ScHLEGEL）　（71）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一45一



　HS　10『

　　HA　7　ヒシダイ・4％’∫80π彪oσカ70s　LowE　（83）

　HS　l3
　　HA　F4　ナシフグF％9％∂θ7鋭∫o％Zσ7∫s7α4毎哲％s（ABE）、（91）

　　　　　　　コモソフグFμ9％ρ06‘〃伽o∫％s（TEMMINcKθ∫ScHLEGEL）　（91）

　HS　l5
　　HA　8　トラフグFκ8％矧扉∫カ6s（TEMMINcKε≠ScHLEGEL）　（91）

VN　22

　HS　9
　　HA　7　セミホゥボゥPσo砂♂oヵ彪％07∫8πめZ∫s（CuvIER切VALENcIENNEs）　（107）

　HS　lO

　　HA　7－8
　　　ar神経・血管両棘の長さは普通で，上後頭骨隆起はやや高く，うすい。

　　　　　　　キソトキダイPγ∫αoσ質≠h％s卿α07σ6σがh％3　CuVIER　（45）

　　　a2一神経・血管両棘は長く，上後頭骨隆起は著しく高くて前縁が肥厚する。

　　　　　　　ヒシダイ　！1n∫∫go％∫σ‘‘zヵ70s　LOWE　　（83）

　　H　A　10　ニザダイ　P7∫oπ％矧s粥∫670Zの躍oオ％s　LAc酌前E　　（85）

　HS　l4
　　HA　8　ヒガソフグF房g％ρσγ4認∫s（TEMMINcK初ScHLEGEL）　（91）

　HS　15
　　HA　9　トラフグFκ9％γ％わ万力θs（TEMMINcKゆScHLEGEL）　（（91）

VN　23

　HS　10
　　HA　8　ニセクロホシフエダイL裾ゴσ％％s∫％∫毎ガα卿郷α（FORSK置L）　（59）

　HS　ll

　　HA　8－10
　　　a1一神経・血管両棘には板状の骨質突起がない。

　　　　　　　クノレマダイ　Psθz‘40ヵ7∫‘zo‘z％渉h％s％∫ヵho％∫％s（Cuv夏ER）　（45）

　　　a2一大部分の神経・血管両棘には板状の骨質突起がある。

　　　　　　　アイゴ溺goπ％s∫μs偲s‘6πs（HOUTTUYN）　（85）

VN　24

　HS　！0
　　HA　7　エボシカサゴEわos彪配6罐87∫（STEINDAcHNER6≠D6DERI、EIN）　（97）

　　HA　8－9　サギフエ1レ勉6707h2卿力hos％s　sooJoク砿（LIN雌）　（17）

　HS　ll
　　HA　6　ツバメコノシロPo砂4α6妙！％sク♂功縛％s（BRoussoNET）　（23）

　　IIA　7

　　　ar血道突起の形はH字状。

　　　　br神経・血管両棘は尾柄部を除き，一般に長い。

　　　　　cr第1血管棘は第2のものとほぼ同長で側扁しない。

　　　　　　dr側突起は第3脊椎から起る。

　　　　　　　カイワリCσγσ砿29μ％」σ　TEMMINcKθ∫ScHLEGEL　（29）

　　　　　　d2一側突起は第4脊椎から起る。

　　　　　　　チカメキソトキP7彪oα雇h％sわoo♪s（ScHNEIDER）　（45）

　　　　　c2一第1血管棘は第2のものより短く，側扁する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一46一



　　　　e1一側突起は第4脊椎に起る。

　　　　チダイEびy％勉sゴσカo痂64　TANAKA　（57）

　　　　e2一側突起は第3脊椎に起る。

　　　　　f1一上後頭骨隆起の先端は尖るも

　　　　　　g1一第2血管棘は側扁する。

　　　　　　　ヘダイ1～hσウ40sαγ9％ssσ7飽（FORSK云L）　（57）

　　　　　g2一第2血管棘は側扁しない。

　　　　　　　キダイTσ伽s伽辮∫∫70％s（TEMMINcK認ScHLEGEL）　（61）

　　　　　f2一上後頭骨隆起の先端は丸い。

　　　　　　　マダイ　σh7yso力砂ツs御σゴoγ　TEMn⊆INcKθ’ScHLEGEL　（59）

　　　c3一第1血管棘の後縁には板状突起がある。

　　　　スダレダイ　1）γ6ヵ‘zπθZo％g5卿απα（BLocH切ScHNEIDER）　（81）

　　b2一神経・血管両棘は一般に短く，部位による長さの変化が少い。

　　　h1一第1－3脊椎の下面に突起物はなく・血道突起は長く下方にのぴる・

　　　　　ヒメコダイ　Chθ∫f40カθ■σσh∫7㈱4珈α6θα（CuvIERθ∫VALENcIENNEs）　（53）

　　　h2一第1－3脊椎の下面に下方に向う1対の突起物があり，血道突起は左右に巾広く，長く下方に

　　　　　のぴない。

　　　　ヒメヤマノカミB7αoh∫γ％sわθZ伽s　JoRDAN切HuBBs　（97）

　a2一血道突起はH’状

　　i1一第3血道弓門の下部癒合部に前方に突出する小突起はなく先端が2分する。

　　　　　ヒノードシ　Po％琵％％s”zσ0706θカhσ3％s　（SAuvAGE）　（95）

　　呈2一第3血道弓門の下部癒合部に前方に突出する小突起があり先端は2分する。

　　　　イズカサゴSoo7餌θ％α露θ％s∫s　JoRDANθ渉STARKs　（95）

　　　　セトミノカサゴPα7砂彪γof3h6陀γπγ％s（BLEEKER）　（97）

　　i3一第3血道弓門の下部癒合部に前方に突出する小突起があり先端まで癒合する。

　　　　シロカサゴS6♂σ伊6hosガゴガθ％3∫3　GむNTHER　（97）

HA　　8

　a1一上後頭骨隆起は極めて高く先端は尖る。

　　b1一腹椎前部の脊椎の椎体側面に肋骨の付着した凹所がない。

　　　c1一第1血管棘は側扁しない。

　　　　d、一腹椎最後の血道突起は葉伏。

　　　　オキヒイラギ五θ∫09％認h％37初％Zo伽3（TEMMINcK誘ScHLEGEL）　（33）

　　　　d2一腹椎最後の血道突起は延長したH字状。

　　　　　ウミヒゴイ　P3θ％4％カ6％9％s6hγ夕soカ」θ％70π（TEMMINcK・4ScHLEGEL）　（39）

　　　c2一第1血管棘は側扁する。

　　　　　e1一第2血管棘も側扁する。

　　　　ヘダイ1～hα配osαγ9麗ssσ7伽（FORSK翫）　（57）

　　　　　e2一第2血管棘は側扁しない。

　　　　　クロダイ　ルfyJ∫o郷σ6γoo召力h認％s（BAsILEwsKY）　（59）

　　b2一腹椎前部の脊椎の椎体側面に肋骨の付着した凹所がある。

　　　f1一側突起・血道突起の下縁は広く丸く，第1血管棘は第2のものより甚だ短い。

　　　　　シぞセトダイ∬σヵα3099矧s配sh∫％oπ夕9づ　SMITH4PopE　（61）

　　　　　ヒゲダイ　E¢カα∫08’6％ッsπ∫9万力∫π％∫s（TEMMINcKゆScHLEGEL）　（61）

　　　f2一側突起・血道突起の下端は広くない。第1血管棘は第2のものよりやや短い。

　　　　　セトダイH砂αZo89πys伽彿oγoπσ‘％s（EYDouxo’SouLEYET）（63）
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a2一上後頭骨隆起は極めて高く，先端は丸味を帯びる。

　g1一第1血管棘は側扁しない。

　　hユー側突起は第5脊椎に起る。

　　　ニセクロホシフエダイ五曜知％％3∫切擁∬σ卿粥σ（FORSKイL）　（59）

　　h2一側突起は第4脊椎に起る。

　　　ウメイロ　Pαγαoα63∫oズα％診h％グμs（BLEEKER）　（59）

　g2一第1血管棘は側扁する。

　　　一マダイ　Chγツsoカh7ヅs解θゴ07TEMMINcK6‘ScHLEGEL一（59）

a3一上後頭骨隆起はやや高く頭骨背面を越え，先端は角形である。

　i1一尾椎の前血管穎突起は鍵状に曲って前下方に長く突出する。

　　jl一第1血管棘は直線的で後下方に突出し，尾柄部の神経・血管両棘は伏して椎体に接する。

　　　k1一血道突起の形はやや円形に近く，Haemal　braceの完成されるのは第12～14脊椎。

　　　ムロアジPgoσカ∫67μs窺％70α4s∫（TEMMINcK認ScHLEGEL）　（29）

　　　k2一血道突起の形はH字状で，Haemal　braceの完成されるのは第16～17脊椎。

　　　・マアジ　T7σoh％7z硲ゴσカoη∫o％s　（TEMMINcK6≠　ScHLEGEL）　（29）

　　j2一第1血管棘は後方へ轡曲し，尾柄部の神経・血管両棘は椎体に接しない。

　　　1エー第1血管棘は普通。

　　　ヒメジU♪θ％θ％s加％sσ3∫（TEMMINcKθ≠ScHLEGEL）　（37）

　　　12一第1血管棘は左右に巾広い。

　　　ヨコヒメジ　Uカ9錫θ％s　s％加∫’≠σ≠％s（TEMMINcK召≠SHLEGEL）　（37）

　　　ミナミヒメジ　Up召η餌s漉∬認％s（FORSK且L）　（39）

　　　アカヒメジハ4％言♂o∫ゴ∫6h云hフsα彿7∫ノ洗z粥粥σ（FoRsK且L）　（39）

　　　オキナヒメジPsθ％4％ρ6ηθ％s　sρπμ7z‘s（BLEEKER）　（39）

　i2一尾椎o）前血管穎突起は下方に長く突出する。

　　　チビキEγ舛h706Zgs30hZ88θ」∫（RlcHARDsoN）　（45）

　i3一尾椎の前血管頼突起は大きく発達しない。

　ml一第1血管棘の穎突起は発達し大きい。

　　　イトヨリダイ！▽6隅ゆ’θ7π3び〃9認％s（HOUTTUYN）（59）

　　　ソコイトヨリハπθ郷∫カオ67％sわσ∫hy6麗3　SNYDER　（61）

　m2一第1血管棘の穎突起は発達しない。

　　　ターマガシラ　Soo彦o♪s∫3∫質67鍛∫s　（TEMMINcK　2’ScHLEGEL）　（65）

a4一上後頭骨隆起はやや高く頭骨背面を越え，先端は丸味を帯びる。

　n1一第1血管棘は太く強固で短い。

　　　ノミノクチEグπθヵhεZ％s∫σ短o（THUNBERG）　（49）

　　　アオハタE汐伽2カh9彪sσ躍oσγα（TEMMINcK6∫　ScHLEGEL）　（49）

　r2一第1血管棘は短いが特に太く強固なことはない。

　　　オオスジハタEρ∫％θカh2伽s彪あ∫σ30∫認％s（TEMMINcK6’ScHLEGEL）　（5！）

　n3一第！血管棘は左右に巾広くうすい。

　　　マノ・タ　Eカ∫πθカh2Z％s　s6力彪郷∫σso∫6≠％3（THuNBERG）　（51）

a5一上後頭骨隆起は頭骨背面を越えない。

　01一腹椎最後の血道突起は弓門以下の部分が広く左右に分りする。

　　P1一血道突起の先端は普通。

　　　q1一第1一・4血管棘はほぼ等長で第5あものより短い。

　　　マトイシモチz4ヵogo勉6h≠h夕soσγ伽‘勧3（CuvIER6∫VALENcIENNEs）　（41）

　　　テソジクダイ・4ク080㎎Z∫％θσ彪3（TEMMINcK切ScHLEGEL）　（43）

　　　q2一第1～4血管棘は次第に長くなるが，’第5のものより短い。

一48一



　　　　　ネンブツダイ14ρ08’oπsθ卿∫Z勉θα彪3　TEMMINcK4ScHLEGEL　（43）

　　　　P2一血道突起の先端は細く尖って弱々しい。

　　　　　テッポウイシモチ∠4カ080％雇eπs∫3　JoRDAN扉SNYDER’（43）

　　02一腹椎最後の血道突起は弓門以下の部分も相癒合し，先端がわづかに2分する。

　　　　　ミノカサゴP飽70∫s　Jπη粥認α　TEMMINcK2‘ScHLEGEL　（95）

　　　　　ノ、づ一ミ　ノ　カーリーゴ　P孟670∫s　σoJ∫≠α％s　（LINN倉）　　（97）

HA　　9

　al一血道突起の形は丸味を帯びたH字状。

　　bl一第1神経棘は側扁するが先端は棘状である。

　　　c1－Haemal　braceの完成されるのは第11脊椎。

　　　　　マルアジDθ‘σ力麺7％s卿σ7％σゴs∫（TEMMINcK6’ScHLEGEL）　（27）

　　　c2－Haemal　braceの完成されるα）は第16～17脊椎。

　　　　　灯アジTγσoh％7％sゴα，oπ∫o％s（TEMMINcK6孟ScHLEGEL）　（29）

　　b2一第1神経棘は側扁して板状となり，先端は角形。

　　　d1一第1血管棘の穎突起はかなり後方に曲っている。

　　　　e1一第1血管棘は後下方に伸長し，第2のものとの間隔は特に広いことはない。Haemal　braceの

　　　　　　完成されるのは第9脊椎。

　　　　　オアカムロ1）β‘αヵ彪7％sグ％∬6言Z∫∫（R廿PPELL）　（27）

　　　　e2一第1血管棘はほぼ直下に伸長し，第2のものとの間隔は広い。Haemal　braceの完成される

　　　　　　α）は第12～14脊椎。

　　　　　クサヤモロ　Pθoσカ’67z‘3郷α070so勉α　BLEEKER　　（29）

　　　d2一第1血管棘の穎突起はわづかに後方に曲っている。Haemal　braceの完成されるのは第12－14

　　　　脊椎。

　　　　ムロアジPgoαρ劫7％3郷μ70α4sf（TEMMINcKε‘ScHLEGEL）　（29）

　a2一血道突起の形はH字状。

　　f1一尾柄部を除く神経・血管両棘は長く，第1血管棘は強大でほぼ直下に伸び，第2～5血管棘の前

　　　面には三角形の骨質板があり，側突起は第4脊椎に起る。上後頭骨隆起は極めて高く，先端は丸味

　　　　を帯びる。

　　　　イトヒキアジ》14‘θ6琵s‘∫JZσ」∫s（BLOCH）　（31）

　　f2一第1血管棘は弓門下部から後方に曲り，棘状突起は直線的に後下方に突出する・第1－3神経棘

　　　後縁に板状突起がある外は神経・血管両棘に附属突起はない。側突起は第5脊椎に起る。上後頭骨

　　　隆起は高く先端は尖る。

　　　　　カソパチS召7∫oZαヵ％ゆ％γαs‘9π3　TEkIMINcK誘ScIILEGEL　（31）

　　f3一神経・血管両棘はいづれもほぼ等長で，第1血管棘は後方にやや轡曲する・側突起は第6脊椎に

　　　　起る。上後頭骨隆起は頭骨背面を越えない。

　　　　　テソジクダイ！珍ogo％Z∫％σ彪s（TEMMINcK6渉ScHLEGEL）　（43）

　　f4一神経・血管両棘は一般に細く，第1血管棘の穎突起は大きく棘状突起は左右に巾広く前面に凹溝

　　　　をなす．側突起は第2脊椎に起り，上後頭骨隆起はやや高い。

　　　　　イトヨリダイ　Z▽θ翅∫力彪7％s∂∫79α彪s（HOUTTUYN）　（59）

　　f5一第1血管棘は多少側扁して後方に攣曲し，第2のものよりやや短い・側突起は第6脊椎に起り，

　　　　その前方3個の椎体側面には肋骨の附着した凹所がある。上後頭骨隆起は極めて高弘先端は尖る。

　　　　　一ヒトダイ　EαραZog6貿ッs初冨670％認％s（EYDQux切SouLEYET）　（63）

HA　10
　al一腹椎最後の脊椎にある血道突起は大きな葉状で，上後頭骨隆起は鋭く高く・上縁が肥厚する。

　　　　　ヒイラギLθ∫08πσ劾％s7¢％酌θZεs（TEMMINcK誘ScHLEGEL）　（33）

　a2一腹椎最後の脊椎にある血道突起は紐状α）三角形で，上後頭骨隆起は角形で前 ヒ方に突出し前縁は分
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　　　岐する。

　　　　　ギソカガミ　』M6犯o粥06％Zα如（BLocH召’ScHNEIDER）　（35）

　a3一腹椎最後の脊椎にある血道突起は三角状に近いH字状で，上後頭骨隆起は上方に突出し，』前縁は著

　　　しく肥厚する。

　　　　　キソチャクダイC加誘040撹oクZ％ss6力陀％彦7∫o，zσ」∫3（TEMMINcK6‘ScHLEGEL）　（83）

HA　ll
　a1一神経・血管両棘の長さは普通で，上後頭骨隆起はやや発達し，先端は丸い。

　　bl一第1血管棘は大いに細く，後方へ大きく轡曲する。その頼突起も中部から後方に曲る。

　　　　　シロァマダイ　β7α％oh∫05躍g％sα7gθ擢σ∫％s（CuvIER切VALENcIENNEs）　（41）

　　b2一第1血管棘はやや細く，僅かに後方へ壇曲する。その穎突起も先端が僅かに後方に曲る程度である・

　　　　　アカアrマダイB7α，zo海∫03≠θ8％sブσρoη∫6％sゴσρoπ∫6％s（HouTTuYN）　（41）

　　　　　キアマダイβγσπoh∫os彪9％sゴαカoπ∫c％sσ％7認μs（KIsHINOUYE）　（41）

　a2一神経・血管両棘は脊梁中部で甚だ長い。上後頭骨隆起は鋭く極めて高く，前縁が肥厚する・

　　　　　ゲソロクダイ　C肋404伽粥04θ3∫μs　TEMMINcK4ScHLEGEL　（85）

IIS　l2

　HA　　8
　　aユー各椎体には紋様があって血道突起の形は三角状。

　　　　　　『アイブリ　S27∫oZ∫％α∫％≠6γ粥04∫σ（TEMMINcK6渉ScHLEGEL）　（3！）

　　a2一各椎体に紋様はなく，血道突起の形はH字状。

　　　　　　ヒゲソリヒゲダイEσρσ‘080％‘ys盟∫∫θ7¢s　RIcHARDSON　　（63）

　HA　lO
　　a1一側突起は第1脊椎から起り，腹椎前部の側突起は極めて大きい。血道突起の形はH字状。

　　　　　　ボラルf％9∫Zo6ρh‘z！％s　LINN倉　（21）

　　a2一側突起は第4脊椎から起り，血道突起の形はほぼ三角状。

　　　　　　ブリS67∫o厩σ％動σ麗7α4宛∫α　TEMMINcKg’ScHLEGEL　（3！）

　HA　12
　　　　　　アカカーマスSカhヅ7α8紹力伽8’μ∫s　G廿NTHER　（21）

　　　　　　ヤマトカマスSヵh夕γσ6％σゴ砂oπ∫oσ　CuvIER4VALENc【ENNEs　（23）

VN　25

　HS　lO
　　HA　　5

　　　al一第1・2脊椎の椎体下面に突起物はない。第3・4神経棘の基部後縁には板状突起があり，側突起

　　　　　は第3脊椎に起る。第1血管棘には2つの弓門があり，下方のものは上方のものよりやや小さい。第

　　　　　1血管棘の穎突起は下方に大きく突出しない。

　　　　　　　テソス1π’∫s琵μ34θσ（TEMMINcK認ScHLEGEL）　（81）

　　　a2一第1・2脊椎の椎体下面には大きな1対の棘状突起がある。側突起は第1脊椎から起る。第1血管

　　　　　棘には2つの弓門があり，下方のものがやや大きい。第1血管棘の穎突起は下方に大きく突出する。

　　　　　　　ブダイ　L召力’os‘αγμsゴσρo勉‘％s（CuvIER4VALENcIENNEs）　（81）

　　HA　　6

　　　a1一腹樵の前神経穎突起は上方に突出して角形であるが前の神経棘には接しない。

　　　　　　　サーリーノハベラPs9μ403αみ7㍑3ゴαカo銘∫‘z‘3（HOUTTUYN）　（79）

　　　a2一腹椎の前神経頼突起は前上方に突出して大きく角形で前の神経棘に接している。

　　　　　　　ホンベラHα3∫‘hoθγθs’θ％％ゆ初雑∫3（G百NTHER）　（79）

　　HA　7　ダルマオコゼE70sσθγosσ（LANGsDoRF）　（101）

　　HA　8　ススキベラノ1nσ卿ρ36s4∫α4θ翅σ麹s　RむPPELL　（79）
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HS　11
HA　6　イボダィPs伽o♪s∫sα牲o獅α協（TEMMINcK4ScHLEGEL）　（35）

HA　7
a1一血道突起の形は三角状。

　　　イボダイ　Psθ雑oカs∫sσπo御σ」σ（TEMMINcK4ScHLEGEL）　（35）

a2一血道突起の形はH字状。

　bl一神経・血管両棘は一般に長く強固。

　　c1一第1血管棘の頼突起はやや大きいが棘状となって分りせず，棘状突起は一部分第2血管棘の前

　　　　面凹溝に入りこんでいる。上後頭骨隆起は巾広い三角形。

　　　イシダイ0ρ∫ε9犯6’hμ3∫σso∫〆％s（TEMMINcK6≠Sc肌EGEL）　（37）

　　c2一第！血管棘の頼突起は大きく棘状となって分りしており，棘状突起は第2のものと重らない。

　　　　上後頭骨隆起は鋭い三角形。

　　　カゴカキダイM記γ06α初h麗s≠7∫8・認％s（CuviER6∫VALENcIENNEs）　（83）

　b2一神経・血管両棘は 一般に短くて細い。

　　d1一第2一・5脊椎の椎体下縁にある1対の板状突起の下端は側外方に曲らないQ』

　　　e1一第1～9血管棘の大きな血道弓門の下部は，第2あるいは第3の小血道弓門がある。

　　　コイチN必θσ認腕∬oγσ（RlcHARDsoN）　（55）

　　　e2一第1－9血管棘の大きな血道弓門の下部にある小孔は，極めて多くの小孔からなる。

　　　クログチ且79夕70so初拐3％苗8（JoRDANθ渉THoMPsoN）　（57）

　　d2一第2～5脊椎の椎体下縁にある1対の板状突起の下端は外側方に曲る。

　　　イシモチ∠47gy70so形勿sα798π∫σ∫z6s（HouTTuYN）　（55）

a3一血道突起の形はHノ状。

　　　カサゴS9如3古∫s側s彿α7卿07α如s（CuvIER　o渉VALENcIENNEs）　（95）

HA　　8

　a1一第4・5脊椎の下面に骨性突起はない。

　　bl一神経・血管両棘は一般に長く強大で，第1血管棘の中央部は第2のものの前面凹溝に入っている。

　　　　　イシダイ　0カZ69％〆h％sメσs6宛勧s（TEMMINcK6‘ScHLEGEL）　（37）

　　　　　イシガキダイ0ρ！69％認h％s力観‘彪’％s（TEMMINcK6渉ScHLEGEL）　（37）

　　b2一神経・血管両棘は一般に短くて細く，第1血管棘は後方に轡曲するが第2のものと重なることは

　　　　ない。

　　　c1一血道突起は左右に巾広いH字状で，第1・2血管棘は左右に巾広い板状。

　　　　　スミクイウオSy％970カsゴ砂o勉o％s（STEINDAcHNER4D6DERLEIN）　（43）

　　　c2一血道突起は下方に延長した細長いH字状で，第1・2血管棘は普通。

　　　　dl一神経・血管両棘は部位による変化が少くほぼ等長で，上後頭骨隆起は頭骨背面をやや越えて上

　　　　　　後方に突出する。

　　　　　ホタルジヤコ140γoカo卿αゴσカo漉o麗郷　G百NTHER（47）

　　　　d2一脊梁中部の神経・血管両棘は長く，尾柄部のものは短い。上後頭骨隆起は頭骨背面を越えて

　　　　　　高く上方に突出する。

　　　　　オオメハタMα♂σ腕σ玩h夕s　g7∫s6πsSTEINDAcHNERゆD6DERLEIN（49）

　a2一第4・5脊椎の下面に，側突起と椎体下面を結ぶ1対の扇状突起があるQ「

　　　　　シマイサキTh27σカo陥oκy7hy鷺oh％s　TEMMINcK2’ScHI、EGEL（65）

HA　9　アカムツ1）じ4θ73θ初毎わ97yoo∫46s（HILGENDoRF）　（49）

HS　12
　HA　8　ッ7】ミダイQ協πσ％σ7伽sゴ砂o痂6％s（STE【NDAcHNER6渉D6DERLEIN）　（47）

　HA　9　シマイサキTh2γ砂o％oズy7hy郷h％3TEA｛MINcKθ∫ScHELGEL（65）
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HS　13
　HA　8　ソコホウボウP彪γγ90館∫8」α加餌∫訂∫6‘σ（TEMMlNcK4ScHLEGEL）　（！07）

　HA　9　二べ2V∫飽σ粥∫‘s％肋7∫∫（JoRDAN初SNYDER）　（55）

HS　14
　HA　12　サッォ　シーマ1‘h’h”s‘oかμs1θ加oた（ScHNEKDER）　（69）

HS　l5
　HA　ll　カワビシヤH∫∫瓦o餌9γ％3妙力％3TEMMINcKθ≠ScELEGEL（47）

VN　26
　HS　10
　　HA　10　ナツハりゴチ∬oμ∫‘配hッs3σ％gs407万∫Cuv【ER切VALENcIE丹NEs（105）

　HS　ll
　　HA　7　ヒレナガカサゴNθos功σs飽s醜≠σ短s　JoRDAN4STARKs（99）

　　HA　　8

　　　a1一血道突起はH字状で第1・2血管棘は左右に巾広くてうすく，先端は後方に曲る。

　　　　　　　∫、ツS60幼70カsわooカs（HouTTuYN）（47）

　　　a2一血道突起はH’状に近いH字状で第1・2血管棘は太い。

　　　　b1一上後頭骨隆起は頭骨背面を越えて上後方に伸長する。

　　　　　c1一側突起は第6脊椎に起る。

　　　　　　　カスミサクラダイS¢yo％σ7αsα∫s％桝σ6JoRDAN6fSEALE（53）

　　　　　c2一側突起は第5脊椎に起る。

　　　　　　　シキシーマハナダイ　Pθγoαn∫h∫αsゴσカo％∫oz‘s（FRANZ）　（55）

　　　　b2一上後頭骨隆起は頭骨背面を越えることはない。

　　　　　　　アズ4／、ナダイZσ」α％オh∫‘zs‘zβμ郷σ？zz¢s（JoRDAN4RlcIIARDsoN）　（53）

　　HA　　9

　　　a】一第1血管棘には大きな頼突起はない。

　　　　b1一血道突起はH字状で，尾柄部の神経・血管両棘は伏して椎体に接近し，上後頭骨隆起は鋭く上方に

　　　　　　突出する。

　　　　　　　イケカツオCho7∫πθ獅％s　o7∫6撹σ」∫s（TEMM【NcK4ScHLEGEL）　（33）

　　　　b2一血道突起はH1状に近いH字状で，尾柄部の神経・血管両棘は伏することなく，上後頭骨隆起は頭

　　　　　　骨背面を越えない。

　　　　　　　アズーマハナダイ　Zα言‘z％♂h∫αsαβμ駕σ，zzφs（JoRDAN以　RIcHARDsoN）　（53）

　　　a2一第1血管棘には大きな薄板状の穎突起がある。

　　　　　　　ヒメノ、ナダイTosσησ犯∫zoα∫SM【TH初popE（53）

　　　　　　　ベンテンハナダイM％謡θ1舜h飾ys87σ6∫」∫3（FRANZ）　（53）

　　HA　lO　ヒメハナダイ　To3α％σ擁ル漉SMITH誘popE（53）

　　HA　ll
　　　a1一上後頭骨隆起は殆ど発達しない。

　　　　　　　スジハゼ1～h∫πogo6∫初sρノ3σ％郷∫（BI、EEKER）　（75）

　　　a2一上後頭骨隆起はやや発達し，うすく・後端は棘状となって上方に突出する。

　　　　b1一側突起に膜状の骨質板がなく，尾椎前部の血道弓門は大きい。

　　　　　　　イトヒキハゼC7yがooθ％翻％s万」∫∫6γ（CuvIERゆVALENcIENNEs）　（75）

　　　　b2一側突起に膜状の骨質板があって，尾樵第1脊樵の血道弓門のみが大きい。

　　　　　　　ヒゲハゼPσγ‘zohα6∫％7∫6h飾ysρoJyηθ”¢‘z（BLEEKER）　（75）

　HS　l2
　　HA　　7

　　　a1一第1脊樵は第2・3のものより大きい。
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　　　　　ヒメオコゼハ4∫犯oz‘s郷oη04α‘∫yZ％s（BLocH4ScHNEIDER）　（99）

　　a2一第1脊椎は特に大きいことはない。

　　　　　ハ牙コゼEッカo伽陀sγ幼γ∫♪’％勉s（TEMMINcK4ScHLEGEL）　（101）

　HA　　8

　　aユー血道突起はH字状。

　　　b・一第1血管棘は太い棘状で，上後頭骨隆起は高い。

　　　　c∫一第7・8脊椎の神経棘は特に短く，尾柄部の神経・血管両棘の先端は普通。

　　　　　エビスダイ　Os琵oh飾ysゴσ♪oπ6‘％s（CuvIER切VALENcIENNEs）　（17）

　　　　c2一第7・8脊椎の神経棘は普通で，尾柄部の神経・血管両棘は側扁して扇状である。

　　　　　アカマツカサM夕7ゆ7∫sま∫s％％74ゴση（FORSKλL）（17）

　　　b2一第1血管棘は左右に巾広くてうすく，上後頭骨隆起は低い・

　　　　　ハチ∠1カZs彪s‘σ■∫η〆％s（BLocHθ≠ScHNEIDER）　（99）

　　a2一血道突起はH’状。

　　　　　ムラソイSθ蝕s≠6sρσohyoのhαZ％3勿ohy‘6ヵhσ伽sTEMM【NcK4ScHLEGEL（93）

　　　　　ホシナシムラソイSθ肋s≠6sヵα6勿09ρhα伽s初g7∫‘伽5（SCHMIDT）　（93）

　　　　　ヨロイメバルS6肱s渉9s　h吻bsf（MATsuBARA）　（93）

　HA　9
　　a1一第1血管棘はやや太く，その前の血道突起は板状で左右犀広い。上後頭骨隆起は高い。

　　　　　メバルS功αs’9s∫％召γ卿∫s　CuvIER6±VALENcIENNEs（93）

　　a2一第1血管棘は左右に巾広くてうすく，その前の血道突起は普通で，上後頭骨隆起は低い。

　　　　　ハチ∠4カ∫3伽s‘αγ珈〆％s（BLocHθ’ScHNEIDER）　（99）

　HA　10　スズメダイChγo伽∫s”彪伽s（TEMMINcKθオScHLEGEL）　（77）

HS　13
　EA　8　ぞツカサウオMoηooθ撹7Jsゴ妙o％∫o％s（HouTTuYN）　（19）

　HA　12　ミシマオコゼU7伽0300ρ％3鉾力o痂o％s　HouTTuYN（69）

HS　14
　EA　l2　アオミシ4σ％認hσ9％s6∫o％9α∫％s（TEMMINcK4ScHLEGEL）　（69）

VN　27
　HS　10
　　HA　10　キアンコウLoカh∫％s膨堀o％（JoRDAN）　（／2！）

　HS　ll
　　HA　6　キュウセソ∬認∫ohoθ79sρoθo∫Joがθ7％s（TEMMINcK認ScHLEGEL）　（81）

　　EA　7
　　　aエー第1血管棘の穎突起は長く下方㌍のぴてその中央から棘状突起が後下方にのぴており先端は2分し

　　　　　ている。第1血管棘には2つの血道弓門がある。

　　　　　　イラChoθ7060παzπ7∫o（JoRDAN認SNYDER）　（79）

　　　a2一第1血管棘の穎突起は発達せず，血道弓門は1個あるいは2個である。

　　　　　　キュウセソEσ」∫‘hoθγ6sヵoθo〃oヵ≠召7％s（TEMMINcK6≠ScHLEGEL）　（81）

　　HA　8　イラCho970δo銘α2那擁o（JoRDAN顔SNYDER）　（79）

　HS　12
　　HA　7　イトォコゼ114痂o％3伽θγ卿∫s　ALcocK（99）

　　HA　　8

　　　a1一血道突起は三角状。

　　　　b1一血道突起および最初数個の血管棘にはやや広い板状突起がある。

　　　　　　オニゴチ0％∫8・oo毎sp蹴osα（TEMMINcK認ScHLEGEL）　（103）

　　　　b2一血道突起および最初数個の血管棘の板状突起は小さい。
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　　　　　　アネサゴチ0擁go9彪挽σ670♂の∫3（BLEEKER）　（103）

　　　a2一血道突起はH字状。

　　　　　　イサキP¢7αカγ∫s≠ゆo卿α≠7∫」勉6θ顔卿（THuNBERG）　（63）

　　HA　9
　　　aユー椎体は普通で血道突起はH字状。

　　　　b1一第1血管棘の穎突起は長く下方にのびる。

　　　　　　イサキPσ貿4ρ7∫舘∫ρo窺σ≠7〃∫％o≠％獅（THUNBERG）　（63）

　　　　b2一第1血管棘の穎突起は発達しない。

　　　　　c1一腹椎および尾椎前部の神経棘は太く，第1血管棘は先端まで癒合し，第2・3血管棘の先端部は

　　　　　　　側扁する。

　　　　　　コショウダイPJ96≠07hyπ‘h％s　o∫％‘∫％3（TEMMINcK6∫ScHLEGEL）　（63）

　　　　　£2一神経棘の太いのは腹椎のみで，第1血管棘の先端は3本に分れ，第2・3血管棘は側扁しない。

　　　　　　コロダイPZ2‘∫07h”‘肋sカ∫o∫％s（THUNBERG）　（65）

　　　a2一唯体は延長形で血道突起は三角状。

　　　　　　アカゴチBθ卿扉σ5ゴ妙o勉oμs　CuvIER6≠VALENcIENNEs（101）

　　HA　10
　　　aコー血管棘は椎体とややはなれて後下方に伸長する。

　　　　　　　メゴチSκ987吻4％s卿θθグ487000グあ（BLEEKER）　（1G3）

　　　a2一血管棘は椎体に沿って後方に突出する。

　　　　　　　トカゲゴチ1πθgo65σゴσρo％∫oσ（TILESlus）　（103）

　　　　　　　イネゴチCo6∫63Zα6γooσ4∫」4（TILES【us）　（103）

　HS　l3
　　HA　9　ウバゴチP47σ加％6γσs伽7勧s（TEMMINcK6≠Sc肌EGEL）　（10！）

　　HA　10　マツバゴチ1～08σ4伽sσsカ6γ（CuvIER認VALENqENNEs）　（103）

VN　28

　HS　ll
　　HA　6　キュウセンHσZ∫oho召7θsカ096∫Z¢∫27μs（TEMMINcK6∫ScHLEGEL）　（81）

　　HA　8　アイトラギスB3〃の70ク36σ％4f解σ‘％♂σ　STEINDAcHNER　（69）

　HS　l3
　　HA　8　オニォコゼ1π励て∫o％sゴ妙o雇‘％s（CuvER6渉VALENclENNEs）　（gg）

　　HA　11　コブダィSg卿∫‘ossy魏％s76渉εo弼α加s（CuvIER2∫VALENcIENNEs）　（79）

VN　29

　HS　l3
　　且A　lO　ギソメダイPo砂溺∫蛎σゴαρo％∫6αSTEINDAcHNER（19）

　HS　l4
　　HA　7　キングチP5餌40ε6宛6％伽4％ohπ7∫6σ（JoRDAN6∫THoMPsoN）　（55）

VN　30

　HS　13
　　HA　8　ゼトウゲイZ8μsゴαカoπ∫6％s　CuvIER6≠VALENcIENNEs　（19）

　　HA　！0　アラ1〉∫カh伽sρ碗03％s　CuvIER6≠VALENcIENN3s（51）

　HS　l4
　　HA　9　トゲカナガシラ五勿躍6≠7∫8・Zαゴo声o雇6σ（BLEEKER）　（105）

VN　31
　HS　！l
　　HA　lO　オニソコホウボウP〃砂≠97yg6♂7∫gめ，鰍Z≠∫o‘θJJ認σMATsuBARA（！07）
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　HS　13
　　HA　8　マトウダイZ6％sゴ砂o擁6％s　CuvIER2’VALENcIENNEs（19）

　　HA　13　ワニギスChσ解力soゴo”s％y68γ∫FRANz（69）

　HS　l4
　　HA　10　カナドL2力躍o渉7∫9彪8伽∫hθ7’HILGENDoRF（105）

　　HA　l4　シイラCoγyカhσ伽σhゆρ％7％s　LINN倉（27）

　HS　工5
　　HA　11　ゴマサバSoo形δ9γ彪力θ痂06θカhαZ％s　BLEEKER（25）

　　　　　　　マサバSoo泌加7ゴ妙o勉6％s　HouTTuYN（25）

VN　32
　HS　ll
　　HA　6　コケビラメC∫≠hσ70∫4θs翅σ礎oJ砂∫4‘’％s　HuBBs（109）

　　HA　8　クラカケギスNθoカθ7‘∫3s8κ∫αs6扱≠α（TEMMINcK6≠ScHLEGEL）　（67）

　　HA　9
　　　a1一第2血管棘の穎突起は不明瞭で，上後頭骨隆起の先端は丸い。

　　　　　　　クラカケギスN80クθ76∫ssθx地so毎≠σ（TEMMINcK説ScHLEGEL）　（67）

　　　a2一第2血管棘の穎突起は明瞭で，上後頭骨隆起の先端はやや尖る。

　　　　　　　ユウダチトラギスNθoρgy6歪sJθ昭翅fσsoづσ如FRANZ（69）

　　HA　10　オキトラギス1Vθoρθ76∫3粥％Z琵∫αs‘づα彪（D6DERLEIN）　（67）

　HS　12
　　HA　9　イゴダカホデリPσ碗罪万9∫α認σ舷（HouTTuYN）　（105）

　HS　15
　　HA　10　ソコカナガシラL砂躍o渉7∫4αα砂ssσ♂∫sJoRDANθ‘STARKs（105）

VN　33
　HS　11～12
　　HA　9～10　カナガシラL2，∫40‘7∫9彪郷∫oγoカ∫θ7αG加rHER（107）

　HS　l4
　　HA　12　灯ハゼ』oαπ’hogoδ伽s∬α漉御α％％s（TEMMINcK2’ScHLEGEL）　（75）

VN　34

　HS　ll
　　HA　6　ウイダルマEπgyヵγos砂o％漉（TANAKA）　（11！）

　　HA　11　アカウオα2πo’γツカ碑6h6η卿∫07069カhα」％s（BLEEKER）　（77）

　HS　l2
　　HA　10　カナガシラL6♪翔o∫7∫91α厩∫館oカ‘θ7αG廿NTHER（107）

　HS　13
　　HA　7　ソコマトウダイZ2％∫o％ゴαカo勉側卿KAMoHARA（21）

　　HA　8　カガミダイZ9％oヵs∫s％功招osα（TEMMINcK顔ScHLEGEL）　（19）

　HS　l4
　　HA　8－9　ぞナガツオPσ卿力％sαγ82配θ％s（EuPHRAsEN）　（35）

　　HA　12－13　マハゼ∠40α雑飾ogoわ∫％sガ卿∫彫σ泓％s（TEMMINcK紺ScHLEGEL）　（75）

　HS　15
　　HA　lO
　　　al一側突起は第3脊椎に起り極めて大きく，血道突起はH字状。

　　　　　　　ユウダチタカノハσo短∫s’∫％sg％4擁oo7π∫s（G廿NTHER）　（67）

　　　a2一側突起は第5脊椎に起り大きくなく，血道突起は三角状。

　　　　　　　ホウボウChθZ∫40，z‘oh疏ツ3ゐ％那％（LEssoN認GARNoT）　（105）
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　　HA　11　ホウボウCh6言躍o％∫oh焼y3た刎擁（LEssoN窃GARNoT）　（105）

　IIS　20
　　HA　l1　クロシビカ々スP7ゆn灘雇6h飾夕5ヵγo翅6’h6π3（¢uvIER）　（25）

　　　　　　　　カゴ’カーマスRθ∫θσso1σπ47∫（CUVIER）　（25）

　HS　21
　　HA　l1　カゴ’カーマスRθ％6α30彪％4ガ（CuvIER）　（25）

VN　35

　HS　ll
　　HA　8　タマガソゾウビラメPs餌407ho規わ％sρθ雇oカh∫肋♂翅％3G廿NTHER（109）

　HS　13
　　HA　7剛8　カガミダイZ6％oρs∫s％わ揚osσ（TEMMINcKθ≠ScHLEGEL）　（19）

　　HA　l3　メイタガレイPZθ％70痂o碗hys607％％≠那s（TEMMINcK部ScHLEGEL）　（113）

　HS　14
　　HA　14　コモチジャコC加6彪7∫oh地ys30∫∫3≠∫銘s　JoRDAN窃SNYDER（77）

　　　　　　　アカハゼCh‘z郎％γ∫‘hオhy5hθκσπ召襯σ　BLEEKER（77）

　HS　15
　　HA　10　タカノハダイσo厩づ3あ％3βoπ認πs（CuvIER幻VALENcIENNEs）　（65）

　　　　　　　　ミギマキσoπ∫∫3琵％s3θδ7σ（D6DERLEIN）　（67）

　　HA　l1　ミギマキσo勉∫s渉伽s26わ7σ（D6DERLEIN）　（67）

　HS　l8
　　HA　16　スズキL認θo地扉¢κゴ砂o勉6％s（CuvIER）　（49）

　HS　23～24

　　HA　15　キスSπ彪80s∫hα粥α（FoRs試L）　（57）

VN　36

　HS　9
　　HA　4　ササウシノシター壬16置2γo漉鐸’97∫3ゴ妙o痂o％s（TEMMINcK6渉Sc肌EGEL）　（117）

　HS　ll
　　HA　5　トビササウシノシタ！1sθ7α98・o惚s加加％3∫s（STEINDAcHNER）　（117）

　　HA　8　タマガソゾウビラメP52％40疏o・”蝕sカ9％’oカh疏αZ泌％3G面NTHER（109）

　HS　13
　　HA　！3　メイタガレイPZ6麗70雇oh地ツ300γ％協μs（TEMMINcK6’ScHi、EGEL）　（113）

　HS　l5～16
　　HA　！5｝16　ウミタナゴ1万旅9解α紹粥郷∫π漉∫BLEEKER（77）

　HS　18
　　HA　16　スズキ加オθo♂の7砺ゴのo勉o％s（CuvIER）　（49）

VN　37

　HS　ll
　　HA　8　タマガソゾウビラメ。Ps9％ゴ07ho那わ％sカθ勉oカλ≠hα」肥％s　G廿NTHER（109）

　IIS　l3～14

　　HA　13～！4　メイタガレイPZ餌70π’6h劾ys607箆麗πs（TEMM【NcK認ScHLEGEL）　（113）

　HS　l6
　　HA　16　ウミタナゴPZ≠7θ溺α如那蝦勉6雇BLEEKER（77）

VN　38
　HS　11
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　　HA　5　トビササウシノシタノ1sθ耀89046s勘oゐ伽3∫3（STEINDAcHNER）　（！17）

　　HA　8　タマガソゾソビラメPsθ％407ho規ゐ％sカ9％≠oカh孟hαZ郷％s　G廿NTHER（109）

　　HA　10　ガソゾウビラメP36％づoγhδ勉蝕so∫肋4郷・㎝召％s（TEMMINcK6∫ScHLEGEL）　（103）

　HS　12
　　HA　8　ヒラメPσ7認∫碗疏y30Z∫oσ6餌s（TEMMINcK郎ScHLEGEL）　（109）

　　HA　！2　一マコガレィL∫粥伽4σッo勘ohの％θ（G廿NTHER）　（115）

　　　　　　　イシガレイK灘6∫％s扉ooZoグ碗％s（BAsILEwsKY）　（115）

　IIS　13
　　HA　13　メイタガレイP泥％70痂oh≠hツsoo7％撹％s（TEMMINcKθ’ScHLEGEL）　（113）

　HS　17
　　HA　17　ウミタナゴPJ館θ，％α渉θ｝％卿伽o勧BLEEKER（77）

VN　39

　11S　ll
　　HA　5　イィジマゲルマガレィPsg≠琵πα∫ガ翅漉（∫oRDAN誘STARKs）　（111）

　HS　21
　　HA　21　マルソウダノ掘蛎s彪力2∫πoso珊αBLEEKER（23）

VN　40

　HS　！l
　　HA　6　カワラガレイPo80∫Zoクsθ∫≠σカZ∫％’h％s（JoRDAN誘STARKs）　（ll5）

　HS　12
　　HA　！2　ツキノワガレイSの”σ万soμsノσカoπ∫6％s　IくAMoHARA（117）

VN　41

　HS　21
　　HA　l2　カツオK厩s麗ωoπ％sカθ彪勉∫s（LIN雌）　（23）

VN　42

　HS　27
　　HA　27　ヒメH∫勉θゴαカoπ∫6σ（G“NTHER）　（5）

VN　43

　HS　12
　　HA　10　ムシガレイEoカsθ”σ97∫8・07ゴ2”∫（HERzENsTEIN）　（113）

VN　44

　HS　12
　　HA　7　ナガダルマガレイA7πogJoss％3据％％∫s　G廿NTHER（111）

　　HA　lO　ムシガレイEoρsg”σ87∫go”θω∫（1｛ERzENsTEIN）　（113）

　HS　23
　　HA　！5　サッパHσ惚η9％Zσz％πα3∫（BLEEKER）　（3）

　HS　27
　　H　A　27　カタクチイワシE％9γσ揚∫sゴ妙o痂oα（HouTTuYN）　（3）

VN　45
　HS　19～20
　　HA　l9～20　アオメエソσhlo70カh∫hσ」解％sα晒認70∬∫s　JoRDAN6’SNYDER（5）

　HS　25
　　HA　12　ノ、ガツオSσγ4σ07∫6π’αZ∫3（TEMMINcKθ孟ScHLEGEL）　（23）
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　　HA　23　トウゴロゥィワシ、4ZJσ％≠’α尻66たθ7∫（GONTHER）　（21）

　HS　26
　　HA　l2　ハガツオSαグ4α07露％彪」∫s（TEMMINcK6置SGHLEGEL）　（23）

　　HA　23　トウゴロウイワシ。4∫」α％オ砲配6醜67∫（G旨NTHER）　（21）

　IIS　27
　　HA　27　カタクチイワシE％8γα招お知♪o勉cα（HouTTuYN）　（3）

VN46
　HS　20
　　HA　20　アオメエソC扉070力雇hα3郷％sα防説703sおJoRDAN碗SNYDER（5）

　HS　26
　　HA　24　i・ウゴロウイワシ∠4JZσ％6≠彪扉θo舵7∫（G廿NTHER）　（21）

VN　47

　HS　lO
　　HA　5　シマウシノシタZ6酔∫σs2のγα（BLocH認ScHNEIDER）　（119）

　HS　32
　　HA　32　1・ビウオPγ09痂6h飾ys4goo（TEMMINcK窃ScHLEGEL）　（15）

　HS　34
　　HA　26　キビナゴSヵ7σ≠θZJo∫4θsゴ妙o％∫‘％s（HouTTuYN）　（1）

VN　48

　HS　10
　　HA　5　シマウシノシタZ6扉毎s2θ67α（BLocH6’ScHNEIDER）　（119）

　lIS　25
　　HA　l5　コノシロKoηos〃％3餌％o飽如s（TEMMINcK6≠ScHLEG肌）　（1）

　HS　34

　　HA　27
　　　a1一尾椎後方の神経・血管両棘の先端は側扁する。

　　　　　　　キビナゴSカγσ≠4Zo∫42sゴσカoπ∫6％s（Hou1TUYN）　（1）

　　　a2一尾椎後方の神経・血管両棘の先端は側扁しない。

　　　　　　　ニギスル86観％sθ而∫σs62α渉αK【SHIN・UYE（5）

　HS　40
　　HA　40　一マエソSα％”4σ襯40sgμα粥∫5（RlcHARDsoN）　（7）

VN　49

　HS　22～23
　　HA　14紺16　サワラS60窺わ670％07％3η∫帥o％伽s（CuvIERゆVALENcIENNEs）　（25）

　IIS　25～26
　　HA　l6　コノシロK伽os∫7％sρ観‘彪伽s（TEMMINcKθ’Sc肌EGEL）　（1）

　HS　30
　　HA　20　マイワシ5σ74∫％oカ3郷4伽o訂∫o’α（TEMMINcK6歩ScIILEGEL）　（1）

VN　50

　HS　23
　　HA　16　サワラS‘o解加70辮07％s弼力ho初％3（CuvIERθ’VALENcIENNEs）　（25）

　HS　30
　　HA　20　マイワシSσ74∫％oρ3彿6Zθnos渉∫6’α（TEMMINcK切ScHLEGEL）　（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一58一



VN　51

　HS
　　HA

　HS
　　HA

VN　52

　HS
　　HA

　HS
　　HA

　HS
　　HA

VN　53

　11S
　　HA

　IIS
　　HA

　HS
　　HA

VN　54

　11S
　　IIA

　HS
　　HA

　IIS
　　EA

　HS
　　HA

　HS
　　HA

　HS
　　HA

VN
　HS
　　HA

　HS
　　HA

　HS
　　HA

　IIS
　　HA

　HS

　12

　　5　ヤリガレイLα60ρs∫σπ060」σ’‘z　FRANZ（113）

　2！

　　14～15　アイナメH9ズ497σ％卿030’召庖∫JoRDAN6云STARKs（101）

　10

　　4　クロウシノシタRh∫”がσ9％s∫αゴσカoπ∫oσ（TEMMINcK以ScHLEGEL）　（119）

　12

　　6ヤリガレイ∠卿ラ3伽66。Z伽FRANZ（113）

　43

　　43　ワニエソSα％万4σ≠％郷屍♂（BLOCH）　（9）

　16

　　14　ゴ’ソズイPZ擁osz‘3α銘9㍑∫3♂α7∫s（LAC宜P竜DE）　（9）

　29

　　29　タイワソイカナゴE解加Z∫6h≠hy3伽∫’s醜μ7∫∫（JoRDAN誘EvERMANN）　（73）

　35

　　17　ウルメイワシE飲％卿θ％3獅記γoカ％3（TEMMINcK磁ScHLEGEL）　（1）

　14

　　14　アシロ　0’oρh∫‘」∫μ卿α3〃o　JoRDAN　o≠　Fowl．ER（75）

　15－16

　　13－15　ゴ’ソズイPJo置os％sα雑gz拓∫」α7∫3（LAc直pEDE）　（9）

　23

　　16　ヒラ　1Z’shσ6Jolzgα∫‘z（BENNETT）　（3）

　35～36

　　17～18　ウルメイワシE館％彿θ％s，解∫070ρ％s（TEMMINcKθ’ScHLEGEL）　（1）

　43

　　43　ネズミギスσo％o貿h鈎碑％sα勧γθ痂σ伽s　TEMM困cK6’ScHLEGEL（3）

　47

　　47　チョウチョウエソSy％04％3卿α6γoρsTANAKA（7）

　　　　オ’キエソ　Tγσo雇％066ヵhα」％s彿夕oヵs（SCHNEIDER）　（17）

55

　10

　　4　一アカシタビラメ、476」∫so冨3ゴoyπθ7∫（G哲NTHER）　（119）

　14～15

　　14～15　ヨロイイタチウオHoμoδ70顔Zσσγ％σ地（TEMM【NcK認ScHLEGEL）　（73）

　36～39

　　18　ウルメイワシEケ％郷6％s”¢∫070カμs（TEMMINcK2’ScHLEGEL）　（1）

　42

　　42　ネズミギスCoπ07hツπohπsα667θ毎σ伽3TEMMINcK誘Sc肌EGEL（3）

　47

HA 47　オキェソTγ召6雇”06ρh認％s拠夕oρ3（ScHNEIDER）　（7）
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　　　　　　　スナエソSツπo伽s　f％50％s　TANAKA（7）

　HS　48
　　HA　48　スナエーソSy犯04％s∫％3‘％3TANAKA（7）

VN　56
　HS　14
　　HA　14　ヨロイイタチウオHoがo扉o‘％彪σ7郷σ彪（TEMMINcKθ∫ScHLEGEL）　（73）

VN　58
　HS　41
　　HA　41　サヨリHθ卿〃σ郷力h％s　sσゴ07∫（TEMMINcK説ScHLEGEL）　（15）

　HS　50
　　HA　50　トカゲエソSσ％γ躍α9Z伽g雄σ（TEMMINcK窃Sc肌EGEL）　（9）

VN　59

　HS　！7
　　HA　17　チゴダラPhツs∫o招μ3ゴ4ρo痂o％s　H亘LGENDoRF（121）

　IIS　50－51
　　HA　50｝5！　トカゲエソS4％擁4α40ngσ如（TEMMINcK誘ScHLEGEL）　（9）

VN　60

　HS　！l
　　HA　4　イヌノシタCy％09∫03s％sγo伽5伽忌GむNTEER（12！）

　HS　42
　　HA　42　サヨリπ6魏∫7σ卿力h％ssαゴo湾（TEMMINcK認ScHLEGEL）　（15）

　IIS　51一ゾ52

　　HA　51解52　トカゲエソS碑γ躍σθJoπ9説σ（TEMMINcK誘Sc肌EGEL）P（9）

VN　61

　HS　41
　　HA　37　イカナゴA郷卿04〆θ3力卯3伽σ伽s　GIRARD（73）

　　HA　41　アユP1θ‘08∫o∬μ3α’云∫％♂∫s　TEMMINcK初ScHLEGEL（5）

VN　62

　HS　l3
　　HA　13　アカタチ146σ魏hoo9カo♂σ腔％sθπs飽鰯∫（TEMMINcK切Sc肌EGEL）　（41）

　HS　41
　　HA　41　アユPZ2‘og♂03s％5α！‘掬6‘∫3TEMMINcK6∫ScHLEGEL（5）

　HS　42
　　HA　36　イカナゴ。4獅卿04舛θsρ0730π認％s　GIRARD（73）

VN　64

　HS　56
　　HA　56　アカエソSツ錫04％5びσ7紹9σ伽3（LA盃P壱DE）　（7）

VN　66

　HS　40
　　HA　40　サンマCoZolσ房s3漉γσ（BREvooRT）　（15）

VN　84

　HS　55
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　　HA　55　ダッz4魂8渤θsα銘4s♂o卿2μα（CuvIERg‘VALENcIENNEs）　（13）・

VN　86
　HS　4
　　HA　4　ギソポEπ647毎sπ功％～os％ε（TEMMINcKθ≠ScHLEGEL）　（73）

　HS　56
　　HA　56　ダッ。4扉召ππθsσ，3σ3∫o粥4！σ（CuvIER認VALENcIENNEs）　（13）

VN　87
　HS　66
　　HA59　アカヤガラFfs劾如7宛ρε≠∫粥露LAc帥怠DE（17）

VN　90
　HS　59
　　HA　59　ハマダッ146Zε％％s扉σ％s（CuvIERのY触ENcIENNEs）　（15）

VN　115

　HS　53
　　HA　53　ハシナガアナゴ0κ夕oo％8θγZ9ρ∫08・πσ≠h％s　BLEEKER（11）

VN　125

　益S40
　　HA　40　ギソアナゴ1～hツπoho6ツ螂6σ”s’70蜘∫πys翻o伽∫（JoRDANθ‘SNYDER）　（11）

VN　141

　HS　64
　　HA　63　ウツボG！ツ粥πo’ho7‘z∬雇4σ勘o（TEMMINcK認ScHLEGEL）　（13）

VN　142～143

　HS　52～54
　　HA　52～54　4アナゴ／1s≠7000％g9グ辮ッ万σ甜6グ（BREvooRT）　（9）

VN　151～154

　HS　67－68
　　HA67－68　ハモM％7α伽θ30κo’％召7餌3（FoRsK、L）　（11）

VN、155以上

　HS　39
　　HA　39　タチウオTγ」‘h伽7祝s亮ρ顔γ％5LINN倉（27）
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W　脊梁の一部から検索するための索引

　　　　　　　（The　key　based　o血the　part　of　vertebral　column）

i一魚種名による脊椎骨数索引

　　　　　　（Key　of　vertebral　number　by　species）

ii一脊椎骨数（VN）による魚種名索引

　　　　　　（Key　based　on　vertebral　number）

ii』尾椎骨数（CV）による魚種名索引

　　　　　　（Key　based　on　caudal　vertebral　number）

iV一第1椎体から第一血管棘の起こる椎体までの脊椎骨数（H　S）による魚種名索引

　　　　　　（Key　based　on　the　vertebral　number，from　atlas　to　the　vertebra　on　whichしhe且rst

　　　　　　　haemal　spine　occurs）

V一第1椎体から第1血道弓門の起こる椎体までの脊椎骨数（HA）による魚種名索引

　　　　　　（Key　based　on　the　vertebral　number，frbm　atlas　to　the　vertebra　on　which　the　Hrst

　　　　　　　haemal　arch　occurs）
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W－i魚種名による脊椎骨数索引
　　　　（The　key　of　vertebral　number　by　species．）

・　尾椎後方破損
＊＊　complex・bascket

VN CV HS HA
血道突 資　料 頁　数

VN CV HS HA
血道突 資　料 頁　数

起の形個体数記載陣 起の形個体数言己載陣

プ　ィ　ゴ
アイトラギス
ア　イ　ナ　メ
フ　イ　ブ　リ
ア　オ　ハ　タ
アオ　叉　シマ
了オメ　エソ
アカア4ダイ
ア　カ　ウ　オ
γ　カ　エ　ソ

アカカマス
ア　カ　ゴ　チ
アカシタビラメ
ア　カ　タ　チ
ア　カ　ハ　ゼ

アカヒメジ
アカマヅカサ
ア　カ　ム　ツ

アカヤガラ
ア　　シ　　ロ
アズマハナダイ

アネサゴ チ

アミ　メハギ
ア　　　　ユ
ア　　　　 フ

ア　ソ　コ　ウ
イイジマダルマガレイ

イ　カ　ナ　ゴ

イケカツオ
イゴダカホデ’リ

イ　　サ　　キ
イ覧シガキダイ

イシガレイ
イ　シ　ダ　イ
イ　シ　モ　チ

イズカサゴ
イ　トオコゼ
イトヒキアジ
イトヒキノ、ゼ
イトヨリダイ
イ　ヌ ノ シタ
イ　ネ　ゴ　チ
イ　ボ　ダ　イ
イ　　　　 ラ

ウイダル々
ウ　　ツ　　ボ
ウ　バ　ゴ　チ
ウ　マ　　ヅ　　ラ　ハ　　ギ

ウ ミ　タナゴ
ウミドジョウ
ウミ　ヒゴイ
ウ　メ　イ　ロ

ウルメイワシ
エビスダイ
エボシカサゴ
オアカムロ
オオスジハタ
オオ　メ　ハ　タ

オ　キ　エ　ソ
オキトラギス
オキナヒメジ
オキヒイラギ
オニオコゼ

　23
　28
　51
　24
　24
　26
45～46

　24
　34
　64
　24
　27
　55
　62
　35
　24
　26
　25
　87
　54
　26
　27
　20
61～62

　30
　19
　39
61’｝62

　26
　32
　27
　25
　38
　25
　25
　24
　27
　24
　26
　24
　60
　27
　25
　27
　34
　14！

　27
　19
36～38

48以上＊

　24
　24
53～55

　26
　24
　24
　24
　25
54～55

　32
　24
　24
　28

　13　　　11　　　10，H（変形）

　18　 11　　8　△
　31　　　　　21　　14～15　　　　H

　l3　12　 8　△
　14　 11　　8　H
　！3　 14　 12　△
26－27　　19刃20　　19一’20

14

24

9
B
l6

46

50

22

14

15

15

22

41

16

16

13

21～22
18

－13

29

2↓

！6

21

16

15

27

15

1．5

14

16

14

16

14

50

16

15

17

24

78

15

12

　ll　　ll
　ll　　l1
　56　 56

　12　　12
　12　9「△
　10　　4　H
　13　　13
　14　　14
　11　　8　H
　l2　　8　H
　11　　9　H
　66　 59　△
　14　　14
　11　　8～9　H（H’）

　12　　8　△
　8　　6　△
　41　　41
　13　 10　H
　7　　7
　11　　5　△
41～42　　36～37　　　　△

　11　　9　H
　12　　9　△
　12　8～9　H
　l1　　8　H
　！2　 12

　！1　7～3　H
　ll　　7　H
　11　　7　H〆
　12　　7　△’

　11　　9　H
　11　　11
　11　8～9　H
　l1　　　4△（丸形）

　12　 10　△
　11　6～7　△
　ll　7～8　H
　l1　 6　△
　64　63　△
　13　 9　H
　8　6～7　△

21～22　　15～17　　15－917

35以上・　　14　　14

　14　　11　　8
　14　　11　　8
17～20　　35・～39　　17～18

15

15

！4

14

15

8～9

22

14

14

16

12

！0

11

11

11

47

11

11

11

13

8
7
9
8
8
47

10

8
8
8

H
H
H
H
H
H（丸形）

H
H

H
H
H
△’

4
1
7
1
1
1
3
2
1
1
3
4
1
3
6
2
1
2
1
1
2
1
1
3
1
1
2
2
1
3
9
1
1
6
12

！

2
2
3
2
1
6
7
6
2
1
1
5
5
1
2
2
7
4
！

2
1
4
2
2
1
3
8

33

27

38

17

22

28

8
19

30

8
1、3

38

43

19

30

18

12

21

！！

29

23

39

34

8
22

43

41

29

17

39

26

18

42

18

24

36

37

16

30

25

43

39

17

31

41

10

38

34

30

29

19

25

7
12

37

16

22

21

9
27

18

17

37

85

69

101

31

49

69

5
4！

77

7
21

101

119

41

77

39

17

49

17

75

53

103

87

5
51

121

111

73

33

105

63

37

115

37

55

95

99

31

75

59

121

103

35

79

111

13

101

89

77

73

39

59

1
⊥7

97

27

51

49

7
67

39

33

99

シロ　カサゴ
シ　ロ　グ　チ
ス　ジ　ハ　 ゼ

ス　　ズ　　キ
ス　ス キベラ
スズメ　ダイ
スダレダイ
ス　ナ　エ　ソ
スぐクイウオ
セ　ト　ダ　イ
セトミノカサゴ
セミホウボウ
ソコイトヨリ
ソコカナガシラ
ソコホウボウ
ソコーマトウダイ

タイワンイカナゴ

タカノハダイ
タ　チ　ウ　オ
ダ　　　

ド
ツ

タぞガシラ
タ々ガソゾウビラメ

ダルマオコゼ
チカメキソトキ
チ　ゴ　ダ　ラ
チ　　ダ　　イ
チ　　ビ　　キ
チョウチョウエソ

ツキノワガレイ
ツノ雪メコノ1シロ

ツ　ボ　ダ　イ
テッポウイシモチ

テソジクダイ
テ　　ソ　　ス
トウゴロウイワシ

ト　カゲエソ
ト カゲゴチ
トゲカナガシラ
ト　ビ　ウ　オ
トビササウシノシタ

トラウツボ
ト　ラ　フ　グ
ナガダノレマガレイ

ナ　シ　フ　グ
ナツハリゴチ
ニ　　ギ　　ス
ニ　ザ　ダ　イ
ニセクロホシフエダイ

ー　　　　　　　　ベ

ヌ　メ　リ　ゴチ

ネ　ズ　ツ　ポ

ネズぐギス
ネソブヅダイ
ノ　ミ　ノ　クチ

ハ　オ　コ　ゼ
ハ　ガ　ヅ　オ
ハシナガアナゴ
ハタタテヌメリ
ハ　　　　　チ
ハナミノカサゴ
ハ　マ　ダ　ヅ
ノ、　　　　　　モ

ハリセンボソ

　24　
14

　25　
15

　26　　16
35飼36　　18御19

　25　　16
　26　

15

　24　 14

　55　8～9
　25　 15

　24　 14

　24　 14

　22　 14

　24　 14

　32　 18

　25　 13

　34　 22

　53　 25

　35　 21

155以上＊117以上＊

84～86　　30～31

　24　
！4

35－3825－28

　25　 16

　24　 14

　59　 43

　24　 ！4

　24　 14

　54　　8
　40　 29

　24　 14

　25　 14

　24　 14

　24　　14
　25　　16
45～46　　20～21

58～60　　　9－10

　27　
16

　30　
17

　47　
16

36～38　　26一’28

119以上＊61以上＊

21～22　7－8

　44　
33

　21　　g
　26　

17

　48　
15

　22　
13

23～24　 14

　25　
！3

　21　
13

　21　
13

54～5512－！4

　24　
14

　24　
14

　26　
15

　4520～21
　115　 63

　21　
13

　26　
15

　24　
14

　90　
32

！5！～15485～87

　20　　6

11　　7
11　　7
1！　　11
18　 16

10　　8
12　 10

11　　7
47～48　　47～48

1正　　8
11　8～9
11　　7

9　　7
11　　8
］、5　　10

13　　8
！3　　7
29　 29

15　　10
39　 39

55一・56　　55～・56

11　　8
11　　8
10　　7
11　　7
17　 17

11　　7
11　　8
47　　47
12　　12
11　　6
12　　8
11　　8
11　8～9
10　　5

25一㌧・26　　23～・24

50＾一52　　50一’52

12

14

32

1！

59

15

12

13

10

34

10

10～11

　13
　9
　9
42～43

　11
　11
　12
25～26

　53
　9
　12
　！1
　59
67～68

　15

10

　9
32

　5
58

8～9

　7

　4
10

27

10

　8

　9

　9

　9

42～43

　8

　8

　7

12

53

　9

8～9

　8
59

67一・68

　？

H’　　1
H　　12

　　　2

H　　4
H　　l
H　　l
H　　1
　　　2

H　　2
H　　7
H’　　2
△’　　2

H　　1’
△
　
　 1

△　　1
△　　l

　　　l

H　　2
　　　1
　　　2

H　　2
△　　8、
H’　　1

H　　l，
　　　1

H　　3
H　　2
　　　1．
　　　1

H　　2
H　　l
H　　l
H　　9
H　　8
H　　3
　　11
△　　1
△　　2

　　　1
△　 2

△　　1
△　　3
△　　1
△　　1

　　　2

H　　l
　　　l
H　　2
H　　l
　　　2
　　　2
　　　2

H　　5
H　　2
△’　　1
△　　3

　　　1
　　　1

H　　5
且　　1

　　　1
　　　3
？　　1

37

24

30

21

31

31

32

9
20

26

37

40

25

40

40

13

29

27

15

10

26

41

38

20

43

24

20

9
42

13

21

19

19

32

13

9
39

40

11

42

！0

35

41

35

39

8
33

25

23

28

28

8
19

22

38

13

工0

29

37

36

11

10

35

・97

55

75

49η’

79

77

81

7
43

63

97

107

61

105

107

21

73

65

27

13

65

109

101

45

121

57

45

7
117F

23

47

43

43

81

21

9
103

105

15

117

13

91

111

91

105

5
85

59

55

71

71

3
43

49

101

23

11

71

99

97

15

！1

91



オ　　　ニ　　　ゴ　　　チ
27 16 12 8 △ 1 38 103 ヒ　　イ　　ラ　　ギ 24 14 1！ 10 H（葉状） 5 1 33

オニソコホウボウ
31 21 11 10

△ 1 40 107 ヒ　　　オ　　　ド　　シ 24 14 ll 7 H’ 1 36 95

カ　　イ　　ワ　　リ 24 14 1／ 7 H 4 16 29 ヒ　ガ　　ソ　ブ　グ 22 9 14 8 △ 2 35 9
カ　ガ　　ミ　ダ　イ 34～35 22－23 13 7～8 △（側扁） 3 1．2 19 ヒゲソリヒゲダイ 24 13 12 8 H 2 26 63

カ　ケハ　シハ　タ ？＊ ？串 11 8 H 1 22 51 ヒ　　ゲ　　ダ　　イ 24 14 ll 8 H 1 26 61
カ　ゴ　カ　キ　ダ　イ 25 15 ・ll 7 H 2 32 83 ヒ　　　ゲ　　　ハ　　　ゼ 26 16 ll 11 6 30 75

カ　　ゴ　カ　ぞ　　ス 34 14～15 20～21 11
△ 3 15 25 ヒ　　シ　　ダ　　イ 21～22 12～13

10 7 H 2 33 83

カ　　　　サ　　　　ゴ 25 15 11 7 Hl 4 36 95 ヒ　　　　　　　　　　メ 42 16 27 27 ！ 8 5

カスミサクラダイ 26 16 ll 8 H（H’） 4 23 53 ヒ　　メ　　オ　　コ　　ゼ 26 15 12 7 △’ 7 37 99

カ　タ　クチイ　ワ　シ 44～45 18～19 27 27 3 7 3 ヒ　メ　コ　ダ　イ 24 14 11 7 H 6 22 53

カ　　　　ツ　　　　オ 4L 2！ 21 12 c・b纏 2 14 23 ヒ　　　　メ　　　　ジ 24 14『 11 8 H 5 18 37

カ　ナ　ガ　シ　ラ 33－34 22－23 ll－12 9～10 △ 3 40 107 ヒ　メ　ハナ　ダ　イ 26 16 11
9－10 H 4 23 53

カ　　　　ナ　　　　ド 31 18 14 10
△ 1 40 105 ヒ　メ　ヤ4　ノ　カ　ミ 24 14 ll 7 H ！ 36 97

カ　　ワ　　／、　　ギ 19～20 12－13 8 6 △ 9 34 87 　　　　一ヒ　　　　　　　　　　　フ 54 32 23 16 H 2 7 3
カ　　ワ　　ビ　　シ　ヤ 25 11 15 ll H 1 21 47 ヒ　　ラ　　サ　　バ 3！ 17 15 11

△ 1 14 25

カ　ワ　ラ　ガ　レ　イ 40 30 11 6 △ 1 42 115 ヒ　　　　ラ　　　　メ 38 27 12 8 H 2 40 ！09

ガソゾウビラメ
38 28 11 10

△ 1 41 1．09 ヒ　レナガカサゴ 26 16 11 7 H 1 37 99

カ　　　ソ　　パ　　　チ 24 14 1／ 9 E 1 17 31 ブ　　　　ダ　　　　イ 25 16 10 5 H 1 32 8

キ　ア　4　ダ　イ
24 14 1／ 11 3 19 41 ブ　　　　　　　　　リ 24 13 12 10 △ 4 16 31

キ　ア　ソ　コ　ウ
27 18 10 lq 1 43 121 ヘ　　　　ダ　　　　イ 24 14 11 7～・8 H 2 24 57

キ　　　　　　　　　　ス
35 12～13 23～24 15 H 9 24 57 ベ　ニ　カ　ワ　ム　キ 19－20 11 9～10 5～6 H 3 33 87

キ　　　　ダ　　　イ 24 14 11 7 H 1 25 6／ ベ　ニ　テ　グ　　リ 21 13 9 9 3 29 7！

キ　　タ　4　　ク　　ラ 17 6 12 1 △（側扁） 2 34 89 ベソテソハナダイ 26 16 11 9 H 3 23 53

キ　　ビ　　ナ　　ゴ 47＾48 14～15 34 26～27 H 2 7 1 ホ　　ウ　　ボ　　ウ 34 20 15
10－ll △ 2 39 105

キ　　ュ　ウ　セ　　ソ 27～28 17～18 1／ 6～7 且 9 32 8／ ホシナシムラソイ 26 15 12 8 Hノ 1 36 93

ギ　　ソ　ア　ナ　　ゴ ！25 86 40 40 1 10 11 ホ　タ　ル　ジ　ャ　コ 25 15 11 8 H 1 20 47

ギ　ソ　カ　ガ　　ミ 24 14 1！ 10 △ 3 17 35 　　　　’ポ　　　　　　　　　　フ 24 13 12 10 H 1 13 21

キ　　ソ　　グ　　チ 29 16 14 7 H 1 23 55 　　　　一ホ　　　ソ　　　ベ　　　フ 25 16 10 6 H 1 32 79

キンチャ　ク　ダイ 24 14 11 10 H（変形） 4 33 83 マ　　　　ア　　　　ジ 24 14 ll 8～・9 H（丸形） 5 16 29

キ　ソ　ト　キ　ダ　イ 22 13 10 7～8 H 3 20 45 マ　　ア　　ナ　　ゴ 142一’143 91～92 52～54 52－54 4 9 9

ギ　　　　ソ　　　　ポ 86 83 4 4 1 29 73 マ　　イ　　ワ　　シ 49～50 20（’21 30 20 H 3 7

ギ　ソ　メ　ダ　イ 29 17 13 10 H 3 12 19 一マ　　　　エ　　　　　ソ 48 9 40 40 1 9 7

ク　サ　　ヤ　　モ　　ロ 24 14 ！1 9 H（丸形） 4 16 29 灯　一コ　ガ　　レ　イ 38 27 12 12 2 42 115

ク　ラ　カ　ケ　ギ　ス 32 22 11 8～9 H 8 27 67 ぞ　　　　サ　　　　バ 31 17 15 11 △ 工
14 25

ク　ル　ぞ　ダ　イ 23 13 1／ 8 H 3 20 45 マ　　　　ダ　　　　イ 24 14 11 7～・8 H 10 25 59

ク　ロ　ウ　シ　ノ　シ　タ 　52 43 、．工0 　4 △（丸形〉 2 ．43、 119 ゴ　ツ　カ　サ　ウ　オ 26 14 13
r
　8 △

1、 12 19

ク　　ロ　　グ　　チ 25 15 11 7 H 4 24 57 一マ　　ツ　　バ　　ゴ　　チ 27 15 13 10 △ 1 39 103

ク　ロ　シビカマス 34 15 20 11
△ 3 15 25 マ　ト　イ　シ　モ　チ 24 14 ！1 8 H 4 ！9 4

ク　　ロ　　ダ　　イ 24 14 1！ 8 H 3 25 59 マ　　ト　ウ　ダ　イ 30－31 18～19 13 8 △（側扁） 6 12 19

ゲ　　　　ソ　　　　コ 52以上・ 43以上＊ 10 4 △ 5 43 12！ く　ナ　　ガ　ツ　オ 34 21 14 8～’9 △ 5 18 35’

ゲ　ソ　ロ　ク　ダ　イ 24 14 11 11 3 33 85 マ　　　　　ハ　　　　　ゼ 33～34 20～21 14 12－13 H 6 30 75

コ　　　　イ　　　　チ 25 15 11 7 H 4 24 55 マ　　　　ハ　　　　タ 24 14 11 8 H 3 22 5
コ　　ケ　　ビ　　ラ　　メ 32 22 11 6 △ 2 40 109 マ　　ル　　ア　　ジ 24 14 11 9 H（丸形） 2 工5 27

コ　シ　ョ　ウ　ダ　イ 27 16 12 9 H 4 26 63 マ　　ル　　サ　　バ 31 17 15 11 △ 4 14 25

コ　　　ノ　　　シ　　　ロ 48～49 24～25 25－26 15－16 H 8 7 1
』 マ　ル　ソ　ウ　ダ 39 19 21 21 1 14 23

コ　　ブ　　ダ　　イ 28 16 13 11 H 1 31 79 ミ　　ギ　　マ　　キ 35 2！ 15 10国11 H 2 27 67

ゴ　　　マ　　　サ　　　バ 31 17 15 ll △ 4 14 25 ミ　シ　4　オ　コ　ゼ 26 14 13 12 △ 3 28 69

コ　モ　チ　ジ　ャ　　コ 35 22 14 14 1 30 77 ミ　ナ　ミ　ヒ　メ　ジ 24 14 11 8 H 1 ！8 39

コ　モ　ソ　フ　グ 21 9 13 4 △ 3 35 91 ミ　　ノ　　カ　サ　　ゴ 24 14 11 8 H 3 36 95

コ　　ロ　　ダ　　イ 27 16 12 9 H 1 26 65 ム　シ　ガ　　レ　イ 43～44 32～33 12 10 H 3 41 113

ゴ　　ソ　　ズ　　イ 53～54 38’）40 15～16 13～15 H 4 9 9 ム　　　　　　　　　　ツ 26 16 11 8 H 1 20 47

サ　　ギ　　フ　　エ 24 15 10 8～9 E 3 12 17 ム　　ラ　　ソ　　イ 26 15 12 8 H’
ユ． 35 93

ササウ　シノ　シタ 36 28 9 4 △ 1 42 117 ム　　ロ　　ア　　ジ 24 14 11 8～9 H（丸形） 6 16 29

　　　　’サ　サ　ノ　ハ　ベ　フ 25 16 10 6 H ！ 31 79 メ　イ　タ　ガ　レ　イ 35～・38 23～・26 13～・14 13～！4 6 41 1！3

サ　ヅ　オ　ミ　シ　マ 25 12 14 12
△ 2 28 69 メ　　　　ゴ　　　　チ 27 16 ］2 10 ム 2 39 103

サ　　　　ッ　　　　パ 44 22 23 15 H 3 7 3 メ　　　　バ　　　　ル 26 15 12 9 H 3 35 93

サ　　バ　　フ　　グ 19～20 7－8 13 9 △ 3 34 89 ヤ　マ　ト　カ　ぞ　ス 24 13 12 12 2 13 23

サ　　　　　ヨ　　　　　リ 58一’60 18～19 41～42 41～42 2 ll 15 ヤ　　リ　ガ　　レ　イ 51～52 40－41 12 5～6 △ 2 4！ 113

サ　　ラ　サ　　ハ　　ギ 19 12 8 6 △（従扁） 3 34 89 ヤ　　リ　　ヌ　　メ　　リ 21 13 9 9 1 28 71

サ　　　　ワ　　　　ラ 49・～50 27－28 22～23 14～16 △
12 15 25 ユウダチタカノハ 34 20 15 10 H 1． 27 67

サ　　　　ン　　　　マ 66 27 40 40 1 11 15 ユウダチトラギス 32 22 11 9 H 2 27 69

シ　　　　イ　　　　ラ 31 18 14 14 2 15 27 ヨ　　コ　　ヒ　　メ　　ジ 24 14 1！ 8 H ，1 ］．8 37

シキシマハナダイ 26 16 11 8 H（Hノ） 1 23 55 ヨ　　　メ　　　ゴ　　　チ 21 13 9 9 ！ 28 71

シ　マ　　イ　サ　　キ 25 14～15 11～12 8～9 R 3 27 65 ヨロイイタチウオ 55～56 4／～43 14～15 14－15 4 29 73

シマウ　シノ　シタ 47～48 38～39 10 5 △ 2 42 ll9 ヨ　ロ　イ　メ　バ　ル 26 15 12 8 H’ 1 36 93

シ　マ　セ　ト　ダ　イ 24 14 11 8 E 3 25 61 ワ　　　ニ　　　エ　　　ソ 52 1（） 43 43 1 9 9

シ　ロ　ア　マ　ダ　イ 24 14 11 1！ 3 19 411ワ　ニ　ギ　ス 31 19 13 13 2 28 69
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W－iiVNによる魚種名索引
　　　（Key　based　on　vertebral　nulnber）

＊＊　complex－bascket

VN

17

19

19一・20

20

21

21～22

22

23

23～24

　24

CV

6
1．2

　13
7一’8

　11
L2～13

　6
　13
　9

13

7～8

12’》13

　9
　13

！4

！3

14

13

14

HS

12

8

　7
L3

9～！0

　8
15

　8
13

9

15

1、O

l4

10

9
11

10’一11

　！2

／！

HA

／

6
6～7

7
9
5～6

6
？

6
4

9

8～9

7
8
7～8
10

7
8
10

8
8

10

12

6
7

7～8

8

血道突

起の形

△

△（従扁）

△

△

H
△

？

△

△

△

△

H
△

E

△’

H
H（変形）

H
△

H
H、

△

H
H
H
H
H
H
H
H’

H／

H
H／

Hl

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
旺

H
H
H
H
H
H
H
H
H

種 名

キタマクラ
サラサハギ
ウマヅラハギ
ア　ソコ　ウ
サバ フ　グ

ベニカワムキ
カ　ワ ハギ
ハリセンボン
アミメハギ
ナ　シ　フ　グ

コモンフグ
ヨ　メ　ゴ’　チ

ヤリヌメリ
ヌメリゴ’チ
ハタタテヌメリ

ベニテグリ
ト　ラ　フ　グ
ヒ　シ　ダ イ

ヒガソフグ
キントキダイ

ニザダイ
セミホウボウ
クルマダイ
ア　 イ　 ゴ

ニセクロホシフエダイ

ア イ　ブ　リ
ヒゲソリヒゲダイ

ボ　　　 ラ

ブ　　　リ
アカカマス
ヤマトカゼス
ヅノ弍メコノ・シロ
カ ィ　ワ　リ

チカメキントキ

ヒメコダイ
チ　ダ　イ
キ　ダ　イ
スダレダイ
ヒ　オ　ド　シ

イズカサゴ
ヒメヤマノカミ
セトミノカサゴ
シロカサゴ’
ヘ　ダ　イ
マ　ダ　イ
オキヒイラギ
ヒ　 メ　 ジ

ョコヒメジ
ミナミヒメジ
アカヒメジ
オキナヒメジ
ウミヒゴイ
マトイシモチ
テッポウイシモチ

ネソブツダイ
チ　ビ　キ
ノミノクチ
アオハタオ　オ　ス　ジ　ハ　　タ

マ　 ハ　 タ

ク

ロダイ
ウ　メ　イ　ロ
ソコイトr口

頁　数
記載
34

34

34

43

34

33

34

35

34

35

35

28

28

28

29

29

35

33

35

20

33

40

20

33

25

17

26

↓3

16

13

13

13

16

20

22

24

25

32

36

36

36

37

37

24

25

17

18

18

18

18

18

！9

19

19

19

20

22

22

22

22

25

25

25

図，版

89

89

89

121

89

87

87

91

87

91

91

71

71

71

71

71

91

83

91

45

85

107

45

85

59

31

63

21

31

21

23

23

29

45

53

57

61

81

95

95

97

97

97

57

59

33

37

37

39

39

39

39

4！

43

43

45

49

49

51

51

59

59

61

VN

26

27

27～28

　28

29

30

30～・31

　31

32

33～34

34

34－35

　35

35～36

35～38

36

CV

16

17

15

16

　17
　18
17～！8

　16

　18
　16
　17
　17
　18
18－19

　17

18

1．9

21

18

21

22

20～21

22〔・23

14～15

　15
　20

21

22

24

22～・23

12・一！3

　21

22

18～19

23～26

25～28

　28

HS

11

！0

13

12

11

10

！1

13

！1

14

／3

工4

13

13

15

！4

！3

11

15

／2

11

14

ll～12

20～21

　20
　15

14

13

1！

　！3
23’》24

　！5

14

　18
13＾44

　11
　9

HA

8～9

9

9～10
11

10

9
10

7
8

8－9

9

10

7～8
10

6・一7

8
11

8
7
10

9
10

8
11

10

14

13

10

10

9
6

8～・9

9
10

12～13

9－10

　11
　11
　10
！0～11

8～9

　7
　6
　11
7・一8

　15
　10
10・一11

　14

　16
13’｝14

　8
　4

血道突

起の形

H（H1）

E
H
H

H
△

ムノ

ム

ム

H
H
H
△

△

△

△

H

H
△’

H
△

H
H
△

E
△（側扁）

△

△

△

△

△

△

△

H
H
H
H
△

△

△

H
△

△

△

△

△（側扁）

H
H
H

H

△

△

種　名

アズマハナダィ

イケカツオ
ベソテソハナダイ

ヒメハナダイ
ス　ジ　ハ　ゼ
イトヒキハゼ
ヒ　ゲ　ハ　ゼ
ナツハリゴチ
ウ　バ　ゴ　チ

マヅバゴチ
イトオコゼ
オ　ニ　ゴ’　チ

アネサゴチ
イ　サ　 キ

コショウダイ
コ　ロ　ダイ
ア　カ　ゴ チ

メ　 ゴ　 チ

トカゲゴチ
イ　ネゴチ
イ　　　ラ
キアソコウ
キュウセン
オニオコゼ
コ　ブ　ダイ
アイトラギス
キ　ン　グ　チ

ギソメダイ
トゲカナガシラ

ア　　　 ラ

ぐトウダイ
ゴ　マ　サ　バ
マ　 サ　 バ

カ　 ナ　 ド

シ　 イ　 ラ

ワ　ニ　ギ　ス
オニソコホウオミウ

ソコカナガシラ
イ　ゴ　ダ　カ　ホ　デ　リ

コケビラメ
クラカケギス
ユウダチトラギス

オキトラギス
マ　　ハ　　ゼ
カづ一ガシラ
カゴカマス
クロシビカーマス
ユウダチ・タカノノ、

ホ　ウ　ボ　ウ

マナガツオ
ソコーマトウダイ

ウイダルマ
ア　カ　ウ　オ

カガミダイ
キ　　　　ス
タカノハダイ
ミ　ギ　ーで　キ

コモチジヤコ
ア　カ　ハ　ゼ
ス　 ズ　 キ’

メイタガレイ
タマガソゾウビラメ

→十一｝1－rロノシノシろく

頁　数
記載
23

17

23

23

30

30

30

39

38

39

37

38

39

26

26

26

38

39

39

39

31

43

32

37

31

27

23

12

40

22

12

14

14

40

15

28

40

40

39

40

27

27

27

30

40

15

！5

27

39

18

！3

41

30

12

24

27

27

30

30

2！

41

41

42

図版

53

33

53

53

75

75

75

105

101

103

99

103

103

63

63

65

101

103

！03

103

79

121

81

99

79

69

55

19

105

51

19

25

25

！05

27

69

107

105

105

109

67

69

67

75

107

25

25

67

105

35・

21

111

77

19

57

65

67

77

77

49

1！3

109

117



H シ　マ　セ　ト　ダ　イ 25 61 36～・38 21～22 15～17 15・一17 ウ　ミ　タ　ナ　ゴ 30 77
且
ヒ　　ゲ　　ダ　　イ 26 61 26～28 11 5 △ トビササウシノシタ 42 117

E タ　マ　　ガ　　シ　　ラ 26 65 38 27 12 8 H ヒ　　　　ラ　　　　メ 40 ！09

H ミ　ノ　　カ　　サ　　ゴ 36 95 12 マ　　コ　ガ　　レ　イ 42 115
H
ハナミ　ノ　カサゴ 36 97 イ　　シ　ガ　　レ　イ 42 115

8～9 H（丸形）
ム　　ロ　　ア　　ジ 16 29 28 11 10

△ ガソゾウ　ビラメ 41 109

H（丸形）
マ　　　　ア　　　　ジ 16 29 39 19 21 21 マ　ル　ソ　ウ　ダ 14 23

H
テ　ン　ジ　ク　ダ　イ ！9 43 29 11 5 △ イイジ4ダルマガレイ 41 111

H 、イ　トヨ　リ　ダ　ィ 25 59 40 29 ！2 12 ツキ　ノ　ワガレイ 42 117
H
セ　　ト　　ダ　　イ 26 63 30 11 6 △ カ　ワ　ラ　ガ　レ　イ 42 115

9 H（丸形）
マ　　ル　　ア　　ジ 15 27 4！ 21 2！ 12

C・B精 カ　　　　ツ　　　　オ 14 23
H（丸形） オ　ア　　カ　ム　　ロ 16 27 42 ！6 27 27 ヒ　　　　　　　　　　メ 8 5
H（丸形） ク　サ　　ヤ　　モ　　ロ 16 29 43～・44 32～33 12 10 H　， ム　　シ　ガ　　レ　イ 41 ll3
H
イ　ト　ヒ　キ　ア　ジ 16 31 44 22 23 15 H サ　　　　　ッ　　　　パ 7 3

H
カ　　ン　　パ　　チ 17 31 33 12 7 △ ナガダルマガレイ 4！ 111

10
H（葉状）

ヒ　　イ　　ラ　　ギ 17 33 44～45 ！8～19 27 27 カ　タ　クチイ　ワ　シ 7 3
△ ギ　　ン　カ　ガ　　ミ 17 35 45 20～21 25－26 12

△ ハ　　　ガ　　ツ　　オ 13 23

！1

H（変形）
キンチャ　ク　ダイ 33 83 45～46 20～21 25－26 23～24 H トウゴロウイワシ 13 21

シ　ロ　ア　マ　ダ　イ 19 41 26～27 ！9，一20 19～20 ア　オ　メ　エ　ソ 8 5
ア　カ　ア　マ　ダ　イ 19 41 47 ！6 32 32 ト　　ビ　　ウ　　オ 11 15

キ　ア　で　　ダ　イ 19 4！ 47～48 14・～15 34 26～27 H キ　　ビ　　ナ　　ゴ 7 1
ゲ　ソ　ロ　ク　ダ　イ 33 85 38－39 10 5 △ シマウシノ　シタ、 42 119

15 10 7 H エ　ボ　シ　カ　サ　ゴ 37 97 48 9 40 40
マ　　　　エ　　　　ソ 9 7

8～9 H サ　　ギ　　フ　　エ 1．2 17 15 34 27 H ニ　　　　ギ　　　　ス 　　8〕 5
25 11 15 11 E カ　　ワ　　ビ　　シ　ヤ 21 47 48以上 35以上 14 14 ウ　ミ　ド　ジ　ョ　ウ 29 73

12 14 12 △ サ　ツ　オ　ミ　シ　マ 28 69 48～49 24～25 25～26 15－16 H コ　　　ノ　　　・シ　　　ロ 7 1
13 13 8 △ ソ　コ　ホ　ウ　ボ　ウ 40 107 49・一50 20～21 30 20 H マ　　イ　　ワ　　シ 7 1

9 H 二　　　　　　　　　　　　　　　　　べ 23 55 27～28 22～23 14～・16 △ サ　　　　　ワ　　　　ラ 15 25

！4 12 8 H ツ　　ボ　　ダ　　イ
21 47 51 31 21 14～15 H ア　　イ　　ナ　　メ・ 38 101

14～1．5 11’一12 8～・9 H シ　マ　　イ　サ　　キ 27 65 51～52 40～41 12 5．～6 △ ヤ　　リ　ガ　　レ　イ 41 113

15 11 6～・7 △ イ　　ボ　　ダ　　イ 17 35 52 10 43 43 ワ　　　ニ　　　エ　　　ソ 9 9
7 H コ　　　　イ　　　　チ

24 55 43 ！0 4 △（丸形） ク　ロ　ウ　シノ　シタ 43 1！9

H イ　　シ　　モ　　チ 24 55 52以上 43以上 10 4 △ ゲ　　　　ソ　　　　コ 43 121

R ク　　ロ　　グ　　チ
24 57 53 25 29 29 タイワソイカナゴ 29 73一

－

il カ ゴ カ． キ グ イ ＿　β2 83。 53盤54 38里40 L5＿！6二．43噌》ユ5 H ゴ 　 ソ 一ズ 一イ 9 9ユ
Rノ カ　　　　サ　　　　ゴ 36 95 53～55 17～20 35～39 17－18 H ウ　ル　メ　イ　ワ　シ 7 1

7一’8 R イ　　シ　　ダ　　イ 18 37 54 8 47 47 チョウチョウエソ 9 7
8 H イ　シ　ガ　キ　ダ　イ 18 37 32 23 ！6 H 　　　　　一ヒ　　　　　　　　　　　フ 7 3
H ス　ミ　ク　イ　ウ　オ

20 43 41 14 14 ア　　　　シ　　　　ロ 29 75

H ホ　タ　ル　ジ　ャ　コ
20 47 54－55 8～9 47 47 オ　　キ　　エ　　　ソ 9 7

H オ　　オ　　メ　ハ　　タ
21 49 12～14 42～43 42～43 ネ　ズ　ミ　ギ　ス 8 3

9 H ア　　カ　　ム　　ツ
21 49 55 8、一9 47・一48 47’一48 ス　　ナ　　エ　　ソ 9 7

16 10 5 H ブ　　　　ダ　　　　イ 32 8玉 46 10 4 H アカシタ　ビラ　メ 43 119

H r
フー　　　　　ソ　　　　　　ス

32 81 55～・56 41～43 14～15 14～15 ヨロイイタチウオ 29 73

6 E サ　サ　ノ　ハ　ベ　ラ
31 79 58～・60 9～10 50・一・52 50～52 ト　カ　　ゲ　　エ　　ソ 9 9

E ホ　　ソ　　ベ　　　ラ
32 79 18～19 41～42 41＾42 サ　　　　ヨ　　　　リ 11 15

7 Hノ ダル　マ　オ　コ　ゼ 38 10！ 59 43 17 ！7 チ　　ゴ　　ダ　　ラ 43 121

8 H ス　　ス　　キ　　ベ　　ラ 31 79 60 50 11 4 △（丸形） イ　　ヌ　　ノ　シ　　タ 43 121

26 13 14 12 △ ア　オ　　ミ　シ　々
28 69 61～52 21 4！～42 36・一37 △ イ　　カ　　ナ　　ゴ 29 73

14 13 8 △、 4　ツ　カ　サ　ウ　オ
12 ！9 21～22 41 41 ア　　　　　　　　ユ 8 5

12 △ 、　シ　マ　オ　コ　ゼ
28 69 62 50 13 13 ア　　カ　　タ　　チ 19 41

15 12 7 △’
ヒ　　メ　　オ　　コ　　ゼ 37 99 64 9 56 56 ア　　カ　　エ　　ソ 8 7

△’
ハ　　　オ　　　コ　　　ゼ 38 101 66 27 40 40 サ　　　　ソ　　　　ぞ 11 15

8 H エ　ビ　ス　ダ　イ 12 17 84～86 30～31 55～56 55紺56 ダ　　　　　　　　ヅ 10 13

R ア　カ　マ　ツ　カ　サ 12 17 86 83 4 4 ギ　　　　ソ　　　　ポ 29 73

Hノ
ム　　ラ　　ソ　　イ

35 93 87 22 66 59
△ ア　カ　ヤ　ガ　ラ 11 17

Rノ

ホシナシムラソイ
36 93 90 32 59 59 ハ　　ぞ　　ダ　　ヅ 11 工5

H’
ヨ　ロ　イ　メ　バ　ル 36 93 115 63 53 53 ハシナガアナゴ 10 11

8～9 H ハ　　　　　　　　　　チ
37 99 119以上 61以上 59 58

△ ト　ラ　ウ　　ヅ　ボ 10 13

9 H メ　　　　バ　　　　ル
35 93 125 86 40 40 ギ　ン　ア　ナ　ゴ 10 11

10 H ス　ズ　メ　ダ　イ 31 77 141 78 64 63
△ ウ　　　　ツ　　　　ボ 10 13

16 11 7 H ヒ　レナガカサゴ 37 99 142～143 91～g2 52伊54 52・一54 マ　　ア　　ナ　　ゴ 9 9
8 H ム　　　　　　　　　　ツ

20 47 151～！54 85～87 67飼68 67～68 ノ、　　　　　　　　　　　　モ 10 11

H（H’） カスミサクラダイ 23 53 155以上 117以上 39 39 タ　　チ　　ウ　　オ 15 27

E（H’） シキシマハナダイ 23 55

一65一



W－iiiCVによる魚種名索引
　　　（Key　based　on　caudal　vertebral　number）

串＊　complex－bascket

CV VN HS HA
血道突

起の形
種　　　　名

頁　　　数
CV VN HS HA

血道突1

種　　　　名
頁　　　数

記載　　図版 起の形 記劃臨
　6　　17　　12　　1△（側扁）

　　20　15　？　p
7～819＾“20　13　9△
　21～22　　　　　15　　　　8～9　　　　△

　8　54　47　47
8～9　　54－55　　　　　　47　　　　　　47

　　55　　47～48　　47－48

　9　21　13　 4　△
　　　　　　　　△
　　22　14　　8　△
　　48　40　40
　　64　56　56
9飼10　　58～60　　50～52　　50一・52

　10　　　　　　52　　　　　　43　　　　　　43

　1119～209～・105～6H
　　25　15　1！　H
　12　　　19　　　8　　　6△（従扁）

　　　　　　6～7　△
　　25　14　12　△
1．2～13　　19～20　　　　　　　8　　　　　　　6　　　　△

　　21～22　　　　　10　　　　　　7　　　　H

　　3523～・24　15H
12～14　　54～・55　　42～43　　42－43

　13　19　 7　 7

　　20　 8　 6　△
　　21　　9　 9

22　　　　　　10　　　　7～8　　　　H

　　10　10
23　11　8　H
　　　lQH（変形）
24　12　 8　△
　　　　　H
　　　lO　H
　　　　　△

25　13

　　26　！4
14　22　 9
　23～24　　10～11

　　24　11

12

8
9
12

7
8
6
7

7～・8

8

△

H
△

△’

H
H
H
H
H
H
H
H
H〆

H！

H
H〆

H’

H
H
H
H
H
H

キタマクラ
ハリセソボソ
サ　バ　フ　グ
ト　ラ　フ　グ
チ3ウチョウエソ

オ　キ　エ　ソ
ス　ナ　エ　ソ
ナ　シ　フ　グ

コモソフグ
ヒガソフグ
マ　　エ　　ソ
ア　カ　エ　ソ

トカゲエソ
ワ　ニ　エ　ソ
ベニカワムキ
カワビシヤ
サラサハギ
ウマヅラハギ
サヅオミシマ
カ　ワ　ハ　ギ
ヒ　シ　ダ　イ

キ　　　　ス
ネズミギス
ア　ン　コ　ウ

アミメハギ
ヨ　メ　ゴ　チ
ヤリ　ヌメ　リ
ヌ メ　リ　ゴチ
ハタタテヌメリ

ベニテグリ
キントキダイ
ニ　ザ　ダ　イ
クノレーマダイ
ア　 イ　 ゴ

ア　イ　ブ　リ
ヒゲソリヒゲダイ

ボ　　　　ラ
ブ　　　　リ
アカカマス
ヤマトカマフ、
ソコホウボウ
ニ　　　　　　　ベ

アオミシマ
セミホウボウ
ニセクロホシフエダイ

ツノ『メコノシロ

カ　イ　ワ　リ
チカメキントキ

ヒメコダイ
チ　 ダ　 イ

キ　 ダ　 イ

スダレダイ
ヒ　オ　ド　シ

イズカサゴ
ヒメヤマノカミ
セトミノカーリーゴ

シロ　カーザコ“

ヘ　 ダ　 イ

マ　 ダ　 イ

オキヒイラギ
ヒ　　メ　　ジ

ョコヒメジ
ミナミヒメジ

34　89
35　91
34　89
35　91

9　7
9　7
9　7
35　91
35　91
35　91

9　7
8　7
9　9
9　9
33　87
21　47
34　89
34　89
28　69
34　87
33　83
24　57

8　3
43121
34　87
28　7！

28　71
28　71．

29　71
29　71
20　45
33　85
20　45
33　85
17　31
26　63
13　21
16　31
13　21
13　23
40107
23　55
28　69
40！07
25　59
13　23
16　29
20　45
22　53
24　57
25　61．

32　81
36　95
36　95
36　97
37　97
37　97
24　57
25 59

17　33
18　37
1837
18 39

15　　　　　26　　　　　12　　　　　10　　　　H

　　27　13　 9　E
　　　　　lO　△
　　34　20　11　△
　　48　34　27　H
16　　　　　　25　　　　　　10　　　　　　　5　　　　11

　　　　　　　H
　　　　　　6　H
　　　　　　　H
　　　　　　7　H1
　　　　　　8　H
　　26　！1　 7　H
　　　　　　8　H

　H（H’）
　H（H’）
8～9　　H（H’）

　9　H
　　H9～10　H
11

　　27　12　 7　△’

　　　　　　8　△
　　　　　　　　△
　　　　　　8～9　H
　　　　　　9　H
　　　　　　　　II
　　　　　　　　△
　　　　　　10　△
　　　　　　　　△
　　　　　　　　△
　　28　13　 8　△’

　　　　　　11　H
　　29　14　 7　H
　　42　27　27
　　47　32　32
　！7　　26　　10　　10
　　27　　　　　11　　　　7～8　　　　正［

　　29　13　10　H
　　30　14　 9　△
　　31　15　11　△
　　　　　　　　△
17～1827～28　　11　6～7　E［
17西20　　53～55　　35～39　　17飼18　　　　H

　18　　　　　　27　　　　　　10　　　　　　10

　　28　11　　8　△
　　30　13　10　H
　　31　14　10　△
　　　　　　14
　　32　15　！0　△
18－1930・一31　　13　　8△（側扁）

　　35～36　18　16H
　　44～45　　　　　　27　　　　　　27

　　58～6041～424ト42
　19　　31　　13　　13

　　39　21　21
　20　　34　　15　　10　H
　　　　　10～11　△
20～2133，＿34　1412～！3　H

　　4525’一26　12　△
　　45．＿4625～2623－24H
　　49～5Q　30　20　H

スズメダイ
ウ　バ　ゴ　チ
ーマツバゴチ
クロシビカーマス

ニ　　ギ　　ス
テ　　ソ　　ス
ブ　 ダ　 イ

ササノハベラ
ホ　ソ　ベ　ラ
ダ’　ノレ　　マ　　オ　　コ　　 ゼ

ススキベラ
ヒレナガカサゴ
ム　　　　 ツ

カスミサクラダイ』

シキシマハナダイ

アズマハナダイ

イケカツオ
ベソテソハナダイ

ヒメノ、ナダイ
ス　ジ　ハ　ゼ
イトヒキハゼ
ヒ　ゲ　ハ　ゼ
イ トオコゼ
オ　ニ　ゴ　チ
アネサゴ’チ
イ　 サ　 キ

コ・ショウダイ
コ　ロ　ダ　イ
ア　カ’ゴ　チ
メ　　ゴ’　　チ

トカゲゴチ
イ　ネ　ゴ チ

オニオコゼ
コ　ブ　ダ　イ
キ　ン　グ　チ

ヒ　　　　メ
ト　ビ　ウ　オ

ナツハリゴチ
イ　　　　ラ
ギソメダイ
トゲカナガシラ
ゴ　マ　サ　バ
マ　 サ　 バ

キュウセソ
ウノレメイワシ

キアソコウ
アイトラギス
ア　　　　ラ
カ　 ナ　　ド
シ　 イ　　ラ
ソコカナ’ガシラ

マトウダイ
ス　 ズ　 キ

カタクチイワシ
サ　　ヨ　　リ
ワ　ニ　ギ　ス
ーマルソウダ
ユウダチタカノ穿ハ

ホ　ウ　ボ　ウ
マ　　ハ　　ゼ
ハ　ガ　ツ　オ
トウゴ’ロウイワシ

マ　イ　ワ　シ

31　77
38101
39103
15　25

8　5
32　81
32　81
31　79
32　79
38101
31　79
37　99
20　47
23　53
23　55
23　53
17　33
23　53
23　53
30　75
30　75
30　75
37　99
38103
39103
26　63
26　63
26　65
38101
39103
39103
39103
37　99
31　79
23　55

8　5
11　15
39105
31　79
12　19
40105
14　25
14　25
32　81

7　1
43121
27　69
22　51
40105
15　27
40105
12　19
21．　49

7　3
11　15
28　69
14　23
27　67
39105
30　75
13　23
13　21

7　1



H ア　カ　　ヒ　メ　ジ 18 39 21 31 ll 10
△ オニソコホウボゥ 40 107

H オ　キ　ナ　ヒ　メ　ジ 18 39 32 ！2 9 △ イ　ゴダカホデ　リ 39 105

H ウ　　ミ　ヒ　ゴ　イ 19 39 34 ！4 8－9 △ マ　ナ　ガ　ツ　オ 18 35

H マ　ト　イ　シ　モ　チ
！9 41 35 15 10 H タ　カ　ノ　ハ　ダ　イ 27 65

H テッポウイシモチ
］．9 43 ！0－11 H 、　　ギ　　マ　’キ 27 67

H ネ　ン　ブ　ツ　ダ　イ 19 43 41 21 12
C・B＊＊ カ　　　　ツ　　　　オ 14 23

H チ　　　　ビ　　　　キ
20 45 61・～62 41～42 36～37 △ イ　　カ　　ナ　　ゴ 29 73

H ノ　　、　　ノ　　ク　　チ 22 49 21－22 36・一38 15～！7
15・～17 ウ　ミ　タ　ナ　ゴ 30 77

H ア　　オ　　ハ　　タ 22 49 61・～62 41 41 ア　　　　　　　　ユ 8 5
H オ　オ　ス　ジ　ハ　タ 22 51． 22 32 11 、6

△ コ　　ケ　　ビ　　ラ　　メ 40 109

H マ　　　　ハ　　　　タ
22 51 8－9 H ク　ラ　カ　ケ　ギ　ス 27 67

H ク　　ロ　　ダ　　イ
25 59 9 E ユウダチトラギス 27 69

H ウ　　メ　　イ　　ロ 25 59 10 H オ　キ　ト　ラ　ギ　ス 27 67

H ソ　コ　イ　ト　ヨ　リ
25 6！ 34 13 7 △ ソコマ　トウ　ダイ 13 2！

H シ　マ　セ　ト　ダ　イ
25 61 35 14 14 コ　モ　チ　ジ　ャ　　コ 30 77

H ヒ　　ゲ　　ダ　　イ
26 61 ア　　カ　　ハ　　ゼ 30 77

H タ　マ　ガ　シ　ラ 26 65 44 23 15 H サ　　　　　ッ　　　　パ 7 3
H ミ　　ノ　　カ　サ　　ゴ

36 ．95 87 66 59 △・ ア　カ　ヤ　ガ　ラ 11 17

H ハナ　ミ　ノ　カサゴ 36 97 22－23 33～34 11－12 9～10 △ カ　ナ　ガ　シ　ラ 40 107

8～9 H（丸形） ム　　ロ　　ア　　ジ
16 29 34～35 13 7～8 △（側扁） カ　ガ　　ミ　ダ　イ 12 19

H（丸形） マ　　　　ア　　　　ジ
16 29 23～26 35・一38 13～14 13～！4 メ　イ　タ　ガ　レ　イ 41 113

H テ　ン　ジ　ク　ダ　イ
19 43 24 34 11 6 △ ウ　イ　ダ　ル　マ 41 111

H イ　ト　ヨ　リ　ダ　イ
25 59 11 ア　　カ　　ウ　　オ ・　　　30 77

H セ　　ト　　ダ　　イ
26 63 24～25 48・一49 25－26 15－16 H コ　　　ノ　　　シ　　　ロ 7 1

9 H（丸形） マ　　ル　　ア　　ジ 15 27 25 53 29 29 タイワソイカナゴ 29 73

H（丸形） オ　ア　カ　ム　　ロ
16 27 25～28 35・一38 11 8 △ タマガソゾウビラメ 41 109

H（丸形） ク　サ　　ヤ　　モ　　ロ
16 29 26－27 45－46 19～20 19－20 ア　オ　　メ　エ　　ソ 8 5

H イ　ト　ヒ　キ　ア　ジ
16 31 26～28 36～38 11 5 △ トビササウシノシタ 42 117

H カ　　ソ　　パ　　チ
17 31 27 38 12 8 H ヒ　　　　ラ　　　　メ 40 109

10 H（葉状） ヒ　　イ　　ラ　　ギ
17 33 12 マ　　コ　ガ　　レ　イ 42 115

△ ギ　　ソ　　カ　　ガ　　ミ
17 35 イ　　シ　ガ　　レ　イ 42 115

H（変形） キンチャ　ク　ダイ
33 83 66 40 40 サ　　　　ソ　　　　マ

1工 15

11 シ　ロ　ア　マ　ダ　イ
19 41 27・一28 49～50 22～23 ！4～16 △ サ　　　　ワ　　　　ラ

15 25

ア　カ　ア　マ　ダ　イ
19 41 28 36 9 4 △ ササウ　シノ　シタ

42 117

キ　ア　マ　ダ　イ
19 41 38 11 ！0

△ ガソゾウ　ビラメ
41 109

ゲ　ソ　ロ　ク　ダ　イ
33 85 29

　　一　　　

　39
11 ぢ △ イィヅ々ダルマガレィ 41 1f1

25 12 8 H ツ　　ボ　　ダ　　イ
21 47 40 12 12 ツキノ　ワガ　レイ 42 ］．17

14 26 13 8 △ マ　ツ　カ　サ　ウ　オ
12 19 30 40 11 6 △ カ　ワ　ラ　ガ　レ　イ 42 1！5

12 △ ミ　シ　ぐ　オ　コ　ゼ
28 69 30－3ユ． 84～86 55～56 55～56 ダ　　　　　　　　ツ 10 ！3

14～15 25 11～12 8～9 H シ　マ　　イ　サ　　キ
27 65 31 51 21 14・～15 H ア　　イ　　ナ　　メ

38 101

34 20～21 11 △ カ　　ゴ　　カ　マ　　ス
15 25 32 54 23 ］．6 H ヒ　　　　　　　　　ラ 7 3

47’一48 34 26～27 H キ　　ビ　　ナ　　ゴ 7 1 90 59 59 ハ　　マ　　ダ　　ツ
1！ 15

15 24 10 7 H エ　ボ　シ　カ　サ　ゴ
37 97 32・一33 43・～44 12 1．0 H ム　　シ　ガ　　レ　イ 41 ！13

8～9 H サ　　ギ　　フ　　エ ！2 17 33 44 12 7 △ ナガダルマガレイ 41 111

25 11 6～7 △ イ　　ボ　　ダ　　イ 17 35 35以上 48以上
14 14 ウ　ミ　ド　ジ　ョ　ウ 29 73

7 H コ　　　　イ　　　　チ 24 55 38～39 47・一48
10 5 △ シマウ　シノ　シタ 42 119

H イ　　シ　　モ　　チ 24 55 38～40 53～54 15＾’16 13・一15 H ゴ　　ソ　　ズ　　イ 9 9
H ク　　ロ　　グ　　チ 24 57 40一・41 51－52

12 5～6 △ ヤ　　リ　ガ　　レ　イ 41 113

H カ　ゴ　カ　キ　ダ　イ 32 83 41 54 14 14 ア　　　　シ　　　　ロ 29 75

Hノ カ　　　　サ　　　　ゴ 36 95 41～43 55～56 14～！5 14～15 ヨロイイタチウオ 29 73

7～8 H イ　　シ　　ダ　　イ ！8 37 43 52 10 4 △（丸形） ク　ロ　ウ　シノ　シタ 43 119

8 H イ　シ　ガキ　ダ　イ 18 37 59 17 17 チ　　ゴ　　ダ　　ラ 43 121

H ス　ミ　ク　イ　ウ　オ 20 43 43以上 52以上 10 4 △ ゲ　　　　ン　　　　コ 43 121

H ホ　タ　ル　ジ　ャ　コ 20 47 46 55 10 4 H アカシタ　ビラ　メ 43 119

H オ　　オ　　メ　　ハ　　タ 21 49 50 60 ll 4 △（丸形） イ　　ヌ　　ノ　シ　　タ 43 121

9 E ア　　カ　　ム　　ツ 21 49 62 13 13 ア　　カ　　タ　　チ 19 41

26 12 7 △’ ヒ　　メ　　オ　　コ　　ゼ 37 99 61以上 119以上
59 58 △ ト　ラ　ウ　　ツ　ボ 10 13

ムノ ハ　　　オ　　　コ　　　ゼ 38 101 63 115 53 53 ハシナガアナゴ 10 11

8 H エ　　ビ　ス　ダ　イ 12 17 78 14！ 64 63 △ ウ　　　　ツ　　　　ボ 10 13

H ア　カ　マ　ツ　カ　サ 12 17 83 86 4 4 ギ　　　　ソ　　　　ポ 29 73

H’ ム　　ラ　　ソ　　イ 35 93 85～・87 151・～154 67～68 67～68 ノ、　　　　　　　　　　　　モ 10 11

H’ ホシナシムラソイ 35 93 86 125 40 40 ギ　　ソ　ア　ナ　ゴ 10 11

H戸 ヨ　ロ　イ　メ　バ　ル 36 93 91～92 142－143 52～54 52～54 4　　ア　　ナ　　ゴ 9 9
8～9 H ハ　　　　　　　　　　チ 37 99 ll7以上 ！55以上 39 39 タ　　チ　　ウ　　オ 15 27

9 H メ　　　　バ　　　　ル 35 93

一67一



　　W－ivHSによる魚種名索引　　＊＊c・mplex－bascket
（Key　based　on　the　vertebral　number，from　atlas　to　the　vertebra　on　which　the　Hrst　haemal　spine　occurs）

血道突 頁 数 ！ 血道突 頁 数

HS HA CV VN
起の形

種　　　　　名
記　載 図版

HS HA CV VN
起の形

種　　　　　名
記　載 図版

4 4 83 86 ギ　　　　ソ　　　　ポ 29 73 11～12 8～9 14～15 25 H シ　マ　　イ　　サ　キ 27 65

7 7 13 19 ア　　ソ　　コ　　ウ 43 121 9・一10 22～23 33～34 △ カ　ナ　　ガ　　シ　ラ 40 107

8 6 12 19 △（従扁） サ　　ラ　サ　　ハ　　ギ 34 89 12 1 6 17 △（側扁） キ　タ　　マ　　ク　ラ 34 89

12～13 19＾’20 △ カ　　ワ　　ハ　　ギ 34 87 5～6 40～41 51～52 △ ヤ　　リ　ガ　　レ　イ 41 113

13 20 △ ア　　ミ　メ　ハ　ギ 34 87 7 15 26 △’ ヒ　メ　　オ　　コ　ゼ 47 99

6～7 12 19 △ ウ　マ　ヅ　ラ　ハ　ギ 34 89 △’ ハ　　　オ　　　コ　　　ゼ 38 101

9 4 28 36 △ ササウ　シノ　シタ
42 ll7 16 27 △’ イ　　ト　オ　　コ　ゼ 37 99

7 14 22 △’ セ　ミ　ホ　ウ　ボ　ウ 40 107 33 44 △ ナガダルマガレイ 41 lll

9 13 2！ ヨ　　　メ　　　ゴ　　　チ 28 7！ 8 13 24 △ ア　　イ　　ブ　　リ 17 31

ヤ　　リ　　ヌ　　メ　　リ 28 71 H ヒゲソリヒゲダイ 26 63

ヌ　メ　　リ　　ゴ　チ 28 71 14 25 H ヅ　　ボ　　ダ　　イ 21 47

ハ　タ　タ　テ　ヌ　メ　リ 29 71 15 26 H エ　ビ　　ス　　ダ　イ 12 17

ベ　ニ　　テ　　グ　リ 29 71 H ア　カ　マ　ツ　カ　サ 12 17

9～10 5～・6 ll 19～20 H ベ　ニ　カ　ワ　ム　キ 33 87 Hノ ム　　ラ　　ソ　　イ・． 35 93

10 4 43 52 △（丸形） ク　ロ　ウ　シノ　シタ 43 ll9 H〆
ホシナシムラソイ 36 93

43以上 52以上 △ ゲ　　　　ソ　　　　コ 43 12！ H’ ヨ　ロ　イ　メ　バ　ル 36 93

46 55 H アカ　シタ　ビラ　メ 43 119 16 27 △ オ　　　ニ　　　ゴ　　　チ 38 103

5 16 25 H テ　　　　　ソ　　　　　ス 32 81 △ ア　ネ　サ　　ゴ　チ 39 103

H ブ　　　　ダ　　　イ 32 8！ 27 38 H ヒ　　　　ラ　　　　メ 40 109

38・～39 47r－48 △ シ灯ウ　シノ　シタ 42 119 8～9 15 26 H ハ　　　　　　　　　　チ 37 99

6 16 25 H サ　サ　ノ　ハ　ベ　ラ 31 79 16 27 H イ　　　　サ　　　　キ 26 63

H ホ　　　ン　　　ベ　　　ラ 32 79 9 15 26 耳 メ　　　　バ　　　　ル 35 93

7 12－！3 21・一22 H ヒ　　シ　　ダ　　イ 33 83 16 27 H コ　シ　ョ　ウ　ダイ 26 ご　63

15 24 H エ　ボ　シ　カ　サ　ゴ 37 97 H コ　　ロ　　ダ　　イ 26 65

16 25 H’ ダルマ　オ　コ　ゼ 38 101 △ ア　　カ　　ゴ　　チ 38 101

7飼8 13 22 H キ　ン　ト　キ　ダ　イ 20 45 21 ・　32 △ イ　ゴダカホデリ 39 105

8 16 25 H ス　ス　　キ　　ベ　ラ 3！ 79 10 13 24 H ボ　　　　　　　　　ラ 13 21

8～9
10

15

13

24

22

，、耳、 サ　　　ギ　　　フ　　　エ

ニ　　ザ　　ダ　　イ

！2

33

も7

85
Fロ、｛㌧1　・ 疋LF、｝　尺　＝

15
『
［
～
2
6

△
H

ブ　　　　　　　　　リ

ス　ズ　　メ　　ダ　イ

16

31

31

77

17 26 ナ　ヅ　ハ　リ　ゴ　チ 39 105 16 27
△ メ　　　　ゴ　　　　チ 39 103

18 27 キ　ア　　ン　　コ　ウ 43 121 △ ト　カ　　ゲ　　ゴ　チ 39 ！03

10～11 8 14 23’一24 H ニセクロホシフエダイ 25 59 △ イ　　ネ　　ゴ　　チ 39 103

ll 4 50 60 △（丸形） イ　　ヌ　ノ　シ　　タ 43 121 32～33 43’｝44 H ム　シ　　ガ　　レ　イ 41 113

5 26～28 36＾・38 △ トビササウシノシタ 42 ll7 12 13 24 ア　カ　　カ　　マ　ス 13 21

29 39 △ イイジマダルマガレイ 41 lll ヤ　マ　ト　カ　マ　ス 13 23

6 14 24 H ツバメ　コ　ノ　シロ 13 23 27 38 4　コ　ガ　　レ　イ 42 115

22 32 △ コ　ケ　ビ　　ラ　　メ 40 109 イ　シ　　ガ　　レ　イ 42 115

24 34 △ ウ　イ　ダ　　ル　　マ 41 111 29 40 ツキノ　ワガレイ 42 117

30 40 △ カ　ワ　ラ　ガ　レ　イ 42 115 13 4 9 21
△ ナ　　シ　　フ　　グ 35 91

6～7
15 25 △ イ　　ボ　　ダ　　イ 17 35 △ コ　モ　　ン　　フ　グ 35 91

17＾’18 27～28 且 キ　ュ　　ウ　　セ　ソ 32 81 7 22 34 △ ソコ可　トウ　ダイ ！3 21

7 14 24 H カ　　イ　　ワ　　リ 16 29 7～8 22～23 34～35 △（側扁） カ　ガ　　ミ　　ダ　イ 12 19

H チカメ　キソ　トキ 20 45 8 13 25
△ ソ　コ　ホ　ウ　ボ　ウ 40 107

H ヒ　メ　　コ　　ダ　イ 22 53 14 26 △ マ　ツ　カ　サ　ウ　オ 12 19

H チ　　　　ダ　　　イ 24 57 16 28 △’ オ　ニ　　オ　　コ　ゼ 37 99

H キ　　　　ダ　　　イ 25 61 18～19 30～31 △（側扁） マ　ト　ウ　　ダ　イ 12 19

H ス　ダ　　レ　ダ　イ 32 81 9 7～8 ！9～20 △ サ　　バ　　フ　　グ 34 89

H’ ヒ　　オ　　　ド　　シ 36 95 13 25 H 二　　　　　　　　　　　　　　　べ 23 55

H・ イ　ズ　　カ　　サ　ゴ 36 95 15 27 H ウ　　バ　　ゴ　　チ 38 101

H ヒ　メ　ヤ4　ノ　カ　ミ 36 97 10 15 27 △ 一マ　ツ　　バ　　ゴ　チ 39 103

Eノ セ　ト　ミ　ノ　カサゴ 37 97 17 29 H ギ　ン　　メ　　ダ　イ 12 19

H’ シ　ロ　　カ　　サ　ゴ 37 97 1．8 30 H ア　　　　　　　　ラ 22 51

15 25 H コ　　　　イ　　　　チ 24 55 11 16 28 H コ　　ブ　　ダ　　イ 31 79

H イ　　シ　　モ　　チ 24 55 12 14 26 △ ミ　シ　マ　オ　コ　ゼ 28 69

H ク　　ロ　　グ　　チ 24 57 13 19 31 ワ　　ニ　　ギ　　ス 28 69

H カ　ゴ　カ　キ　ダ　イ 32 83 50 62 ア　　カ　　タ　　チ 19 41

H’ カ　　　　サ　　　　ゴ 36 95
13・一14 13－14 23～26 35一一・38 メ　イ　タ　ガ　レ　イ 41 113

16 26 H ヒ　レナガカサゴ 37 99 14 7 16 29 H キ　　ン　　グ　　チ 23 55

7・一｝8 14 24 H ヘ　　　　ダ　　　イ 24 57 8 9 22 △ ヒ　ガ　　ソ　　フ　グ 35 91

H マ　　　　ダ　　　イ 25 59 8・一9 21 34 △ マ　ナ　　ガ　　ツ　オ 18 35

15 25 H イ　　シ　　ダ　　イ 18 37 9 17 30 △ トゲカナガシラ 40 ！05

17 27 H イ　　　　　　　　ラ 31 79 10 18 31 △ カ　　　　ナ　　　　ド 40 105

R 13 23 H ク　ル　畔　　ダ　　イ 20 45 12 12 25 △ サ　ツ　オ　ミ　シ　マ　F 28 69



11．

14 24 H オ　キ　ヒ　イ　ラ　ギ 17 33 13 26 △ ア　オ

H ヒ　　　　メ　　　　ジ
18 37 12～13 20～2！ 33～34 H マ

H ヨ　コ　　ヒ　　メ　ジ 18 37 14 18 31 シ

H 蛍　ナ　ミ　ヒ　メ　ジ 18 39 22 35 コ　モ　チ

H ア　カ　　ヒ　　メ　ジ
18 39 ア　　カ

H オ　キ　ナ　ヒ　メ　ジ
18 39 35以上 48以上 ウ　ミ　ド

H ウ　ミ　　ヒ　　ゴ　イ
19 39 41 54 ア

H 4　ト　イ　シ　モ　チ
19 41 14～！5 14－15 41～43 55～56 ヨロイイ

H テッポウイシモチ 19 43 15 8～9 7一’8 21～22 △ ト　　ラ

H ネ　ソ　ブ　ツ　ダ　イ 19 43 10 18 32 △
ソ　コ　カ

H チ　　　　ビ　　　　キ
20 45 20 34 H ユウダチ

H ノ　ミ　　ノ　　ク　チ
22 49 21 35 H タ　カ　ノ

H ア　　オ　　ハ　　タ
22 49 10～11 20 34 △ ホ　　ウ

H オ　オ　ス　ジ　ハ　タ
22 51 2！ 35 H ミ　　ギ

H 一マ　　　　ハ　　　　　タ
22 51 11 ll 25 H カ　ワ

H ク　　ロ　　ダ　　イ
25 59 17 31 △

ゴ’　　　一マ

H ウ　　メ　　イ　　ロ
25 59 △ マ

H ソ　コ　イ　ト　ヨ　リ
25 61 ？ 6 20 ？ ハ　リ　セ

H シ　マ　セ　ト　ダ　イ
25 61 15～16 13～15 38～40 53～54 H

ゴ’　　　ン

H ヒ　　ゲ　　ダ　　イ
26 61 15・一17 15～17 21～22 36～・38 ウ　ミ

H タ　マ　　ガ　　シ　ラ
26 65 17 17 43 59 チ　　　ゴ

H ハナミ　ノ　カサゴ 36 97 18 16 18～！9 35・～36 H ス

H ミ　ノ　カ　　サ　　ゴ
36 95 19一’20 19r－20 26～・27 45～46 ア　オ

15 25 H イ　シ　ガ　キ　ダ　イ 18 37 20 11 15 34 △ ク　ロ　シ

H ス　ミ　ク　イ　ウ　オ
20 43 20～21 ll ！4～15 34 △ カ　ゴ

H ホ　タ　ル　ジ　ャ　コ
20 47 21 12 21 41 C・B＊＊ カ

H オ　オ　　メ　　ハ　タ
21 49 14－15 31 51 H ア　　イ

16 26 H ム　　　　　　　　　　ツ
20 47 21 19 39 ・マ　　ノレ

H（H〆） カスミサクラダイ
23 53 22＾’23 14～・16 27～28 49～50 △ サ

H（H’） シキシマハナダイ
23 55 23 15 22 44 H サ

18 28 △ ア　イ　ト　ラ　ギ　ス
27 69 16 32 54 E ヒ

25・一28 35－38 △ タマガソゾウビラメ
41 109 23～24 15 12＾一13 35 H キ

？ ？ H カ　ケ　ハ　シ　ハ　タ
22 51 25～26 12 20～21 45 △ ハ　　ガ

8r｝9
14 24 H（丸形） ム　　ロ　　ア　　ジ

16 29 15～16 24～25 48－49 H コ　　　ノ

H（丸形） 望
．
ヱ　　　　ジ

16 29 23～24 20～21 45尼46 H トウゴロ

H テ　ソ　ジ　ク　ダ　イ
19 43 27 27 16 42 ヒ

H イ　ト　ヨ　リ　ダ　イ
25 59 18～・19 ・44－45 カ　タ　ク

8～9
14 24 H セ　　ト　　ダ　　イ

26 63 29 29 25 53 タイワン

16 26 H（H’） アズマハナダイ
23 53 30 20 20～2L 49～50 H マ　　イ

22 32 H ク　ラ　カ　ケ　ギ　ス
27 67 32 32 16 47 ト　　ビ

9 14 24 H（丸形） 4　　ル　　ア　　ジ
15 27 34 26～27 14～15 47－48 H キ　　ビ

H（丸形） オ　ア　　カ　　ム　ロ
16 27 27 15 48 H 二

H（丸形） ク　サ　　ヤ　モ　　ロ
16 29 35・一39 ！7～18 17～20 53～・55 H ウ　ル　メ

H イ　ト　ヒ　キ　ア　ジ
16 31 39 39 117以上 ！55以上 タ　　チ

H カ　　ソ　　パ　　チ
17 31 40 40 9 48 4

15 25 H ア　　カ　　ム　　ヅ
21 49 27 66 サ

16 26 H イ　ケ　　カ　　ツ　オ
17 33 86 125 ギ　ソ

H ベンテンハナダイ
23 53 41 41 21～22 61－62 ア

22 32 H ユウダチトラギス
27 69 41～42 36～37 21 61～62 △ イ　　カ

9－10
16 26 H ヒ　メ　ハ　ナ　ダ　イ

23 53 41～42 18～19 58－60 サ

10 13 23 豆（変形） ア　　　　イ　　　　ゴ
33 85 42～43 42－43 12～14 54～・55 ネ　ズ

14 24 H（葉状） ヒ　　イ　　ラ　　ギ
17 33 43 43 10 52 ワ　　　ニ

△ ギ　ソ　　カ　　ガ　　ミ
17 35 47 47 8 54 チョウチ

H（変形） キンチャ　ク　ダイ
33 83 8～9 54～・55 オ　　キ

21 31 △ オニソコホウボウ
40 107 47～48 47～48 8～9 55 ス　　ナ

22 32 H オ　キ　ト　ラ　ギ　ス
27 67 50～52 50～52 9’｝10 58～60 ト　カ

28 38 △ ガソゾウ　ビラメ
41 109 52・一54 52一・54 91～・92 142～143 マ　　ア

11 14 24 シ　ロ　ア　マ　ダ　イ
19 41 53 53 63 115 ハシナ

ア　カ　アマ　ダ　イ
19 41 55・一56 55～56 30～31 84一’S6 ダ

キ　ア　　マ　　ダ　イ
19 41 56 b6 9 64 ア　　カ

ゲ　ソ　ロ　ク　ダ　イ
33 85 59 58 61以上 119以上 △ ト　ラ

16 26 ス　　　ジ　　　ハ　　　ゼ
30 75 59 32 90 ／、　　　　マ

イ　ト　ヒ　キ　ハ　ゼ
30 75 64 63 78 141 △ ウ

ヒ　　ゲ　　ハ　　ゼ
30 75 66 59 22 87 △　・ ア　カ

24 34 ア　　カ　　ウ　　オ
30 77 67・一68・ 67～68 85－87 15上一154 ／、

　　　ミ　シ’マ

　　　ハ　　ゼ
　　イ　　ラ
コモチジャコ
　　　ハ　ゼ
　　ドジョウ
　　　シ　　ロ
ヨロイイタチウオ

　　　フ　グ
ソコカナガシラ
ユウタチタカノハ

タカノハダイ
　　　ボ　ウ
　　　マ　キ
　　　ビ　シヤ
　　　サ　バ
　　サ　　バ
　　　　　ン
　　　ズ　イ
　　　タナゴ
　　　ダ　ラ
　　ズ　　キ
　　　メ　エソ
クロシビカ4ス
　　　カマス
　　ツ　　オ
　　　ナ　メ
　　ソウダ
　　ワ　　ラ
　　ツ
　　　　　フ
　　　　　ス
　　　ツ　オ
　　　シ　ロ
トウゴロウイワシ

　　　　　メ
カタクチイワシ
タイワソイカナゴ

ギ

ワ

ウ

ナ

シ

オ

ゴ

ス

ウルメイワシ
　　　ウ　オ
　　ェ　　ソ
　　ン　　

「マ

　　アナゴ
　　　　　ユ
　　　ナ　ゴ
　　ヨ　　リ
　　　ミ　ギス
　　　ニ　ソ
チョウチョウエソ

　エ　ソ
　ェ　ソ

ゲエソ
　ナ　ゴ

ハシ・ナガアナゴ

　　　　　ツ
　エ　ソ
ウ　ツポ
　ダ　ツ
ツ　　ボ

ヤガラ
　　モ

28

30

！5

30

30

29

29

29

35

40

27

27

39

27

21

14

！4

35

9
30

43

21

8
！5

15

14

38

14

15

7
7
24

13

7
13

8
7
29

7
！1

7
8
7
15

9
11

10

8
29

11

8
9
9
9
9
9
9
！0

！0

8
10

11

10

！1

10

69

75

27

77

77

73

75

73

91

105

67

65

105

67

47

25

25

91

9
77

121

49

5
25

25

23

101

23

25

3
3
57

23

1
21

5
3
73

］．

15

1
5
1
27

7
15

11

5
73

15

3
9
7
7
7
9
9
11

13

7
13

15

13

17

11
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　　　W－VHAによる魚種名索引　　＊＊c・mplex－bascket
（Key　based　on　the　vertebral　number，from　atlas　toじhe　vertebra　on　which　the肚st　haemal　arch　occurs）

HA HS CV VN
血道突

起の形
種　　　　　名

頁　　　　数
HA HS CV VN

血道突

起の形
種　　　　　名

頁　　　　数

記載1図版 記　　載　図版

　1　　！2　　6　　17△（側扁）

　4　　4　　83　　86
　　　9　　28　　36　△
　　　10　　43　　52△（丸形）
　　　　43以上　52以上　　△

　　　　　46　　55　H
　　　11　　　50　　　60△（丸形）

　　　13　　9　　21　△
　　　　　　　　　　△

　5！01625H　　　　　　　　　　H
　　　　38～39　　47～48　　　　△

　　　1！　　26～28　　36～38　　　　△

　　　　　29　　39　△
5～6　　　9～10　　　　　　11　　19～20　　　　H

　　　12　　40－41　　51～・52　　　　△

　6　　　8　　　12　　　19△（従扁）

　　　　12一一13　　19～20　　　　△

　　　　　13　　20　△
　　　10　　16　　25　H
　　　　　　　　　　H
　　　11　　14　　24　H
　　　　　22　　32　△
　　　　　24　　34　△
　　　　　30　　40　△
6一一7　　　　　　　8　　　　　　12　　　　　　19　　　　△

　　　11　　15　　25　△
　　　　17～18　　27～28　　　　H

　7　　7　13　1gP
　　　9　　14　　22　△〆
　　　1012～1321～22H
　　　　　l5　　24　H
　　　　　l6　 25　H／
　　　11　　14　　24　H
　　　　　　　　　　H
　　　　　　　　　　H
　　　　　　　　　　H
　　　　　　　　　　E
　　　　　　　　　　H
　　　　　　　　　　H／
　　　　　　　　　　H’
　　　　　　　　　　H
　　　　　　　　　　H’
　　　　　　　　　　H’
　　　　　15　　25　H
　　　　　　　　　　H
　　　　　　　　　　H
　　　　　　　　　　H
　　　　　　　　　　H／
　　　　　！6　　26　H
　　　12　　15　　26　ムノ
　　　　　　　　　　ム’
　　　　　16　 27　ムノ
　　　　　33　　44　△
　　　13　　22　　34　△
　　　14　　16　　29　H
7’｝8　10　13　22H
　　　ll　　！4　　24　H
　　　　　　　　　　H
　　　　　l5　　25　H
　　　　　17　　27　H
　　　13　　22～23　　34～35　△（倶賦扁）

　8　　　　　　10　　　　　　16　　　　　　25　　　　H

キ　タ　マ　ク　ラ

ギ　　ソ　　ポ
ササウシノシタ
クロウシノシタ
ゲ　　ン　　コ
ァカシタビラメ
イ　ヌ　ノ　シ　タ

ナ　シ　フ　グ
コ　モ　ンフ　グ

テ　　 ソ　　ス
ブ　　ダ　　イ
シマウシノ・シタ
トビササウシノシタ

イイジーマダル々ガレイ

ベニカワムキ
ヤ　リ　ガ　レイ
サ ラ サハギ
カ　ワ　ハ　ギ
ア　ミ　メ ハギ
ササノハベフ
ホ　 ソ　 ベ　 フ

ヅノ魂メコノシロ
コ　ケ　ビ　ラ　メ

ウイ　ダルマ
カワラガレイ
ウマヅラハギ
イ　ボ　ダ　イ
キ ュ　ウ セ ソ

ア　ン　コ　ウ1

セミホウフ」ミウ

ヒ　シ　ダ　イ

ェボシカサゴ
ダルマオコゼ
カ　イ　ワ　リ
チカメキソトキ
ヒ　メ　コ　ダイ

チ　　ダ．　イ
キ　　ダ　　イ
ス ダレダイ
ヒ　オ　 ド　シ

イ　ズカサゴ
ヒメヤ・マノカミ

セトミノカサゴ
シ　ロ　カサゴ
コ　　イ　　チ
イ　シ　モ　チ
ク　ロ　グ　チ
カゴカキダイ
カ　　サ　　ゴ
ヒレナガカサゴ
ヒ　メ　オ コ　ゼ

ハ　オ　コ　ゼ
イ　ト オコ ゼ

ナガダノレーマガレイ

ソコマトウダイ
キ　ソ　グ　チ
キントキダイ
ヘ　　ダ　　イ
マ　　ダ　　イ
イ　シ　ダ　イ
イ　　　　　ラ
カガミ　ダイ
ス　ス　キベ　ラ

34　89
29　73
42　117

43　119

43　121

43　119

43　121

35　91
35　91
32　81
32　81
42　！19

42　117

41　111

33　『87

41　1！3

34　89
34　87
34　87
3！　79

32　79
13　23
40　109

41　111

42　115

34　89
17　35
32　81
43－
！21

40　107

33　83
37　97
38　101

16　29
20　45
2オ　53

24　57
25　61
32　81
36　95
36　95
36　97
37　97
37　97
24　55
24　55
24　57
32　83
36　95
37　99
37　99
38　101

37　99
41　111

13　21
23　55
20　45
24　57
25　59
18　37
31　79
12　19
31　79

9　　9　　！3　　21

9～10

10

11　　　14　　　24H（丸形）

　　　　　　H（丸形）
　　　　　　H（丸形）

　　　　　　　　H
　　　　　　　　H
　　　l5　　25　H
　　　l6　　26　H
　　　　　　　　H
　　　22　　32　H
　12　　15　　26　H
　　　16　　27　H
　　　　　　　　H
　　　　　　　　△
　　　2！　　32　△
　13　　　　7～8　　19－20　　　　△

　　　13　 25　H
　　　l5　　27　H
　l4　 17　　30　△
　11　　16　　26　H
11～12　　22・一一23　　33－34　　　　△

　10　　13　　22
　　　17　　26
　　　18　　27
　11　　　13　　　23R（変形）
　　　14　　　24宜（葉状）P

　　　　　　　　△
　　　　　　　H（変形）

　　　　　　21　　31　△
　　　　　　22　　32　E
　　　　　　28　　38　△
　　　12　　！3　 24　H
　　　　　　　　　　△
　　　　　　15　　26　H
　　　　　　16　 27　△

　　　　　　　　　　△
　　　　　　　　　　△
　　　　　32～3343～44H
　　　13　 15　 27　△
　　　　　　17　　29　H
　　　　　　18　　30　H
　　　14　　18　 31　△
　　　15　 18　 32　△
　　　　　　20　 34　H
　　　　　　21　 35　H
lO～11　　　　　15　　　　　20　　　　　34　　　　△

　　　　　　21　　35　H
　ll　　　　　！l　　　　　！4　　　　　24

16　　26

　　24
13　　！6
15　　11

　　17

34

28

25

31

20　 15　 34

H
H
△

△

△

ヤ　リ　ヌ　メ　リ

ヌ　メ　リ　ゴチ

ハタタテヌメリ

ベニ テ　グ　リ

マ　ル　ア　ジ
オアカム　ロ
ク　サヤモ　ロ
イトヒキアジ
カ　ソ　パ　チ
ア　カ　ム　ツ
イ　ヶ カ　ヅオ
ベソテソハナダイ

ユウダチトラギス

メ　　バ　　 ル

コショウダイ
コ　ロ　ダ　イ
ア　カ　ゴ　チ
イゴダカホデ’リ

サ　バ　フ　グ
ー　　　　　　　　　ベ

ウ　バ　ゴ　チ
トゲカナガシラ
ヒメハナダイ
カナガシラ
ニ　ザ　ダ　イ

ナツハリゴチ
キアソコウ
ア　　イ　　ゴ
ヒ　イ　ラ　ギ
ギ　　ソ　　カ　　ガ　　こ

キンチャクダイ
オニソコホウボウ

オキトラギス
ガ　ソ　ゾ　ウ　ビ　ラ　メ

ボ　　　　　 フ

ブ　　　　　リ
スズメ　ダイ
メ　　ゴ　　チ

トカゲゴチ
イ　ネ　ゴ　チ
ムシガ　レイ
ーマ　ヅ　バ　ゴ チ

ギソメダイ
ア　　　　　フ
カ　　ナ　　ド
ソコカナガシラ
ユウダチタカノハ

タカノハダイ
ホ　ウ　ボ　ウ
ミ　ギ　4　キ
・シロアーマダイ

アカアマダイ

キア4ダイ
ゲンロクダイ
ス　ジ　ハ　ゼ
イトヒキハゼ
ヒ　ゲ　ハ　ゼ
ア　カ　ウ　オ
コ　ブ　ダ　イ
カ ワ　ビシヤ
ゴ　マ　サ　バ
ぐ　　サ　　バ
クロシビカマス

28

28

29

29

16

16

16

16

！7

21

17

23

27

35

26

26

38

39

34

23

38

40

23

40

33

39

43

33
エプ

17

33

40

27

41

13

16

31

39

39

39

41

39

12

22

40

40

27

「27

39

27

19

19

19

33

30

30

30

30

3！

21

14

！4

15

71

71

71

71

27

27

29

31

31

49

33

53

す9

93

63

65

101

105

89

55

101

105

53

107

85

105

121

85

33ヒ

35

83

107

67

109

21

31

77

103

！03

103

113

103

19

51

105

105

67

65

105

67

4！

41

4！

85

75

75

75

77

79

47

25

25

25



10一’11 14 23～24 H ニセクロホシフェダィ 59 20～2！ 14～！5 34
△ カ　　ゴ　　カ　マ　　ス 25

11 13 23 H ク　ル　マ　ダ　イ 20 45 12 12 13 24 ア　カ　カ　マ　　ス
13 21

14 24 H オ　キ　ヒ　イ　ラ　ギ
17 33 ヤ　マ　ト　カ　マ　ス 13 23

H ヒ　　　　メ　　　　ジ
18 37 27 38 マ　　コ　ガ　　レ　イ 42 ll5

H ヨ　　コ　　ヒ　　メ　　ジ
18 37 イ　　シ　ガ　　レ　イ 42 115

H ミ　ナ　ミ　ヒ　メ　ジ
18 39 29 40

ツキノワガレイ
42 117

H ア　カ　ヒ　メ　ジ
18 39 13 14 26

△ 、　シ　マ　オ　コ　ゼ
29 69

H オ　キ　ナ　ヒ　メ　ジ
18 39 14 ！2 25

△ サ　ツ　オ　　ミ　シ　マ
28 69

H ウ　　ミ　ヒ　ゴ　イ
19 39 13 26

△ ア　オ　　ミ　シ　マ
28 69

H マ　ト　イ　シ　モ　チ
19 41 ！2 21 2！ 41

C・B＊串 カ　　　　ヅ　　　　オ
14 23

H テッポウイシモチ
19 43 25《ン26 20～21 45

△ ハ　　ガ　　ツ　　オ
13 23

H ネ　ソ　ブ　ツ　ダイ
19 43 12～13 14 20～・21 33～34 H マ　　　　　ハ　　　　　ゼ

30 75

H チ　　　　ビ　　　　キ
20 45 13 13 19 31

ワ　　ニ　　ギ　　ス
28 69

H ノ　　ミ　　ノ　　ク　チ
22 49 50 62

ア　　カ　　タ　　チ
19 41

H ア　　オ　　ハ　　タ
22 49 13～14 13～14 23一’26 35～38 メ　イ　タ　ガ　レ　イ

41 ll3

H オ　オ　ス　ジ　ハ　タ・
22 51 13～15 15～16 38～40 53～・54 H ゴ　　ソ　　ズ　　イ 9 9

H 々　　　　ハ　　　　タ
22 51 14 14 18 31

シ　　　　イ　　　　ラ
15 27

H ク　　ロ　　ダ　　イ
25 59 22 35

コ　モ　チ　ジ　ャ　コ
30 77

H ウ　　メ　　イ　　ロ
25 59 一ア　　カ　　ハ　　ゼ

30 77

H ソ　コ　イ　ト　ヨ　リ
25 61 35以上 48以上 ウ　ミ　ド　ジ　ョ　ウ

29 73

H シ　マ　セ　ト　ダイ
25 61 41 54

ア　　　　シ　　　　ロ
29 76

H
　
』 ヒ　　ゲ　　ダ　　イ

26 6！ 14～15 　一14－lb 41～43 55～・56 ヨロイイタチウオ
29 73

H タ　マ　ガ　シ　ラ
26 65 21 31 51 H ア　　イ　　ナ　　メ

38 10！

H ミ　　ノ　　カ　サ　　ゴ
36 95 14～16 22～23 27～28 49－50 △ サ　　　　ワ　　　　ラ

1．5 25

H ハナ　ミ　ノ　カサゴ 36 97 15 23 22 44 H サ　　　　ッ　　　　パ 7 3
15 25 H イ　シ　ガ　キ　ダイ

18 37 23～24 12～13 35 H ’キ　　　　　　　　　ス 24 57

H ス　ミ　ク　イ　ウ　オ
20 43 15～16 25～26 24～25 48・一49 H コ　　　ノ　　　シ　　　ロ 7 1

H ホ　タ　ル　ジ　ャ　コ
20 47 15～・17 15～！7 21－22 36～38 ウ　、　タ　ナ　ゴ

30 77

H オ　オ　メ　ハ　タ
21 49 16 18 18一’19 35一’36 H ス　　　　ズ　　　　キ

21 49

16 26 H ム　　　　　　　　　　ツ
20 47 23 32 54 H 　　　　　rヒ　　　　　　　　　　　フ

7 3
H（H’） カスミサクラダイ

23 53 17 17 43 59 チ　　ゴ　　ダ　　ラ
43 ！21

H（Eノ） シキシマハナダイ
23 55 17’）18 35～39 17一》20 53～’55 H ウ　ル　メ　イ　ワ　シ 7 1

18 28
△ ア　イ　ト　ラ　ギ　ス

27 69 19～・20 19～・20 26～27 45～46 ア　オ　　メ　エ　　ソ 8 5
25～・28 35～38 △ タマガソゾウビラメ

41 109 20 30 20～21 49～・50 E　、 マ　　イ　　ワ　　シ
7 1

＿一r＿
」

？ ？ H
　 　　 　　F

カ　ケ　ハ　シ　ハ　タ
22 51 21 21 19 39

4　ル　ソ　ウ　ダ
14 23

　E12『 ■3 一　 24’
△ ア　　イ　　ブ　　リ 　171 31巳 23泌24『 25～261 2σ一21 　＿　　1孔5～46

　 　ゴー

　H 卜ウゴ・ウィ ヴヅ
一　 ！31 21

H ヒゲソリヒゲダイ
26 63 26～27 34 14－15 47～48 H キ　　ビ　　ナ　　ゴ 7 1

12 ！4 25 H ツ　　ボ　　ダ　　イ
21 47 27 27 16 42 ヒ　　　　　　　　　　メ 8 5

15 26 H エ　　ビ　ス　ダ　イ
12 17 18～19 44～45 カ　タ　クチイ　ワ　シ 7 3

H ア　カ　マ　ツ　カ　サ
12 17 34 15 48 H ニ　　　　ギ　　　　ス

8 5
H’
ム　　ラ　　ソ　　イ

35 93 29 29 25 53 タイワソイカナゴ
29 73

Hノ

ホシナシムラソイ
36 93 32 32 16 47 ト　　ビ　　ウ　　オ

11 15

H’
ヨ　ロ　イ　メ　バ　ル

36 93 36～37 41～42 21 61～62 △ イ　　カ　　ナ　　ゴ
29 73

16 27 △ オ　　ニ　　ゴ　　チ
38 103 39 39 117以上 155以上 タ　　チ　　ウ　　オ

！5 27

△ ア　ネ　サ　ゴ　チ
39 103 40 40 9 48 で　　　　エ　　　　　ソ

9 7
27 38 H ヒ　　　　ラ　　　　メ

40 109 27 66 サ　　　　ン　　　　マ
11 15

13 ！3 25 △ ソ　コ　ホ　ウ　ボ　ウ
40 107 86 125 ギ　ソ　ア　ナ　ゴ

10 ll

14 26 △ マ　ツ　カ　サ　ウ　オ
12 19 4！ 4！ 21・一22 61～62 ア　　　　　　　　ユ

8 5
！6 28 △’ オ　　ニ　　オ　　コ　　ゼ

37 99 41－42 41～42 18・一19 58～60 サ　　　　ヨ　　　　リ
！1 15

18～19 30－31 △（側扁） マ　　ト　ウ　ダ　イ
12 19 42一’43 42～43 12－14 54－55 ネ　ズ　ミ　ギ　ス

8 3
14 9 22 △ ヒ　ガ　ソ　フ　グ

35 9！ 43 43 10 52 ワ　　　ニ　　　エ　　　ソ
9 9

8－9 10 15 24 H サ　　ギ　　フ　　エ 12 17 47 47 8 54 チョウチョウエソ
9 7

11 14 24 H（丸形） ム　　ロ　　ア　　ジ 16 29 8・一9 54～55 オ　　キ　　エ　　　ソ
9 7

H（丸形） マ　　　　ア　　　　ジ 16 29 47～48 47～48 8～9 55 ス　　ナ　　エ　　　ソ
9 7

H テ　ン　ジ　ク　ダイ 19 43 50～52 50～52 9－10 58～60 ト　カ　ゲ　エ　　ソ ．　　　9 9
H イ　ト　ヨ　リ　ダイ 25 59 52～54 52－54 91－92 142－143 マ　　ア　　ナ　　ゴ

9 9
H セ　　ト　　ダ　　イ 26 63 53 53 63 115

ハシナガアナゴ
10 11

16 26 H（Hノ） アズマハナダイ 23 53 55～56 55～56 30～3！ 84～86 ダ　　　　　　　　ツ
10 13

22 32 H ク　ラ　カ　ケ　ギ　ス 27 67 56 56 9 64 ア　　カ　　エ　　ソ
8 7

12 15 26 H ハ　　　　　　　　　　チ 37 99 58 59 61以上 119以上 △ ト　ラ　ウ　　ツ　ボ
10 13

11－12 14～15
25 H シ　マ　イ　サ　キ 27 65 59 59 32 90 ハ　　マ　　ダ　　ツ

11 15

12 16 27 H イ　　　　サ　　　　キ 26 63 66 22 87
△ ア　カ　ヤ　ガ　ラ

11 17

14 21 34 △ マ　ナ　ガ　ツ　オ 18 35 63 64 78 141
△ ウ　　　　ツ　　　　ボ

10 13

15 7～8 21～22 △ ト　　ラ　　フ　　グ 35 91 67～68 67’）68 85～87 ！51～154 ノ、　　　　　　　　　　　　　モ
10 11

9 9 13 21 ヨ　　　メ　　　ゴ　　　チ 28 71 ？ 15 6 20 ？ ハ　　リ　セ　ン　ボ　ソ 35 91

一7ヱー



APP㊧ndix

Hollister法を修正した透明化と染色法

（Clearing　and　staining　technique　modified　from　Hollister）

C．R．　CLoTHIER（1950）“A　key　to　some　Southern

California　且shes　based　on　vertebral　chara（ンters”

o）appendix　（p．　81）　より訳す。

　標本がなまのときは，1－2日ホルマリンで堅くする必要がある。なまの標本を4％の苛性カリ溶液に入れる

と，透明にならぬうちにぱらばらになってしまう。アルコール漬標本もまたホルマリソで堅くする必要がある。

このホルマリソでの固定は，なまの標本から最良の結果を得るという　Hollisterと全く逆であるが，その理由

は，Hollisterは恐らく量よりも質に関心を持って，ずっと稀い溶液を使ったからであろう。消化管の中の部分

的に消化された残渣は，摂取された石や貝殻の破片と共に，仕上った標本の脊梁を不明瞭にするので，標本をホ

ルマリンに入れる前に，内臓を取除かなけれぱならない。

　標本はホルィリンから局方の棒状苛性カリと蒸溜水で作った4％の苛性力IJ溶液に入れ，魚の大きさと強さに

よって数時間乃至数週藺入れておき，魚の後ろ半分あるいは魚体の％の脊椎骨がぼんやり見えるようになったら

染色にうつってよい。

　染色液は，アリザリンの氷酷酸飽和溶液1部，純グリセリソ2部，抱水クロラール結晶を蒸溜水に溶かした！

％溶液12部で作られ，必要に応じて使用するよう多量に作ってガラス瓶に保存できる。柔毛のような沈澱物が出

るが使用に際しては液を振とうする。

　染色に当っては古い苛性カリ溶液を捨てて新しい苛性カリ溶液を加え，それから徐々に染竺液を加えて濃い董

紫色になるまで加える。　（これには萄性カリ溶液の約雅～労o量の染色液を要する）

　標本はこのまま1～2日（稚魚・後期稚魚の場合は2～3時間で充分）染色液につけておき，それから染色液

をすてて新しい苛性カリ溶液を加える。

　標本に鱗がある場合は，みえにくいのでここで取除く。鱗はよく染色されていて見え易いし，とれ易くなって

いるので，解剖針で魚体の表面を前後にこするだけでよくとれる。

　肉質部から大部分の染料がとけ出したら（destained）標本を9つの段階にわけて，純グリセリンまで移して行

く用意ができたわけである。9つの瓶の蓋に，1－9まで番号を付し　グリセリンの量がつぎの比率になるよう

にグIJセリソと苛性カリ溶液とをこれらの瓶に入れる。すなわち，No・1には20％，No・2：40％，N・。3＝55

％，No．4：70％，No・5：80％，No・6：90％，No・7：95％，No・8とNo・9：100％グリセリソ。

　苛性ヵリ溶液をすてて，No・1の瓶からグリセリン溶液をつぎ込み，・No・9の最後の100％に至るまで，グリ

セリソ濃度の各段階をつぎつぎに移して，それぞれの溶液に24－48時間つけておく。最後の保存は，新しいIGO％

のグリセリソ液で行なうが，これにはカビを防ぐためチモール結晶を加えておく。これらの溶液は使用するにつ

れて染料でよごれ，またうすくなっていくが，No・1の溶液の比重は1・125より低下させてはいけない。N・．8

の溶液が変色するきざしをみせるか，No・1の溶液の比重がL125以下になったら，No・1の液を捨てて，瓶の

蓋を1つづつあげるようにずらし，No・2の瓶がNo・1に，No・3の瓶がN・・2にといったようにする。No・1

の瓶は洗って乾かし，100％のグリセリソを入れ，N・・9の蓋をして最後の段階として使用する。標本の最終的

な保存に当っては，ガラスかゴムの栓を用いるべきで，コルク栓ではグリセリソが変色し，つぎには標本も変色

されてしまう。

　透明化・染色・脱色の期間中，魚体にはよく注意を払い，鰭条や下顎部がゆるむ徴候があれば，途中の処理を

大いに促進して，標本をできるだけ早くグリセリソまで持っていかねばならない。往々バラバラになりそうな標

本を，脱色処理を全くはぶいて，グリセリンのNo・！・No・2の処理において，色素を溶出させることにより救

うことができる。これはグリセリソ溶液を変色させる不利な点はあるが，標本を救いうることが多い。

73



　今まで1度もふれられていない注意は，標本は「溶液の中に置いておく」ということである。古い液は必らず

小さいピペツトで除かれねばならないし，新しい液も同様にピペツトで加えられねばならない。できる限り，魚

体を動かしたり，かきまぜたりしないよう細心の注意が必要である。
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